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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

14年度  共通事項 一部変更

共通事項

17年度  共通事項 一部変更

21年度  共通事項 一部変更

24年度  共通事項 一部追加

　　　　共通事項 一部変更　　　　共通事項 一部変更

27年度  共通事項 一部変更

共通事項

１．本図集の性格

２．本図集の位置付け

３．その他

本図集は、独立行政法人都市再生機構の電気設備工事に使用する標準的な

機器・部品等の図面・仕様を集録したものであり、工事設計図書の一部を構成

本図集の位置付けは下記の参考基準類による。

１）本図集に集録されている機器・部品のうち、電気用品安全法及びＪＩＳ

    (日本工業規格）の適用を受けるものについてはそれぞれの適合品とする。

※以下「工事共通仕様書」という。

・公共住宅建設工事共通仕様書及び都市再生機構工事特記基準

・保全工事共通仕様書

２）「形状・寸法は製造者の任意とする。」等と明記あるものは勿論、図中に

    形状・寸法が規定されていないものについても、設計図等に明記(指示)の

    ある場合を除き、その詳細は製造者の任意とする。

するものである。

３）本図集においては「機構住宅標準詳細設計図集」は建築○○－○○○を

　「機械設備設計図集」は機械○○－○○○として示す。



電気設備標準詳細設計図集

機器・部品編 第13版(令和3年度）
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.1

目　　録　（１）

番　号 名　　　称 頁 番　号 名　　　称 頁

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

20

EF-104-1- 電力量計取付板（１）

EF-104-2- 電力量計取付板（２）

EF-104-3- 電力量計取付板（３）

EF-104-4- 電力量計取付板（４）

EF-105 住宅用分電盤
(共通事項)

EF-105-8-

EF-105-　 - 住宅用分電盤
(過電流警報装置)

〇-○

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

23

A
B

-

配線器具
（防水形コンセント）EF-106-6-

39

21

22

-OCA

A
B

A
B

A
B

A
B

2

1A

Z

配線器具
（カバー等）EF-106-11-

B
D
E

EF-106-13-

配線器具
（コール釦等）EF-106-12-

配線器具(ワイドハンドル形）
（特殊スイッチ等）EF-106-13-

配線器具(ワイドハンドル形）
（特殊スイッチ等）

配線器具(ワイドハンドル形）
（特殊スイッチ等）

EF-106-13-

A
B
C
D
R1
R2
S
T

C
D

配線器具
EF-106-14-

E
F
G （換気扇レンジフードファン用コンセント）

配線器具(ワイド形）
（専用コンセント等）EF-106-15-C1

C2

C
D

A1
A2

1目録（１）

17

18

19

40

A
B

F
H
Ｉ

目録（１）

目録（２） 2

3

住宅用分電盤
(アンペアブレーカースペース無）

配線器具(ワイド形）
（専用コンセント等）EF-106-15-

J
K
L
M

EF-106-16-

EF-106-16-

配線器具(ワイド形）
（情報コンセント組合せ等）

配線器具(ワイド形）
（情報コンセント組合せ等）

K
R

N
O
P1P2
Q1Q2

引掛シーリングローゼットEF-110-

Ｆ用モールEF-116-1-

EF-119-1- 取付板（電話端子取付用）

EF-119-2-E 取付板（テレビ共聴機器用）

A
B

EF-109-2-A-
インターホン
（玄関子機）

EF-109-2-B-
インターホン
（遠隔試験機能付玄関子機）

EF-109-4-A-
インターホン
（カメラ付玄関子機）

モニタ付住宅情報盤EF-109-5-B

EF-116-2- メタルＦ用モ－ル

EF-119-3-C 取付板（弱電機器用)

EF-119-4- 電話用端子(１０Ｐ端子板）

EF-119-4- 住戸内スター配線接続電話端子

d3

d4

d1

d2

d1

d2

F1

2
3

A
B
C1

EF-109-4-B-
インターホン
（カメラ･遠隔試験機能付玄関子機）

C2
D1
D2

A
B
C1
C2

EF-119-3-D 機器収納盤（弱電機器用)

d3

d4

EF-119-5-B 電話端子盤

U
V
W
X

EF-119-4-G3
住戸内スター配線接続電話端子

7

G1
G2

（ＩＰ電話対応）

モニタ付インターホンEF-109-5-C

共用灯分電盤（３）

共用灯分電盤（４）
（２回路型ＬＥＤ照明対応）

共用灯分電盤姿図 箱体仕様（共通）

EF-120-3

EF-120-4

EF-120-
A
B
C
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P.2
番　号 名　　　称 頁 番　号 名　　　称 頁

60

61

62

63

64

65

66

43

44

45

46

47

48

49

50

51

54

55

56

57

58

59

53

67

68

69

70

EF-133-1- 接地端子盤

EF-124-6 自動点滅器（点灯照度調整機能付）

EF-125 ソーラータイムスイッチ
（１～２制御型）

52

EF-138-3

EF-154-1-
非常コンセント収容箱
取付参考詳細図

A
B

防災関係設備警戒区域等説明板EF-166-1-

EF-167-1 防犯カメラ設備機器仕様

EF-167-2-
防犯カメラ作動中
表示プレート､表示シール

A
B
C

消防用補給水槽リレー盤

EF-168-1 ＬＡＮ用キーボックス

42

41

目　　録　（２）

A
B

EF-191-2- ケーブル標識シート(電力用･通信用）

EF-193-1- 防水鋳鉄管（１）

EF-193-2- 防水鋳鉄管（２）

EF-180 衛星放送アンテナマスト仕様

EF-191-1- ケーブル埋設標　接地極埋設標示板
A
B
D

A
B
C

A
B

EF-168-2- １９インチラック

EF-168-3- ＨＵＢ収納ボックス

A
B
C

D
E
F

EF-194-1- 異種継手

EF-198-1-B 案内板表示面仕様

EF-201-1
自家用電気工作物各種説明板等
（連絡先掲示板）

EF-201-3-
自家用電気工作物各種説明板等
（設備表示板）

EF-201-7
自家用電気工作物各種説明板等
（発電設備運転要領）

EF-201-8 自家用電気工作物各種説明板等
（発電設備系統図板）

EF-201-4-
自家用電気工作物各種説明板等
（自家用電気工作物表示板）

EF-201-5-
自家用電気工作物各種説明板等
（ＪＩＳによる、単線系統図板）A

EF-201-6- 自家用電気工作物各種説明板等
（受変電設備運転順序操作板）

EF-203-2- 発電設備屋外給油ボックス
A
B
C

A

I

EF-198-4-

EF-198-5-E 案内板

案内板、掲示板D1
D2

案内板・掲示板本体仕様

A
B

A
B

EF-301 屋外灯番号シ－ル

EF-303 ２回路型ＬＥＤ照明

A
B

A
B
C

D
E
F

I
G

A
B
C
D
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.3

材質

自己消火性を有する合成樹

脂を用いた成型品とする。

カードホルダーについては

貼付け用溝でもよい。

２）

１）

単相３線式又は３相３線式

３０Ａまでの対応品とする。

但し、単相２線式に対応す

る場合は、設計図による。

通線穴の使用電線は、ケー

ブル１４ ー３Ｃまでとする。

２）

１）

３）

３）(Ｂ)の取付板部分のカード

ホルダーは不要。

電力量計取付板（１）

形状、寸法（単位：ｍｍ）

及び計量器等の取付溝形状

は、製造者の任意とする。

14年度  附記事項一部変更

仕様事項一部追加
図中字句一部変更

4．6    図中寸法一部変更

7年度  図中字句一部変更
図面内容一部変更

附記事項一部変更
21年度  仕様等一部変更

番号一部変更

EF-104-1-

図面内容一部変更

附記事項一部削除

24年度
附記事項一部削除
図面内容一部変更

A
B

仕様等一部変更

27年度 図面内容一部削除
図面内容一部変更

６

１

６ ７ ８ ３

１

４

≒２２０

≒１８０ ≒１７０

≒２２０≒３５

≒３０

≒１１５

≒８５ ≒３０

≒
３

５
０

≒
３

５
０

≒
３
１

０

≒
１
８

０

≒
３
０

≒
４
５

部分品名

基台本体

カードホルダー

化粧カバー本体

カードホルダー

樹脂成型品t３mm以上

樹脂成型品t３mm以上

１

２

３

４

５

材質 備考数量番号

標準色１

１

１

１

１

住宅番号表示用

標準色

住宅番号表示用

標準色

６ ４－φ５穴以上 φ１２　ザクリ深さ３mm以上　基台取付穴４（以上）

７ 通線穴（ノックアウト）

８ 封印ビス（化粧カバー取付け）

（Ａ）取付板 （Ｂ）取付板(化粧カバー付)

単相２線用補助枠

５

CH

CH
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.4

電力量計取付板（２）

14年度  附記事項一部変更
        表中一部変更
        図面内容一部変更

7年度  図面内容一部変更
4．6    詳細図作成（新規追加）

附記事項一部変更
21年度  仕様等一部変更

番号一部変更
図面内容一部変更

単相３線式又は３相３線式

３０Ａまでの対応品とする。

但し、単相２線式に対応す

る場合は、設計図による。

通線穴の使用電線は、ケー

ブル１４ ー３Ｃまでとする。

２）

１）

３）(Ｂ)の取付板部分のカード

ホルダーは不要。

附記事項一部削除

24年度
附記事項一部削除
図面内容一部変更

EF-104-2-
B
A

材質

自己消火性を有する合成樹

脂を用いた成型品とする。

カードホルダーについては

貼付け用溝でもよい。

２）

１）

３）形状、寸法（単位：ｍｍ）

及び計量器等の取付溝形状

は、製造者の任意とする。

仕様等一部変更

27年度 図面内容一部変更

≒２１６

≒
３
１

０

≒
３
５

０

≒２００ ≒２００

≒４４０

１

２

６

４ ８

３

１

７

≒
３
５

０

≒３０

≒３５ ≒４４０ ≒１０８

≒３０

部分品名

基台本体

カードホルダー

化粧カバー本体

カードホルダー

樹脂成型品t３.５mm以上

樹脂成型品t３mm以上

１

２

３

４

材質 備考数量番号

標準色１

２

１

２

住宅番号表示用

標準色

住宅番号表示用

６ ４－φ５穴以上 φ１２　ザクリ深さ３mm以上　基台取付穴４（以上）

７ 通線穴（ノックアウト）

８ 封印ビス（化粧カバー取付け）

（Ａ）取付板

単相２線用補助枠５ ２ 標準色

５ ５

（Ｂ）取付板(化粧カバー付)

CH CH

CH CH
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.5

最大使用電線は、ケーブル

６０ ー３Ｃまでとする。

２）

３）

電力量計取付板（３）

14年度  附記事項一部変更

17年度  附記事項一部変更

7年度  詳細図作成（新規追加）

番号一部変更

附記事項一部変更
21年度  仕様等一部変更

図面内容一部変更

単相３線式又は３相３線式

１２０Ａまでの対応品とす

る。但し、単相２線式に対

応する場合は、設計図によ

る。

１）

(Ｂ)の取付板部分のカード

ホルダーは不要。

附記事項一部削除

24年度
附記事項一部削除
図面内容一部変更

EF-104-3-
B
A

材質

自己消火性を有する合成樹

脂を用いた成型品とする。

カードホルダーについては

貼付け用溝でもよい。

２）

１）

３）形状、寸法（単位：ｍｍ）

及び計量器等の取付溝形状

は、製造者の任意とする。

仕様等一部変更

27年度 図面内容一部変更

≒２６０

≒２００

≒４５

≒４０

≒２６０ ≒１３０

≒４０

≒
４

２
０

≒
４

２
０

≒
３

６
０

ＣＨ

ＣＨ

７ ２ １ ６ ４
８

３ ３ １

部分品名

基台本体

カードホルダー

化粧カバー本体

カードホルダー

単相三線３０Ａ用補助枠

樹脂成型品t３mm以上１

２

３

４

５

材質 備考数量番号

標準色１

１

１

１

１

住宅番号表示用

標準色

住宅番号表示用

標準色

６ ４－φ５穴以上 φ１２　ザクリ深さ３mm以上　基台取付穴４（以上）

７ 通線穴（ノックアウト）

８ 封印ビス（化粧カバー取付け）

（Ａ）取付板

５

（Ｂ）取付板(化粧カバー付)

樹脂成型品t３mm以上
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

附

記

事

項

        附記事項一部変更
        表中一部変更
        図面内容一部変更

14年度  仕様等一部変更

P.6

17年度  附記事項一部変更

電力量計取付板（４）

7年度  詳細図作成（新規追加）

附記事項一部変更
21年度  仕様等一部変更

番号一部変更
図面内容一部変更

最大使用電線は、ケーブル

６０ ー３Ｃまでとする。

２）

３）

単相３線式又は３相３線式

１２０Ａまでの対応品とす

る。但し、単相２線式に対

応する場合は、設計図によ

る。

１）

(Ｂ)の取付板部分のカード

ホルダーは不要。

附記事項一部削除

24年度
附記事項一部削除
図面内容一部変更

EF-104-4-
B
A

材質

自己消火性を有する合成樹

脂を用いた成型品とする。

カードホルダーについては

貼付け用溝でもよい。

２）

１）

３）形状、寸法（単位：ｍｍ）

及び計量器等の取付溝形状

は、製造者の任意とする。

仕様等一部変更

27年度 図面内容一部変更

ＣＨ

ＣＨ ＣＨ

ＣＨ

≒５００

≒４４０

≒
３

６
０

≒
４

２
０

≒４５

≒４０

≒５００ ≒１３０

≒４０

≒
４

２
０

７ ２ ４ ８ ３ ３ １６

部分品名

基台本体

カードホルダー

化粧カバー本体

カードホルダー

単相三線３０Ａ用補助枠

樹脂成型品t３mm以上１

２

３

４

５

材質 備考数量番号

標準色１

１

１

１

２

住宅番号表示用

標準色

住宅番号表示用

標準色

６ ４－φ５穴以上 φ１２　ザクリ深さ３mm以上　基台取付穴４（以上）

７ 通線穴（ノックアウト）

８ 封印ビス（化粧カバー取付け）

樹脂成型品t３mm以上

５ ５

（Ａ）取付板 （Ｂ）取付板(化粧カバー付)
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EF-105

14年度  仕様等一部変更

        仕様一部追加
        仕様等一部削除

P.7

17年度 

住宅用分電盤
（共通事項）

図面内容一部追加

図面内容一部変更

21年度 図面内容一部追加

図面内容一部変更

24年度 図面内容一部変更

27年度 図面内容一部変更

図面内容一部追加

なお、図面特記なき場合は、ＳＰＤの性能は公称放電電流２.５ｋＡ以上、電圧保護レベル１,５００Ｖ以下とする。

　（２）住宅用分電盤を過電流警報装置付とする場合は、ＥＦ－１０５-〇-〇-〇-ＯＣＡとする。

　（３）ＪＷＤＳ０００７－付２「感震機能付住宅用分電盤」に定める感震装置を設ける場合は、ＥＦ－１０５-〇-〇-ＥＳとする。

30年度 図面内容一部変更

漏電遮断器（主開閉器）

（１）過電流保護機能付とし、トリップ容量は設計図による。

（３）漏電遮断器は、中性線欠相保護機能付とする。

（４）分電盤には、漏電遮断器の取り扱い説明をシール等で表示

1.「住宅用分電盤」用語は下記に示すほかＪＩＳ Ｃ ８３２８（住宅用分電盤）による。

（１）キャビネット　内部機器を収納する容器。カバー付とドア付との２種類があり、それぞれ次のものから構成される。

　　（ａ）カバー付の場合

　　　　　　ボックス、カバー、中底（１）

　　（ｂ）ドア付の場合

　　　　　　ボックス、前面板（１）、カバ－（１）、ドア（１）、中ぶた（１）、中底（１）

　　　　　注（１）キャビネットによっては、この部分を欠くものがある。

　　　　　備考　　カバー及びドアの組合せのものは、ドア付に含める。

（２）ボックス

（３）カバー

（４）ド　ア

（５）中　底

（６）中ぶた

（７）前面板

分電盤の上下左右の側面及び背面を覆う壁を形成する部分。

これを取り外すことなく、内部機器の開閉操作ができるように住宅盤の前面全体を覆うように構成する部分。

内部機器を取り付ける取付板。内部機器は、この中底に組み立てられた状態で一体のものとしてボックスの中に固定される。

ドア後ろに設けられた充電部を覆う板。これを取り外すことなく内部機器の開閉操作ができるように構成される。

ドア、中ぶた及びカバー以外の住宅盤の前面を覆う部分。

２.「住宅用分電盤」仕様等の共通事項を下記に示す。

　（１）形状、寸法及び表面取付け機器の配置は製造者の任意とする

　（２）露出型､半埋込型､埋込型のいずれでもよい。

　（３）操作方式は外面操作型とする。

　（４）２００Ｖ回路（２Ｐ２Ｅ）の「配線替え説明書」を盤内に表示し、

　　　機構への申請後，配線替えは電気工事専門業者に施工させる旨の表示をする。

　（５） 大契約容量（Ａ）または（ｋＶＡ）を明記する他、

する。

　（６） 大契約容量、回路番号及び負荷名の表示場所は、下記を標準とする。

　　　・ 大契約容量、回路番号及び負荷名・・・カバー表面、ただしドア付は中蓋部とする。

　（７）負荷名の表示文字（シール又は印刷）は、文字の大きさ等に配慮し、原則として製造者

　　　標準品より選択する。

　（８）分岐開閉器は、ＪＩＳ Ｃ ８２１１「住宅及び類似設備用配線用遮断器」に適合するもので

　（９）その他、記載なき事項についてはＪＩＳ Ｃ ８３２８（住宅用分電盤）による。

キャビネットの前面を覆うようにちょう番などでボックスなどに支持されこれを開閉できる部分。

（２）漏電遮断器のフレーム容量は、 大契約容量(ｋＶＡ/戸)が

    ３ｋＶＡ以下の場合は、３０Ａフレーム以上

    ４ｋＶＡ以上の場合は、５０Ａフレーム以上とする。

    に規定する互換性形漏電遮断器とする。

    （１０）集中接地端子を施設する。

　（１）ＪＷＤＳ０００７－付３「避雷機能付住宅用分電盤」に定める低圧用ＳＰＤを設ける場合は､ＥＦ－１０５－〇ー〇ーＬＡとする。

（１１）自火報受信機電源は、専用回路で分岐開閉器を設けることとし、赤色合成樹脂製のハン

　　　ドルロックキャップを取付けると共に、負荷名の表示文字（シール又は印刷）も赤字と

　　　する。但し、所轄消防署と打合せの上決定すること。

３.その他

　　　あってコ－ド短絡保護用瞬時遮断機能を有する配線用遮断器とする。

　　する。

（５）３０Ａフレームのものは、ＪＩＳ Ｃ ８２２２「住宅及び

　　類似設備用漏電遮断器－過電流保護装置付」（附属書ＸＦ）

（８）接地端子 接地線を接続する部分。

回路番号ならびに負荷名表示を
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住宅用分電盤

１）仕様等は、ＥＦ-１０５

　　による。

２）ドア前面形状は平面又は曲
　　 面とする。

-

１）漏電遮断器(主開閉器)の一次側
にて相を入れ替えること等によ
り、幹線の負荷バランスを考慮
すること。

自火報受信機専用回路は下記による

　　　…主開閉器の１次側から分岐する場合

　　　…主開閉器の２次側から分岐する場合

１

２

～

A

Z

1
2

新規追加27年度

附記事項一部追加30年度

２）

 3KVA :30A
 4KVA :40A
 5KVA :50A
 6KVA :50A
 8KVA :50A
10KVA :50A
12KVA :60A

大契約容量(KVA/戸)

漏電遮断器(主開閉器)のトリッ
プ容量は、設計図に記載なき場
合は下記とする。

〃
〃
〃
〃
〃
〃

２）

 3KVA :30A
 4KVA :40A
 5KVA :50A
 6KVA :50A
 8KVA :50A
10KVA :50A
12KVA :60A

大契約容量(KVA/戸)

漏電遮断器(主開閉器)のトリッ
プ容量は、設計図に記載なき場
合は下記とする。

〃
〃
〃
〃
〃
〃

２）

 3KVA :30A
 4KVA :40A
 5KVA :50A
 6KVA :50A
 8KVA :50A
10KVA :50A
12KVA :60A

大契約容量(KVA/戸)

漏電遮断器(主開閉器)のトリッ
プ容量は、設計図に記載なき場
合は下記とする。

〃
〃
〃
〃
〃
〃

図面内容一部変更

番号一部変更変更

１

3P2E    AF

Ｉｃ２５００Ａ以上

ボックス

(主開閉器)

漏電遮断器

配線用遮断器

(分岐開閉器)

ドア

部分品名 材質、仕様

鋼板製又は合成樹脂

動作時間０.１秒以内

2P1E-20AT
2P2E-20AT

鋼板製又は合成樹脂

数量

１

5～15

１ 自己消火性を有すること

感度電流は30mAとする

自己消火性を有すること

備考

３０ＡＦ以下：Ic ２５００Ａ以上

３０ＡＦを超え１００ＡＦ以下：
　　　　　 Ic ５０００Ａ以上

ＥＴ

Ａ

記
号

（分岐開閉器）個数

２Ｐ１Ｅ ２Ｐ２Ｅ 計

配線用遮断器

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

自
火
報
受
信
機

専
用
回
路

カバー

合成樹脂

合成樹脂 露出、半埋込

イ

ロ-(1)

ロ-(2）

ボックス ドア 備考

鋼板製

合成樹脂

鋼板製

合成樹脂

埋込型

露出、半埋込

２

３

２

３

３

３

５

４

４

６

６

７

８４ ４

６

４ １２

１４

６

５ ３

２

４

３

５

６

８

７

７

１０

１０

１２

１０

９

９

１１

１１

６

６

５

７

２

３

４

４

５

６７ １３

５ １３

５ ２ ７

１１３

３

５

４

４

６

６

７

８

３ ８

２ ７

３

５

４

４

６

６

７

８

３ ８

８

２ ７

８

８

８

８

８

（アンペアブレーカースペース無）

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１

V

W

X

Y

Z ５

５ １４

１５

１２３

６ １５

１３４

９

９

９

９

１０

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

１
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10年度

１）任意に設定した電流値を超えると、音声

　　による警報を発生する装置とする。

　イ．監視回路

　　主幹ブレーカの２次側における電流値を

　　検出し次のいずれかにより監視する。

・アンペアブレーカー有の場合

　・アンペアブレーカーおよび主幹ブレーカ

　　の規格値と整合する設定ができるものと
　　

　・設定は居住者が手で容易に操作できる大

　　きさとする。

　・設定は、２０Ａ､３０Ａ､４０Ａ､５０Ａ､

　　６０Ａ、７５Ａ、１００Ａのうち、

２）形状、寸法は参考とし、製造者の任意と

    する。

13年度

14年度

４）本体及び電流検出器（CT)部分などの

OCAEF-105-

P.9

検出値･･･Ｌ1相及びＬ2相の合成和の値

・アンペアブレーカー無の場合

検出値･･･Ｌ1相及びＬ2相のいずれか
         大きい値

３）アンペアブレーカーの有無が切替可能な

　　ものとする。

17年度

監視電流の設定を７５Ａ、１００Ａを可

能とする場合は設計図に設定可能電流を

特記する。

住宅用分電盤
（過電流警報装置）

　　５点以上が任意に設定できること。

21年度

- -A
B

図面内容一部変更

新規追加 仕様等一部変更

仕様等、図注釈
一部字句追加、変更
仕様等一部変更

図面附記一部追加
図面附記一部変更

仕様等一部追加

附記事項一部追加
仕様等一部変更

番号一部変更

仕様等一部変更

附記事項一部変更
仕様等一部削除

図面内容一部追加

　　交換が容易な構造とする。

27年度 仕様等一部変更
附記事項一部削除

　　する。

3年度 図面内容一部変更

（１）分電盤内に設置する。

（３）電流値の使用レベル(負荷率)表示機能（ＬＥＤ）付とし、音声警報機能付とする。

（４）ＬＥＤは最低３個以上とし、負荷率に応じた色分けは下記とする。（色については一般的な表現としているので、全体的にわかりやすい彩色とする。）

（a)契約容量の（２０）％以下　　　　　緑

（b）契約容量の（２０）％～（８０）％　黄緑 又は黄

（ｃ）契約容量の（８０）％以上　　　　 オレンジ（橙）又は赤

（ｄ）音声（シグナル）用スピーカーは警報ユニット内蔵型又は別置型とする。

（２）外部で負荷表示をするための接続端子があること。

（３）外部警報用接点無電圧外部出力端子付とする。

（２）外部警報用に接点（無電圧）を設置する場合は、音声警報発生単位ごとに接点メイクするものとする。（外部出端子付）

１．警報ユニットＡタイプ（電流値の使用レベル（負荷率）表示・音声警報機能付）

２．警報ユニットＢタイプ （電流値の使用レベル（負荷率）信号外部出力機能付）

（１）分電盤内に設置する。

(e)音声（シグナル）用スピーカーの音量は、分電盤収納後、分電盤の正面から１ｍ離れた場所で警報音が７０ｄＢ以上とする｡

（４）負荷率表示信号を接点メイク（パルス出力）し、音声警報は発生単位毎に接点メイクするものとする。
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≒
1
3
1
.
5

≒75
≒30

≒
1
2
0

≒76

≒
66

≒
1
3
1
.
5

≒75
≒20

接地極付 ２Ｐ ２０Ａ ２５０Ｖ×１

EV

≒
1
2
6

≒87 ≒86
≒81

≒
12
0

１）形状、寸法（単位：㎜）
及び端子番号表示は参考とし、
製造者の任意とする。

EF-106-6-

図面内容一部変更4．6
仕様事項一部変更
図面内容一部変更
図面内容一部追加

7年度

仕様等一部変更
図面内容一部変更

14年度
10年度

図面内容 一部変更

図面内容追加 A2(新規作成)

17年度 廃番 B、D

P.10

図面内容一部変更

２）防塵・防水等保護等級(ＩＰコ
ード)は
Ａ１、Ａ２：

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ２
以上
Ｃ：
ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ３
以上
Ｄ：
ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰ４４
以上とする。

仕様等一部削除
21年度 図面内容一部変更

仕様等一部追加

３）電気自動車充電用コンセント
の規格はＪＷＤＳ００３３に
よる。

24年度

図面内容追加 Ｄ(新規作成)

仕様等一部追加
仕様等一部変更

配線器具
（防水形コンセント）

A1
A2
C
D

27年度 仕様等一部変更
図面内容一部変更

記
号

名
称Ａ２ 防滴形コンセント（本体カバーアルミダイカスト製）

記
号

名
称Ａ１

記
号

名
称Ｃ

記
号

名
称

1 接地極付 ２P １５A １２５V ET×1
EETWP

2 接地極付 ２P １５A １２５V ET×1  鍵付
KEETWP

接地極付 ２P １５A １２５V ET×1
EETWP

接地極付 ２P １５A １２５V ET×1  鍵付
KEETWP

（露出、埋込兼用型） 定格：接地極付2P 15A125V×2  ET×1（抜け止め型）
2EETLKWP

（抜け止め型）

防滴形コンセント（本体カバー合成樹脂製）

防雨形コンセント

本体（合成樹脂）

（ネオプレンゴム又は軟質塩化ビニル）

パッキン

プレート

カバー

（合成樹脂）

開閉工具付

本体（合成樹脂）

（ネオプレンゴム又は軟質塩化ビニル）

パッキン

（ネオプレンゴム又は軟質塩化ビニル）

パッキン

プレート

開閉工具付

カバー

（アルミダイカスト）

本体（アルミダイカスト）

Ｄ 電気自動車充電用防まつ形コンセント

1

2

（露出、埋込兼用型）

周囲より10ｍｍ凹形状

カバー
（樹脂製）

扉
防水パッキン

（樹脂製）
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１）形状、寸法（単位：㎜）及び

端子番号表示は参考とし、

製造者の任意とする。

配線器具
（カバー等）

EF-106-11-

詳細図削除（A）4．6

仕様事項追加
図面内容一部変更

7年度

仕様等一部変更
廃番Ｃ

14年度

附記事項一部追加17年度

１）ケ－ブルは容易に外れない

ように、電線押え等で固定

する。

図面内容追加 D(新規作成)
図面内容一部変更

P.11

B
D
E

防塵・防水(ＩＰ)性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。(Ｅは除く）

２）

仕様等一部追加21年度

仕様等一部変更24年度

27年度 図面内容一部変更

接地極付　２Ｐ　１５Ａ　１２５Ｖ　ＥＴ×１
（露出、埋込兼用型）

図面追加E（新規作成）
30年度

防雨形コンセントカバー（鍵付）E

仕様等一部変更

本体(合成樹脂)

本体(合成樹脂)

電線押え 電線押え

記
号

名
称

記
号

名
称Ｂ 入線カバー

記
合

名
称

記
号

名
称

Ｄ 入線機能付防雨形コンセント EET
LKWP

Ｂ

K2EET
LKWP

≒120

≒
1
9
0

(アルミ合金)

ベース　

カバー　

適合防雨形コンセント：

(アルミ合金)

EF-106-6-C

鍵付き
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≒70

≒
1
2
0

≒70

≒
1
2
0

１

２
１

２

４

３

１

２

１

２

３

４

１）形状、寸法（単位：㎜）

及び端子番号表示は参考

とし、製造者の任意とする。

配線器具
（コ－ル釦等）

EF-106-12-

詳細図作成（新規追加）4．6

10年度
仕様等一部変更

14年度

図面内容追加 D7年度
図面内容一部変更
図面内容追加 F

図面内容一部変更

図面内容追加 G

廃番 A、B、E

P.12

呼出ボタンである旨の表示２）

仕様等一部追加21年度

Ｄの防塵・防水(ＩＰ)性能

はＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰ

Ｘ４以上とする。

３）

なお表示文字の印字方式は

印刷（ホットスタンプ等）

とする。

を行う。

仕様等一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
廃番　Ｆ､Ｇ

C
D

27年度

記
号

名
称Ｄ コール釦（機械的自己保持形）

番号 部   分   品   名

押し釦

動作確認ランプ（ＬＥＤ）

記
号

名
称Ｃ 非常押し釦

番号 部   分   品   名

プレート

非常押し釦

定格  ６Ａ  ２５０Ｖ
６Ａ又は７Ａ３００Ｖ

動作仕様 
２線式

１０～３０ｍＡ

定格  
AC/DC　４～１２V

カバープレート

防水パッキン

押し釦は機械的に自己保持
し、再度押すと自己保持が解
除できる構造とする。

・

自己保持状態時に動作確認
ランプが点灯する構造とする。

・

記
号

名
称

記
号

名
称

ＬＥＤ
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形状、寸法（単位：㎜）

及び端子番号表示は参考とし、

製造者の任意とする。

１）配線器具は、ワイドハンド

ル形とする。

詳細図作成（新規追加）4．6

仕様事項一部変更
図面内容一部追加
図面内容一部変更

7年度

仕様等一部変更
図面内容一部変更

14年度

配線器具（ワイドハンドル形）

（特殊スイッチ等）

２

３）スイッチは、「工事共通仕

様書」により取扱説明書の

添付及び用途表示をする。

４）Ｃ及びＤは、遅れて切れる

旨の表示を行う。

EF-106-13-

１）本図は単独設置の場合を示

したもので、それぞれの組

合せ又は、他のスイッチ・

コンセント等と組合せる場

合は、設計図による。

仕様等一部変更17年度

P.13

A
B
C
D

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

24年度 仕様等一部変更
図面内容一部変更

27年度 図面内容一部変更

仕様等一部変更

≒70

≒
1
2
0

単路 ３路 ４路

≒70

≒
1
2
0

≒70

≒
1
2
0

≒70

≒
1
2
0

P･L

単路 ３路 ４路

１ ２ ０
１

３ ３

１
P･L P･L

４

２

１

２

ＰＬ

ＬＥＤ
０ １

遅れ回路

１

２

１

２

遅れ回路

０
１

３

P･L

LED

１

２

LEDLED

１ ２ ０
１

３ ３

１

４

２

LED

LED

１

２

１

２

１

２

１

２

記
号

名
称Ｂ 確認表示スイッチ L 3L 4L

番号 部   分   品   名

プレート

確認表示スイッチ

記
号

名
称Ａ 位置表示スイッチ H 3H 4H

記
号

名
称Ｃ 遅延スイッチ（位置・確認表示付） DHL

記
合

名
称Ｄ DFHL

番号 部   分   品   名

プレート

換気扇遅延スイッチ

番号 部   分   品   名

プレート

遅延スイッチ

番号 部   分   品   名

プレート

位置表示スイッチ

定格  ： １．５Ａ以上  １００Ｖ

遅れ時間 ：

遅れ回路は位置・確認表示付

定格  ： ３Ａ　１００Ｖ

遅れ時間 ：

遅れ回路は位置・確認表示付

ファン回路０．５Ａ以下

定格  ： １５Ａ  １００Ｖ

構造 ： ＬＥＤの発光方式は、
ＣＴ方式とする。

（負荷容量10Ｗ～400Ｗ）
定格  ： ４Ａ  ３００Ｖ

L(4A） 3L(4A） 4L(4A）

構造 ： ＬＥＤの発光方式は、
ＣＴ方式及びダイオード
ブリッジ方式とする。

（負荷容量1Ｗ～50Ｗ）
定格  ： ０．５Ａ  ３００Ｖ

L(0.5A） 3L(0.5A） 4L(0.5A）

換気扇遅延スイッチ（位置・確認表示付）

０～５分程度
（３０秒に設定）

０～５分程度
（３分に設定）
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スイッチは、「工事共通仕

様書」により取扱説明書の

添付及び用途表示をする。

図面Ｕ次ページに移動

１

≒
1
2
0

≒70

２

３

１

２

≒
2
5

電源 負荷 子器

制御回路

≒
1
0
5

≒
1
2
0

≒70

LED

P.L

１ ２

１

２

１

２

１

２

P.L０

３

１

P.L

３

１

LED

LED
LED ４

２

１

２

３

≒70

切
自動

連
続

４

４

１）配線器具は、ワイドハンドル

形とする。（Ｓを除く）

詳細図作成 Ｒ、Ｓ、Ｔ7年度

14年度

２）形状、寸法（単位：㎜）及び

端子番号表示は参考とし、製

造者の任意とする。

１）本図は単独設置の場合を示

したもので、それぞれの組合

せ又は、他のスイッチ・コン

セント等と組合せる場合は、

設計図による。

EF-106-13-

４）スイッチの用途表示は印刷

又はカ－ド式とする。

図面内容一部変更

仕様等一部変更

P.14

仕様等一部変更21年度
仕様等一部削除

図面内容追加 U (新規作成)

(新規追加)

図面内容一部変更
仕様等一部変更24年度
図面内容一部追加
図面内容一部変更

３）

配線器具（ワイドハンドル形）

（特殊スイッチ等）

R1
R2
S
T

27年度 図面内容一部変更
仕様等一部変更

記
号

名
称Ｒ1 熱線式自動スイッチ（２線式明るさセンサ付） RAS(2A)

記
号

名
称

Ｓ 熱線式自動スイッチ RAS(WP)

番号 部   分   品   名

プレート

センサー部

番号 部   分   品   名

プレート

センサー部

定格  ： ２Ａ  １００Ｖ

動作時間 ：１０秒～３０分 程度     

切替スイッチ

検知範囲：

水平方向： 取付面より左右
約７０°で有効
検知距離約３ｍ      

垂直方向： 取付面より下方
１０°以下で
有効検知距離約２m 

定格  ： ２Ａ又は３Ａ  １００Ｖ

動作時間 ：１０秒～３０分程度
      

動作照度： （昼間点灯防止用）
明（８０ルクス以下）
暗（２０ルクス以下）
確認（切）
の３段切り替え

取付面とその下方
２．５ｍの位置で約
直径３ｍの円を描いた
三角錐の範囲    

検知範囲：

記
号

名
称

記
号

名
称 Ｔ 位置・確認表示スイッチ

番号 部   分   品   名

プレート

位置・確認表示スイッチ

定格 ： ４Ａ １００Ｖ

RAS

RAS(WP)の防塵･防水(ＩＰ)

HL(4A) 3HL(4A) 4HL(4A)

HL 3HL 4HL

３路スイッチ
（位置表示付）

性能は、ＪＩＳ Ｃ０９２０ 
ＩＰＸ３以上とする

3Ｈ

30年度 図面内容一部変更
図面内容追加 R-2 (新規作成)

１

≒
1
2
0

≒70

２

３

１

２

３

≒70

切
自動

連
続

４

４

Ｒ2 熱線式自動スイッチ（２線式明るさセンサ付） RAS(2A)

番号 部   分   品   名

プレート

センサー部

定格  ： ２Ａ  １００Ｖ

動作時間 ：１０秒～３０分 程度     

切替スイッチ

検知範囲：

水平方向： 取付面より左右
約７０°で有効
検知距離約３ｍ      

垂直方向： 取付面より下方
１０°以下で
有効検知距離約２m 

ブランクプレート
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通電表示
回路

通電表示
回路

２

３

１

１

２

３
≒

1
2
0

≒70

≒
1
2
0

≒70

１ ２

１ ２

１ ２

１ ２

LED

P.L

LED

１

２

３

１

２

３

P.L０

１

３

１

２

≒
1
2
0

≒70

１

２

常時小風量換気扇スイッチ L24

番号 部   分   品   名

プレート

確認表示スイッチ

定格 ： １５Ａ １００Ｖ

１）配線器具は、ワイドハンドル

形とする。

２）形状、寸法(単位：㎜）及び端子

番号表示は参考とし、製造者の

任意とする。

１）本図は単独設置の場合を示し

たもので、それぞれの組合せ

又は、他のスイッチ・コンセ

ント等と組合せる場合は、設

計図による。

EF-106-13-

スイッチの用途表示は印刷

又はカ－ド式とする。

４）

詳細図作成 Ｖ(新規作成)17年度

図面内容追加

21年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更
　Ｗ、Ｘ(新規作成)

仕様等一部削除

21年度 仕様等一部変更

図面内容一部削除

３）スイッチは、「工事共通仕

様書」により取扱説明書の

添付及び用途表示をする。

24年度 仕様等一部変更
図面内容一部変更

配線器具（ワイドハンドル形）

（特殊スイッチ等）

U
V
W
X

27年度 仕様等一部変更

P.15

30年度 図面Ｕ前ページより移動

記
号

名
称 Ｖ 常時小風量換気照明組合せｽｲｯﾁ

番号 部   分   品   名

プレート

換気扇（確認表示付）
スイッチ

位置表示付スイッチ

L(0.5A) H

定格  
換気扇スイッチ部
０．５Ａ以上 ３００Ｖ

位置表示付スイッチ部
１５Ａ １００Ｖ

②

③

記
号

名
称

Ｗ 常時小風量換気照明組合せｽｲｯﾁ

番号 部   分   品   名

プレート

換気扇（確認表示付）
スイッチ

片切スイッチ

L(0.5A)

定格  
換気扇スイッチ部
０．５Ａ以上 ３００Ｖ

片切スイッチ
１５Ａ ３００Ｖ

②

③

記
号

名
称 Ｘ 常時小風量換気（２ヶ所操作）照明組合せｽｲｯﾁ

FL2

番号 部   分   品   名

プレート

常時小風量換気２ヶ所操作
（位置・確認表示付）スイッチ

片切スイッチ

定格  
換気扇２ヶ所操作スイッチ
０．５Ａ以上 １００Ｖ

②

片切スイッチ
１５Ａ ３００Ｖ

③

１ ２

０

３

１LED 2ｶ所操作
回路

通電表示
回路 P･L

２

３

１

≒
1
2
0

≒70

１

２

３

記
号

名
称

Ｕ
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１

２

１

２

１

２

３

１

２

１

２

１

２

３

２

３

EF-106-14-

P.16

詳細図作成（新規追加）21年度

１）

２）形状、寸法（単位：㎜）

及び端子番号表示は参考

とし、製造者の任意とする。

表示文字の印字方式は印刷

（ホットスタンプ等）とす

る。

３）

１）配線器具のプレートは樹脂

製とする。

24年度 廃番 Ｄ

配線器具

E
F
G

（換気扇レンジフ－ド
　　ファン用コンセント）

≒
1
1
5

≒70

≒
1
1
5

≒70

≒
1
1
5

≒116

記
号

名
称Ｅ レンジフードファン用コンセント

記
号

名
称

記
号

名
称

Ｆ

レンジフードファン用コンセント

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

定格：接地極付３Ｐ１５Ａ ２５０Ｖ

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

定格：接地極付２Ｐ１５Ａ １２５Ｖ

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

Ｇ

レンジフードファン用コンセント

コンセント

定格：　接地極付３Ｐ１５Ａ ２５０Ｖ

　　　　接地極付２Ｐ１５Ａ １２５Ｖ
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１）配線器具は、ワイド形とす

る。

仕様等一部変更
図面内容一部変更
廃番 Ａ、Ｂ、Ｅ

14年度

２）形状、寸法（単位：㎜）

及び端子番号表示は参考

とし、製造者の任意とする。

表示文字の印字方式は印刷

（ホットスタンプ等）とす

る。但し、アース線の接続

方法表示は、シールでも良

い。また、アース線の接続

方法が、ねじ端子式の場合

は接続方法表示はしなくて

もよい。

EF-106-15-

３）

１）本図以外に、他のコンセン

トスイッチ等を組合せる場

合は設計図による。

仕様等一部変更
図面内容追加 Ｉ（新規追加）
図面内容一部変更
廃番 Ｄ、Ｇ

17年度

P.17

仕様等一部変更
仕様等一部削除
図面内容一部変更

21年度

２）表示文字のうち「大型機器

用コンセント」は「専用コ

ンセント」でもよい。（指

示による。）

附記事項一部削除
図面内容一部変更

24年度

配線器具（ワイド形）

（専用コンセント等）

C1,C2

27年度 仕様等一部変更

図面内容追加,削除

番号一部変更

記
号

名
称

≒
1
2
0

≒116

大型機器用コンセント

Ｆ 大型機器＋一般用コンセント 2EEET

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

コンセント

接地端子

表示文字

１５Ａ１２５Ｖ

２０Ａ１２５Ｖ （１５Ａ・２０Ａ兼用）

１

２

５

３

４

１

２

３

４

５

≒
1
2
0

≒70

Ｈ 接地極付コンセント（２ヶ口）＋ＥＴ

１５Ａ１２５Ｖ

１

２

３

４

３）大型機器コンセントの

最大容量表示文字

（１．５キロワット以下）

は必要に応じて表示する。

F,H,I

2EET

≒
1
2
0

≒70

≒
1
2
0

≒70

記
号

名
称Ｉ 大型機器用コンセント EET

記
号

名
称

記
号

名
称Ｃ1 エアコン用コンセント EET

記
号

名
称

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント 定格  ２０Ａ  １２５Ｖ
（１５Ａ･ ２０Ａ兼用）

接地端子

表示文字

１

１

３

２

２

４

３

２

４

１

４

３

Ｃ２ エアコン用コンセント（２００V） EET(２５０V)

２０Ａ  ２５０Ｖ
（１５Ａ･ ２０Ａ兼用）

１

３

２

４

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント定格

接地端子

表示文字

１

２

４

３

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント 定格

接地端子

表示文字

１

２

４

３

２０Ａ  １２５Ｖ
（１５Ａ･ ２０Ａ兼用）

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント定格

接地端子

表示文字

１

２

４

３

定格

定格
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≒
1
2
0

≒70

≒
1
2
0

≒70

１

２

３

４

４

１

２

３

１）配線器具は、ワイド形とす

る。

図面内容追加 Ｊ14年度

２）形状、寸法（単位：㎜）

及び端子番号表示は参考

とし、製造者の任意とする。

１）本図以外に、他のコンセン

トスイッチ等を組合せる場

合は設計図による。

３）

２）表示文字のうち「大型機器

用コンセント」は「専用コ

ンセント」でもよい。（指

示による。）

３）

P.18

27年度

図面内容追加Ｋ(新規作成)

表示文字の印字方式は印刷

（ホットスタンプ等）とす

る。但し、アース線の接続

方法表示は、シールでも良

い。また、アース線の接続

方法が、ねじ端子式の場合

は接続方法表示はしなくて

もよい。

仕様等一部削除

24年度 図面内容追加Ｌ､Ｍ(新規作成)

図面内容一部変更

EF-106-15-

配線器具（ワイド形）

（専用コンセント等）

J
K
L
M

仕様等一部変更

図面内容追加,削除

番号一部変更

大型機器用コンセントの

最大容量表示文字

（１．５キロワット以下）

は必要に応じて表示する。

≒
1
2
0

≒70

１

２

３

４

≒
1
2
0

≒70

１

２

番号 部   分   品   名

プレート

定格  ： １５Ａ  １２５Ｖ

扉付コンセント

１

２

番号 部   分   品   名

※

※

プラグの両刀を同時に差し込

まないと扉が開かない構造と

プレート

扉付コンセント

１

２ ※

する。

接地端子３

表示文字４

定格  ： １５Ａ  １２５Ｖ

※ プラグの両刀を同時に差し込

まないと扉が開かない構造と

する。

Ｍ 扉付コンセント（接地極付２ケ口)＋ＥＴＬ 扉付コンセント 2EETS2S

記
号

名
称Ｊ 2EET

番号 部   分   品   名

プレート

大型機器用コンセント

定格  ： １５Ａ  １２５Ｖ

接地端子

表示文字

コンセント

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

定格  ： １５Ａ１２５Ｖ

接地端子

記
号

名
称Ｋ 接地極付コンセント（１ケ口）＋ＥＴ EET

記
号

名
称

記
号

名
称

１

２

３

１

２

３

４



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

詳細図作成（新規追加）

配線器具（ワイド形）
（情報コンセント組合せ等）

EF-106-16-

14年度

仕様等一部追加
仕様等一部変更

17年度

P.19

仕様等一部追加

21年度

１）配線器具は、ワイド形とする。

２）形状、寸法（単位：㎜）及び
端子番号表示は参考とし、
製造者の任意とする。

電話用コンセントは図面特記
なき限り６極２芯用モジュラ
－ジャックを用いた自動落下
式ふた付コンセントとし、電
線接続方式は差込型とする。

４）

５）

附記事項追加

表示文字の印字方式は印刷
（ホットスタンプ等）とする。
但し、ア－ス線の接続方法表
示は、シールでも良い。また、
ア－ス線の接続方法が、ねじ
端子式の場合は接続方法表示
はしなくてもよい。

３）

コンセントと情報コンセント
等を組合わせる場合には、必
要に応じセパレータ等を設け

１）

ること。

24年度
廃番 Ｌ､Ｍ

ＬＡＮ用コンセントは８極８
芯型 シャッタ－付とする。
また、性能はＪＩＳ Ｘ５１５
０カテゴリ５を満足すること。

仕様等一部変更

27年度

L2EET2EET L2EET L2EET L

Ｋ－１ Ｋ－４Ｋ－２ Ｋ－３

≒162

≒
1
2
0

Ｋ テレビ端子、情報コンセント組込みコンセント

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

接地端子

テレビ端子

電話用コンセント

ＬＡＮ用コンセント

記号 組合せ

コンセント組合せ表

記号 組合せ 記号 組合せ 記号 組合せ

K - 1 テレビ端子 ×1
接地端子 ×1

電話用コンセント ×1

コンセント ×2

ＬＡＮ用コンセント ×1

K - 2 テレビ端子 ×2
接地端子 ×1

電話用コンセント ×1

コンセント ×2

ＬＡＮ用コンセント ×1

K - 3 テレビ端子 ×1
接地端子 ×1

電話用コンセント ×2

コンセント ×2

ＬＡＮ用コンセント ×1

K - 4 テレビ端子 ×2
接地端子 ×1

電話用コンセント ×2

コンセント ×2

ＬＡＮ用コンセント ×1

１

５

６

２

３

４

１

２

３

４

５

６

記
号

名
称

図面内容一部追加

電話第１

１

２

３

４

５

≒162

≒
1
2
0

記
号

名
称R ﾃﾚﾋﾞ端子、情報ｺﾝｾﾝﾄ組込みｺﾝｾﾝﾄ

番号 部   分   品   名

プレート

コンセント

接地端子

テレビ端子

電話用コンセント

2EET

１

２

３

４

５

記
号

名
称

K
R

配置（左右配置）は設置される
場所に応じ決定すること。

２）

１５Ａ１２５Ｖ定格

１５Ａ１２５Ｖ定格



仕

様

等

改

訂

事

項

名

称

番

号

附

記

事

項

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

詳細図作成（新規追加）14年度

仕様等一部変更
17年度

図面内容一部変更

P.20

EF-106-16-

仕様等一部追加

図面内容追加 P1.Q1
(新規作成)

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
附記事項追加
仕様等一部削除

１）配線器具は、ワイド形とする。

２）形状、寸法（単位：㎜）及び
端子番号表示は参考とし、
製造者の任意とする。

電話用コンセントは図面特記
なき限り６極２芯用モジュラ
－ジャックを用いた自動落下
式ふた付コンセントとし、電
線接続方式は差込型とする。

４）

ＬＡＮ用コンセントは８極８
芯型 シャッタ－付とする。
また、性能はＪＩＳ Ｘ５１５
０カテゴリ５を満足すること。

５）

表示文字の印字方式は印刷
（ホットスタンプ等）とする。
但し、ア－ス線の接続方法表
示は、シールでも良い。また、
ア－ス線の接続方法が、ねじ
端子式の場合は接続方法表示
はしなくてもよい。

３）

コンセントと情報コンセント
等を組合わせる場合には、必
要に応じセパレータ等を設け

１）

ること。

仕様等一部変更24年度
図面内容一部変更

配線器具（ワイド形）
（情報コンセント組合せ等）

N
O
P1,P2
Q1,Q2

配置（左右配置）は設置される
場所に応じ決定すること。

２）

27年度 仕様等一部追加
附記事項追加

30年度

図面内容追加 P.Q(新規作成)
　　図面内容一部変更

L≒250

≒
1
2
0

≒70

Ｌ２

パッチコードＬＡＮ用パッチパネル

Ｌ３

Ｌ４

Ｌ５

Ｌ６

番号 部   分   品   名

プレート コンセント 接地端子 電話用コンセント ＬＡＮ用コンセント

情報コンセント組込みコンセント 情報コンセント組込みコンセント L2EET 2EET

≒116

≒
12
0

≒116

≒
12
0

2EET

１

情報コンセント組込みコンセント 情報コンセント組込みコンセント L2EET 2EET2EET

≒116

≒
12
0

≒116

≒
12
0

１

番号 部   分   品   名 番号 部   分   品   名 番号 部   分   品   名 番号 部   分   品   名

記
号

名
称 記

号

名
称Ｑ1Ｐ1

１ ２ ３ ４ ５

２

３

４
４

５
２

３

名
称

名
称Ｑ2Ｐ2

２

３

４

４

５
２

３

Ｐ1 Ｐ2 Ｑ1 Ｑ2

１５Ａ１２５Ｖ定格

記
号

名
称Ｏ

記
号

名
称Ｎ

番号 部   分   品   名

ケーブル

プラグ

番号 部   分   品   名

プレート

ＬＡＮ外線用コンセント

組合せ表

ＬＡＮ用コンセント ブーツ

・ ケーブルは、非シールドより

対線型のＣＡＴ５e（JIS　X5150

：2004）とする。

プラグは８極８芯型とする。・N - 1
ＬＡＮ外線用コンセント ×1
ＬＡＮ用コンセント ×1

組合せ記号

N - 2
ＬＡＮ外線用コンセント ×1
ＬＡＮ用コンセント ×2

N - 3
ＬＡＮ外線用コンセント ×1
ＬＡＮ用コンセント ×3

N - 4
ＬＡＮ外線用コンセント ×1
ＬＡＮ用コンセント ×4

N - 5
ＬＡＮ外線用コンセント ×1
ＬＡＮ用コンセント ×5

結   線  ：  ストレート

１

２

３

１

２

３ １ ３ ２

１

２

３
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附

記
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項

改

訂

事

項

名

称

番

号

インターホン
（玄関子機）

１）

形状等は、参考とし、製造

者の任意とする。

14年度

P.47

17年度

7年度

２）

防塵・防水（ＩＰ）性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。

21年度

仕様等一部変更
名称変更

仕様等一部変更

仕様事項一部追加

番号一部変更
図面内容一部変更

27年度 図面内容一部変更

１

２

３

４

材質 合成樹脂製

マイク

番号 部分品名

１

２

３

４ マイク

部分品名部分品名

合成樹脂製材質

番号番号

スピーカ

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯呼出ボタン

通電表示灯

スピーカ

番号 部分品名

記

号

名

称
ｄ１

記

号

名

称
ｄ２

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

仕

様

等

附

記

事

項

番

号

インターホン
（玄関子機）

１）

形状等は、参考とし、製造

者の任意とする。

EF-109-2-A-

14年度

P.21

17年度

7年度

２）

防塵・防水（ＩＰ）性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。

21年度

仕様等一部変更
名称変更

仕様等一部変更

仕様事項一部追加

番号一部変更
図面内容一部変更

d1

d2

露出型（位置ボックス１ヶ用） 露出型（位置ボックス１ヶ用）

埋込型（位置ボックス１ヶ用） 埋込型（位置ボックス１ヶ用）

27年度 図面内容一部変更

１

２

３
４

１

２

４ ３

１

２

４ ３

１

材質 合成樹脂製

マイク

番号 部分品名

１

２

マイク

部分品名部分品名

合成樹脂製材質

番号番号

スピーカ

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯呼出ボタン

通電表示灯

スピーカ

番号 部分品名

記

号

名

称
ｄ１

記

号

名

称
ｄ２玄関子機（通電表示灯付） 玄関子機（外部警報及び警報表示灯付）

２

３
４



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

10年度

P.22

１）

形状等は、参考とし、製造

者の任意とする。

防塵・防水（ＩＰ）性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。

２）

14年度

17年度

21年度

インターホン
（遠隔試験機能付玄関子機）

EF-109-2-B-
d3

d4

詳細図作成（新規追加）

仕様等一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更

番号一部変更
図面内容一部変更

27年度 図面内容一部変更

番号 部分名称

スピーカ

マイク

遠隔試験機能用ジャックカバー

遠隔試験機能用ジャック

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯

番号 部分名称

スピーカ

マイク

遠隔試験機能用ジャックカバー

遠隔試験機能用ジャック

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯

１

５

６

３

２

４

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６３

２ ４

５
６

１

ｄ４
記

号

名

称
遠隔試験機能付玄関子機（埋込型）（位置ボックス３ケ用）

記

号

名

称
ｄ３ 遠隔試験機能付玄関子機（露出型）（位置ボックス１ケ用）



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

１）

形状等は、参考とし、製造

者の任意とする。

防塵・防水（ＩＰ）性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。

２）

詳細図作成（新規追加）21年度

映像素子はカラーＣＣＤ又は

CMOSとする。

３）

カメラの画素数は２５万画

素以上とする。

４）

P.23

カメラ撮影角度を調整可能と

する。

５）

最低被写体照度は５Ｌｘ以

下とする。

６）

１）設置場所の選定にあたり、

逆光等を考慮すること。

仕様等一部変更24年度

インターホン
(カメラ付玄関子機）

EF-109-4-A-
d1

d2

図面内容一部変更
27年度

図面内容一部削除

番号変更

仕様等一部変更

30年度 仕様等一部変更

夜間用の照明（ＬＥＤ）機能

を有すること。

７）

3年度 仕様等一部追加

番号 部分名称

スピーカ

マイク

カメラ

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯

ｄ１

１

２

３

４

５
１

２

３

４

５

番号 部分名称

スピーカ

マイク

カメラ

通電表示灯

呼出ボタン及び警報表示灯

１

２

３

４

５

ｄ２

４

５

３

１

２

記

号

名

称
カメラ付玄関子機（露出型）（位置ボックス１ケ用）

記

号

名

称
カメラ付玄関子機(埋込型)(位置ボックス３ケ用)



仕
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等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） d4

１）

形状等は、参考とし、製造

者の任意とする。

防塵・防水（ＩＰ）性能は

ＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ

３以上とする。

２）

映像素子はカラーＣＣＤ又は

CMOSとする。

３）

カメラの画素数は２５万画

素以上とする。

４）

P.24

カメラ撮影角度を調整可能と５）

最低被写体照度は５Ｌｘ以

下とする。

６）

１）設置場所の選定にあたり、

逆光等を考慮すること。

(カメラ・遠隔試験機能付玄関子機)

EF-109-4-B-

27年度

d3

番号新規追加

する。

図面内容追加 ｄ4（新規追加)

図面内容一部変更

30年度

インターホン

夜間用の照明（ＬＥＤ）機能

を有すること。

７）

3年度 仕様等一部追加

ｄ３

４

６

８

７

５

１

３ ２ 番号 部分名称

スピーカ

マイク

カメラ

通電表示灯

呼出ボタン

１

２

３

４

５

警報表示灯

遠隔試験用ジャックカバー

遠隔試験用ジャック

６

７

８

記

号

名

称
カメラ・遠隔試験機能付玄関子機（露出型）（位置ボックス1ケ用）

ｄ4
記

号

名

称
カメラ・遠隔試験機能付玄関子機（埋込型）（位置ボックス3ケ用）

番号 部分名称

スピーカ

マイク

カメラ

通電表示灯

呼出ボタン

１

２

３

４

５

警報表示灯

遠隔試験用ジャックカバー

遠隔試験用ジャック

６

７

８

４
５

７

１

６

２

３

８



仕

様

等
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改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

１５）録画機能を有することとし、内蔵の記録装置により８０枚

　　　以上(壁掛住戸完結型の場合は12枚以上)の録画画面枚数が可能

　　　なこと。なお、外部媒体による記録装置の有無は製造者の任意とする。

　　　

モニタ付住宅情報盤

EF-109-5-B

詳細図作成（新規追加）21年度

１３）モニタは７型以上(壁掛住戸完結型の場合は3.5型以上)の

１４）モニタの画素数は１１５万画素以上(壁掛住戸完結型の場合は

P.25
１）電源方式はＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚとし、

　　接続は、直結方式とする。

３）取付方式は、壁掛け又は埋込み固定型とする。

２）消費電力は、最大１３Ｗ程度(待受時４.５Ｗ)とする。

４）雷サージ防止機能があること。

　　（インターホン通則）によるほか、玄関子機との通話方式は、

　　音声自動交互通話方式とする。

５）インターホン機能を有し、その機能は、ＪＩＳ Ｃ６０２０

６）呼出方式は、インターホンではチャイム音とする。

７）材質は合成樹脂製とする。

８）呼び出し音量調整機能があること。

１０）形状等は参考とし、各製造者の任意とする。

１１）過電流警報装置の電流値の使用ﾚﾍﾞﾙを表示する場合、表示は

　　　ＬＥＤ、又はＬＣＤを使用し、負荷率に応じた表示とする。

１２）過電流音声警報を行う場合は、正面から１ｍ離れた場所で
      ７０ｄＢ以上とする。

１７）機能一覧表の必要な機能は設計図による。

１６）緊急通報装置との接続及び連動が可能な機能を有すること。

９) 火災報知設備受信機の場合は、消防法に定められた型式承認された

製品とする。

27年度 仕様等一部変更

ＴＦＴカラー液晶とする。

3年度

仕様等一部変更

図面内容一部変更

１１万画素以上)とする。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

機能一覧表

非常通報

火災警報

ガス漏れ警報

バスコール

トイレコール

防犯警報

ｇ オートドアロック解錠

ｈ 過電流警報(音声報知)

ｉ 宅配着荷

ｋ

使用電流値レベル表示

ｌ

部屋コール

ｍ

火災確定

バス･トイレコ－ル復旧

ｊ

番号 部分名称

本体

２

１

２

３

３

セキュリティ機能部（モニタ部）

操作部

３

１
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１２）録画機能を有することとし、内蔵の記録装置により４０件
　　　以上の録画件数が録画可能なこと。なお、録音及び外部媒体
　　　による記録装置の有無は製造者の任意とする。
　　　

モニタ付インターホン

EF-109-5-C

詳細図作成（新規追加）3年度

１０）モニタは３．５型以上のＴＦＴカラー液晶とする。

１１）モニタの画素数は２０万画素以上とする。

P.26
１）電源方式はＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚとし、

　　接続は、直結方式とする。

３）取付方式は、壁掛け型とする。

２）消費電力は、最大９Ｗ程度、待受時２．５Ｗ以下とする。

４）雷サージ防止機能を有すること。

　　玄関子機との通話方式は、音声自動交互通話方式とする。

５）機能は、ＪＩＳ Ｃ６０２０（インターホン通則）によるほか、

６）呼出方式は、チャイム音とする。

７）非常押しボタン組込み形とし、非常押しボタンの操作時に本体

８）呼出音量調整機能を有すること。

詳細図作成（新規追加）

　　で警報音を発するとともに、玄関子機に警報音及び警報表示を
　　移報する機能を有すること。

９）呼出音増設用スピーカー出力機能を有すること。

１３）材質は合成樹脂製とする。

１４）形状等は参考とし、製造者の任意とする。

モニター付インターホン親機

カメラ付玄関子機

１）電源は親機より供給する。

２）防塵･防水性能はＪＩＳ Ｃ０９２０ ＩＰＸ３以上とする。

５）カメラ撮影角度は調整可能とする。

８）材質は合成樹脂製とする。

３）映像素子は1/4型または1/5カラーＣＭＯＳとする。

４）カメラの画素数は２５万画素以上とする。

６）最低被写体照度は５ｌｘ以下とする。

７）夜間用の照明(ＬＥＤ）機能を有すること。

９）形状等は参考とし、製造者の任意とする。

番号 部分名称

１

２ 操作部

番号 部分名称

スピーカ１

２

３

マイク

カメラ

４ 呼出ボタン

モニタ部

・通電表示部

１

２

３

２

４

１

モニタ付インターホン親機 カメラ付玄関子機 (露出型) (位置ボックス1ケ用)
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取付金具

1

2-M3.5ネジ

φ66.7

≒106

≒122.5

φ95以
下

≒
1

≒
2
2

9
.
5
以
下

1

本   体

取付金具

1

≒
1

本   体

１）配線器具は、電気用品安全

法適合品とする。

引掛シーリングローゼット

２）形状、寸法（単位：ｍｍ）及

び端子番号表示は参考とし、

製造者の任意とする。

EF-110-

１）引掛シーリングローゼッに

耐荷重表示シールを貼り付

けること。

２）

本体引掛穴を利用した場合

は５Ｋｇ以下、また取付金

具の両側フック又は引掛シ

ーリングロ－ゼット本体の

ツバ部で荷重を保持する場

合は１０ｋｇ以下とする。

P.27

17年度 詳細図作成（新規追加）

27年度
附記事項一部変更
図面内容一部変更
図面内容一部削除

2

(露出・埋込両用）

2
3

3 (高荷重型）

図面内容一部追加

仕様等一部変更

番号変更

φ63以下

30年度 図面内容一部追加

番号 部   分   名   称

引掛シーリングボディ

材質・規格 備     考

メラミンフェノール樹脂

取付金具 鋼板ｔ１．４以上    防錆処理

1

2

定格６Ａ １２５Ｖ

≒
66.7

≒106

≒122.5

φ95以下

2-M3.5ネジ

φ66.7

≒
1
1
≒
1
1

1

2

番号 部   分   名　称

引掛シーリングボディ

材質・規格 備     考

フェノール又はメラミンフェノール樹脂

取付金具 鋼板ｔ１．４以上    防錆処理

定格６A 125V

（埋込）

本体引掛穴を利用した場合

は５Ｋｇ以下、また取付金

具の両側フックを利用した

場合は１０ｋｇ以下とする。

耐荷重量（許容静荷重）

[２(埋込)の場合]

[３(高荷重型)の場合]
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EF-116-1-

P.28

Ｆ用モ－ル

形状は、製造者の任意とす

る。

規格表の寸法は、標準値を

示し、長さを除く各部の寸

法は、形状により同表の用

途欄に示すケーブルを容易

に収納できる範囲で任意と

する。

２）

１）

仕様等一部変更
表中一部変更

14年度

21年度

図面内容追加

仕様等一部変更
番号一部変更

図面内容一部変更

３号－２､４号－２
(新規作成)

24年度 図面内容一部変更

A
B
C1

W

H

A

B

C1

C2

D1

D2

27年度 図面内容一部変更

C2
D1
D2

1.0以上

1.2以上

１

２

１６

２１

２６

３２

Ｆ用モール１号

　　〃　　２号

　　〃　　３号－１

　　〃　　３号－２(セパ付)

EM-EEF1.6-2C×1又はEM-EEF2.0-2C×1用

EM-EEF1.6-3C×1又はEM-EEF2.0-3C×1用

EM-EEF1.6-2C×2又はEM-EEF2.0-2C×2用

EM-EEF2.0-3C×2用

番　号

　　〃　　４号－１

　　〃　　４号－２(セパ付)

W H

寸法(mm)
用途

９.５

１０

１３

１５

２６ １４

３３ １６

１

番号 部分名称 材質 数量 備考

硬質塩化ビニル本体

２

３

カバー

セパレータ

〃

〃

8φ以下の弱電ケーブル＋

EM-EEF1.6-2C×1又はEM-EEF2.0-2C×1用

11φ以下の弱電ケーブル＋

EM-EEF1.6-3C×1用

規格表

３
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EF-116-2-

P.29

メタルＦ用モ－ル

形状は、製造者の任意とす

る。

規格表の寸法は、標準値を

示し、長さを除く各部の寸

法は、形状により同表の用

途欄に示すケーブルを容易

に収納できる範囲で任意と

する。

２）

１）

詳細図作成（新規追加）21年度

EM-EEF1.6-2C×1又は

EM-EEF2.0-2C×1用

EM-EEF1.6-2C×2又は

EM-EEF1.6-3C×4又は

Ａ

Ｂ

Ｃ１

寸法(mm)

１

番号 部分名称 材質 数量 備考

硬質塩化ビニル本体

２

３

カバー

セパレータ

EM-EEF2.0-2C×1又は

EM-EEF2.6-3C×2用

規格表

EM-EEF1.6-3C×1又は

EM-EEF2.0-3C×1用

EM-EEF2.0-2C×5又は
EM-EEF2.0-3C×3又は

Ｃ２ 　　　　Ｂ型－２（セパ付）〃　　　　　　　　　　　　　　

１６.０

２５.４

４０.４

Ｗ Ｈ

１０.０

１１.５

２０．０

２０．０４０.４

13φ以下の弱電ケーブル＋

EM-EEF2.6-3C×2用

EM-EEF1.6-2C×3又は
EM-EEF2.0-3C×2又は

溶融亜鉛めっき鋼板，硬質塩化ビニル

　　　　〃　　　　　Ａ型

〃　　　　　Ｂ型－１

　　　　メタルＦ用モール　Ｓ型

名　称

組立図

W

H

硬質塩化ビニル

用　途

図面内容一部変更27年度

１

２ ３

A
B
C1
C2
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Ｗ

Ｈ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　１０

　２０

　３０

　４０

　６０

　８０

１００

１５０

２００

２５０

３００

４００

８００

　２００

　３６０

　４８０

　６６０

　７８０

　９００

　６６０

１１４０

　３１５

　４３０

　５４５

　４７０

　５８５

　７００

　８１５

　８７５

１４５０

１ １

２

２ ２

３

３

４

３

５

５

４

４

６

８

１０

Ｗ

Ｈ

Ａ. 保安装置を取り付けない端子取付板の寸法

対数
端子取付板寸法（mm） 端子板収容

巾（Ｗ） 長さ（Ｈ） １列の
端子板数

端子板の
列数

１５ 以上ｔ

１５

以上

ｔ

樹脂板用参考姿図

合板用参考姿図

10年度　 図面内容一部修正

14年度   仕様等一部追加
表中一部変更

P.30

１）

17年度   仕様等一部変更

仕様は「工事共通仕様書」

による。

２）合板についてはクリヤラッ

カ－仕上げ（F☆☆☆☆）

を施すこと。

端子箱を取付けるために用

いる場合は表示寸法に+５０

ｍｍとする。

4．6　   図中詳細一部追加

１）

附記事項一部追加

使用する電話端子、保安器

の種類に応じて必要寸法を

決定することとし、局線用

(ＭＤＦ)として使用する場

合は、電話会社と協議によ

り決定すること。

EF-119-1- A
B

名称変更

取付板
(電話端子取付用)

21年度   仕様等一部変更
仕様等一部削除

24年度   仕様等一部変更

３）

樹脂板の場合の形状寸法は

参考とし､製造者の任意

とする。

４）

　２０

　４０

　６０

１００

２００

４００

　４４０

　７７５

　８８０

１５３０

１７９０

　５５０

　７０５

１０１５

１５００

　１０

　２０

　３０

　５０

１００

２００

  ５５０

１０１５

　７７５

Ｂ. 保安装置を取り付ける端子取付板の寸法

対数
端子取付板寸法（mm）

巾（Ｗ） 長さ（Ｈ）

保安器収容

可能回線

27年度   仕様等一部変更

 図詳細一部追加
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P.31

１）

３）

木板の厚さは１５ｍｍｔ
以上で、ラワン以外の樫木
（そり止め付）又は合板に、
クリヤラッカー仕上（F☆☆
☆☆）を施したもの。

４）

端子箱を取り付けるために
用いる場合は表示寸法に＋
５０ｍｍとする。

表の構成は取り付ける機
器の１例であり、機器種類
及び数については設計図に
よる。

17年度  仕様等一部変更

7年度   仕様事項一部変更

附記事項削除、一部追加
4．6    図中詳細一部変更

図面内容一部追加
図面内容一部変更

EF-119-2-E

名称変更

21年度  仕様等一部変更
　　　　図面内容一部変更
24年度  仕様等一部削除

　　　　附記事項削除
　　　　図面内容一部変更

取付板
(テレビ共聴機器用)

２）

取付板は

ＥＦ-１１９-１-Ａ､Ｂ に

よる。

　　　　仕様等一部変更

27年度  仕様等一部変更
　　　　図面内容一部変更

30年度  図面内容一部変更

　テレビ共同聴視設備取付板

型式

取付板寸法 機器構成

幅（mm） 高さ（mm） SH-M SH-D2 SH-D4

200
200

1

1

1

1

550 1 1 1

250

200
1

1

550
1 2

1 1 1

350

350 1

500
1 1

1 1

400
200

1 1

1 1

500 1 1 1

450
200

1 1

1 1

400 1 1 1

500

500 1 1 1

550

1 4

1 2 2

1 2 2

550 400 1 1 1

想定機器寸法

幅　（mm） 184 76 54 76 120 120 54 54 76

高さ（mm） 259 57 57 57  57  57 57 57 57

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

SH-1
CATV・

寸法
機器

SH-D6 SH-D8 SH-C2 SH-C4

SH-M SH-D2 SH-D4SH-1
CATV・

SH-D6 SH-D8 SH-C2 SH-C4SH-C1
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P.32

２）形状及び寸法（単位：ｍｍ）
は参考とし、製造者の任意と

する。

EF-119-3-C

詳細図作成（新規追加）21年度

24年度
廃番 Ａ､Ｂ

１）仕様は「工事共通仕様書」

による。

仕様等一部変更

取付板
（弱電機器用）

27年度

図面内容一部変更

仕様等一部変更

30年度 図面内容一部変更

1
8
6

186

20

（Ｃ）

番号 部 品 名 称 材質

1 取付板 硬質塩化ビニル

3

取付穴

〃

4

備考

二重天井内又は二重床内に取付

木部用

コンクリート躯体用

電話端子

ＥＦ－１１９－４－Ｇ

テレビ共聴機器

取付機器

2

4

3 2 3

1

テレビ共聴機器

電話端子

〃

2

コンクリ－トインサ－ト
Ｗ３/８ねじ止め用

ＳＨ-Ｄ２

3 3

ＳＨ-Ｄ４ ＳＨ-Ｄ６
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２）形状及び寸法（単位：ｍｍ）
は参考とし、製造者の任意と

する。

EF-119-3-D

詳細図作成（新規追加）

１）仕様は「工事共通仕様書」

による。

機器収納盤(弱電機器用）

30年度

３）露出･半埋共用型とする。

４）盤内には弱電機器取付用
基板を実装する。

P.33
合成樹脂

≒
11
0

≒
32
0

190以上

≒
32
0

18
0以

上

ボックス

番号 部 品 名 称 材質 備考

ドアー

3

2

1

2

1

基板 木板　　　9ｔ以上

3

3

150以上

合成樹脂

テレビ分配器

スター配線接続電話端子

EF-119-4-G
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14年度

電話用端子（10P端子板）

P.34

１）形状・寸法（単位：ｍｍ）

　　は参考とし製造者の任意と

　　する。

２）絶縁抵抗

    各端子の常温・常湿において

　　端子相互間の絶縁抵抗はＤＣ

　　２５０Ｖで２００ＭΩ以上と

　　する。

21年度

詳細図作成（新規追加）

仕様等一部追加
図面内容一部変更

F1

４）接続導径

    導体径 φ０.４～φ０.６５

　　の電線が接続可能なこと。

５）電線接続は差込型とする。

６）取付板などに取付可能な構造

　　にする。

27年度

名称一部変更

図面内容変更

３）耐電圧

　　ＤＣ５００Ｖの電圧を１秒間

　　印加して絶縁破壊のないこと。

番号変更

30年度 仕様等一部変更

３

≒４２.６

≒
４
０

１

≒
８

５

３

２

（Ｆ１）

１

２

３

番号 部分名称

ベ－ス

カバー

端子ユニット

材質

樹脂

〃

樹脂・リン青銅
ステンレス
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絶縁抵抗:
常温(５～３５℃)常湿(４５～

８５％)において各端子の相互

間の絶縁抵抗はＤＣ２５０Ｖ

で５０ＭΩ以上とする。

スタ－配線端子の性能は次による。

耐電圧:
常温(５～３５℃)常湿(４５～

８５％)においてＤＣ５００Ｖ

の電圧を１秒間印加して絶縁

破壊のないこと。

接続導径:

導体径φ0.4～φ0.65の電線が

接続可能なこと。

電線の接続は差込型とする。

取付板等に取付可能な構造とす

る。

１）スタ－配線端子の結線は

ＥＣ－１１７－２　による。

２）スタ－配線端子の分岐数は設計

図による。

住戸内スタ－配線
接続電話端子

17年度

EF-119-4-

P.35

21年度

G1
G2

24年度 廃番 Ｇ２

詳細図作成(新規追加)

図面内容一部変更

１）

２）

３）

４）

５）

６）

形状・寸法（単位：ｍｍ)は参考

とし製造者の任意とする。

27年度 仕様等一部変更

樹脂・リン青銅
ステンレス

30年度

図面内容追加 Ｇ１

図面内容一部変更

Ｇ１→Ｇ２

仕様等一部変更

１ ベ－ス

２ カバ－

３ スタ－配線端子

樹脂

〃

部　分　名  称 材　質番号

≒63
≒
9
1

≒30

≒50

≒
9
6

２
３

１

２

電話

緊急

５分岐

５分岐

５分岐

ＩＮ ＯＵＴ

ＩＮ ＯＵＴ

（Ｇ2）

第１回線

通報用

電話

第２回線

電話

緊急

第１回線

通報用

電話

第２回線
１分岐

１分岐

(７分岐まで
対応可能)

５分岐

(７分岐まで
対応可能)

(７分岐まで
対応可能)

≒36≒50

≒
9
6

２
３

１

電話

緊急

５分岐

５分岐

ＩＮ ＯＵＴ

第１回線

通報用

2

Ｌ1

≒36

≒63

≒
9
1

≒30

２

３１

ＩＮ

ＯＵＴ

（Ｇ１）

電話

第１回線

３

１

緊急

通報用

５分岐 ５分岐
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絶縁抵抗:
常温(５～３５℃)常湿(４５～

８５％)において各端子の相互

間の絶縁抵抗はＤＣ２５０Ｖ

で５０ＭΩ以上とする。

スタ－配線端子の性能は次による。

耐電圧:
常温(５～３５℃)常湿(４５～

８５％)においてＤＣ５００Ｖ

の電圧を１秒間印加して絶縁

破壊のないこと。

接続導径:

導体径φ0.4～φ0.65の電線が

接続可能なこと。

電線の接続は差込型とする。

取付板等に取付可能な構造とす

る。

１）スタ－配線端子の結線は

ＥＣ－１１７－２　による。

２）スタ－配線端子の分岐数は設計

図による。

住戸内スタ－配線
接続電話端子

EF-119-4-

P.36

G3

１）

２）

３）

４）

５）

６）

形状・寸法（単位：ｍｍ)は参考

とし製造者の任意とする。

30年度 詳細図作成(新規追加）

(ＩＰ電話対応)

３）緊急通報用の配線端子は別置も

可とする。

４）カバーにＩＰ電話の接続方法を

表示する。

3

L1L1

L2 L2

1

2

べース

カバー

　モジュラ―ジャック

2

―

材 質部　品　名番号

1

3

4

≒23

≒30≒50

≒
1
2
0

4

５分岐５分岐

スター配線端子

樹脂

樹脂

 (ＩＰ電話接続用）

電話

第１回線

緊急

通報用
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10年度　  新規追加

電話端子盤

EF-119-5-B

14年度    仕様等一部変更

          附記事項一部追加
          仕様等一部追加

P.37

17年度    仕様等一部追加
仕様等一部変更

図面内容一部変更

附記事項一部追加
附記事項一部変更

２）形状、寸法は参考とし製造者の

任意とする｡

１）電話用端子は

　　　ＥＦ－１１９－４　とする｡

３）ＮＰ（盤名称銘板）、銘板等は、

　　合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

　　とする。

４）扉には鍵又は特殊ネジ等による

    不正開閉防止策を行うこと。

２）使用する電話用端子、保安器の
    種類に応じて収容盤の形式を決
    定することとし、局線用（ＭＤ
    Ｆ )として使用する場合は電話
    会社との協議により決定するこ         
    と。

３）ケ－ブルを入線するために箱体
　　に加工を行う場合は、設置場所
　　に応じた防水性能を確保するこ
　　と。

１）箱体の防塵・防水(ＩＰ)性能は、

    ＪＩＳ  Ｃ０９２０　ＩＰ３３

    以上とする。

21年度    仕様等一部変更
24年度    仕様等一部変更

５）取付板はＥＦ-１１９-１による。

Ａ

Ｂ

Ｃ

本体

扉

部分品名 材　質

ＡＢＳ樹脂

　　〃

形式
寸法（mm）

Ａ Ｂ Ｃ 取付板

電話用端子のみ
の場合の対数
（電話用端子数）

　２０Ｐ（　２個）

　４０Ｐ（　４個）

１６０

１６０

２００ ３５０

４００ ４００

０型

１型

１４０×２６０×１５ｔ

３４０×３１０×１５ｔ

　９０Ｐ（　９個）

１２０Ｐ（１２個）

２００

２００

５００

６００ ５００

２型

３型

４２０×３９０×１５ｔ

５２０×３９０×１５ｔ

５００

正面図 側面図

27年度    仕様等一部変更
30年度    仕様等一部変更

N　P

銘 板
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

ハンドルは、平面型又は固定型

とし、一般の者が立入る場所は

鍵付又は取り外し型とする。  

P.38

１）形状・寸法

記載なき事項は「工事共通仕様

書」よるほか設計図による。

３）

17年度  

１）箱寸法は内部収容機器の容量や

数量等により決定する。

２）ドアの裏面に、結線図を収容す

るCH(図面ホルダ－）を設ける。

又、Ｃタイプは難熱性透明ケー

ス等を添付する。

EF-120-
A
B
C

２）箱体、扉の表面仕上は「工事共

通仕様書」によるほか設計図に

よる。

共用灯分電盤姿図
箱体仕様（共通）

仕様等一部追加
仕様等一部変更
附記事項一部追加
図面内容一部追加 

7年度  図面内容一部追加 
14年度  仕様等一部変更

図面内容一部変更 

ＮＰ(盤名称銘板)、銘板等は

合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

とし､非常用は赤文字とする。

４）

非常照明、火災報知設備などの

防災設備の電源分岐回路は、そ

の旨を赤字で明記し、配線用遮

断器には赤色合成樹脂などのハ

ンドルロックを設ける。

５）

21年度  仕様等一部追加
仕様等一部変更

24年度  仕様等一部変更
番号部変更

耐熱形分電盤は関係法令に適合

したものとする。  

６）

27年度  図面内容一部変更 

仕様等一部変更

（Ａ） 埋込形（ドア付） （Ｂ）露出形（ドア付） （Ｃ） 露出形（ドアなし）

NP NP
NP

ボックス、前面枠、ドア及び保護板に用いる鋼板の
標準厚さは、正面の面積に応じて下表に示す値以
上とする。

正面の面積
（ｍ   ）2

鋼板の標準厚さ
（ｍｍ）

0.2以下

0.2を超えるもの

1.2（1.0）

1.6（1.2）

CH CH

（   ）内はＳＵＳ製を示す

30年度  

附記事項一部変更 

銘板 銘板

銘板
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１）自動点滅器は ＥＦ-１２４

ソ－ラタイムスイッチは　

ＥＦ-１２５ による。

14年度    仕様等一部追加

P.39

分岐回路の遮断器の種別、

容量､分岐回路数及び予備

スペースは設計図による。

２）

電磁開閉器の容量は設計図

による。

３）

４）

本図は一例を示すものとし

結線図及び操作回路図は設

計図による。

１）

非常電源回路は昭和５６年消

防庁告示第１０号の基準に

よる。

17年度

図面内容一部変更
附記事項一部変更

仕様等一部変更

7年度     図面内容一部変更

附記事項一部追加

21年度    附記事項一部変更
　　　　　図面内容一部変更
24年度    仕様等一部変更
　　　　　図面内容一部変更

２）箱、扉は

別図 ＥＦ-１２０ による。

主配線用遮断器は中性線欠

相保護付とする。

３）

定格動作過電圧 １３５Ｖ

定格過電圧動作時間

１.０秒以内 

EF-120-3

共用灯分電盤（３）

27年度   
図面内容一部変更
附記事項一部変更

30年度    仕様等一部変更

附記事項一部変更

光電式自動点滅器とソ－ラタイムスイッチによる場合

ＭＣ１

ＭＣ１

夕方 深夜光電式自動点滅器

ソ－ラタイムスイッチ

ＭＣ２

夕方 朝方光電式自動点滅器

ソ－ラタイムスイッチ

ＭＣ３

夕方 朝方ソ－ラタイムスイッチ

1φ　W 　V

MCCB   P
AF/   AT

MC1
Mg2P A

自動点滅器

X X1 MC
1

自
動

断

43

試
験

自
動

2
MC

43

断
X2 試

験

X X1

X2

自
動

3
MC

43

断
試
験

X1

非常電源回路

一般回路

深夜残置回路(１)

深夜消灯回路

×２ET

ソーラータイムスイッチ

電源

P-1 P-2

ＥＦ－１２５ＥＦ－１２４
(盤外) (盤内)

MC2
Mg2P A

※

・※印部分は右記タイムチャ－トを実行する回路を構成し　ＭＣ１
　ＭＣ２、ＭＣ３の制御を行う。
　ＣＯＳにより試験入、試験切、自動の切替が可能なこと。

注）

X X1

：点灯光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ　又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

：消灯光電式自動点滅器の点灯出力ＯＦＦ　+　ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＦＦ

ＭＣ２

ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＦＦ

：点灯

：消灯

光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ　又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

ＭＣ３ ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＦＦ

：点灯

：消灯

※

R

N

MC3
Mg2P A

深夜残置回路(２)

MCCB   P   AF/   AT×n MCCB   P   AF/   AT×n

MCCB   P   AF/   AT×n MCCB   P   AF/   AT×n

MCCB   P   AF/   AT×n MCCB   P   AF/   AT×n

MCCB   P   AF/   AT×n MCCB   P   AF/   AT×n

   AF/   AT×n ×n   AF/   ATMCCB   P MCCB   P
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EF-120-4

P.40

電磁開閉器の容量は設計図

による。

３）

４）

本図は一例を示すものとし

結線図及び操作回路図は設

計図による。

１）

非常電源回路は昭和５６年消

防庁告示第１０号の基準に

よる。

１）自動点滅器は ＥＦ-１２４

ソ－ラタイムスイッチは　

ＥＦ-１２５ による。

２）箱、扉は 

別図 ＥＦ-１２０ による。

共用灯分電盤（４）
（２回路型ＬＥＤ照明対応）

詳細図作成（新規追加)24年度

主配線用遮断器は中性線欠

相保護付とする。

３）

定格動作過電圧 １３５Ｖ

定格過電圧動作時間

１.０秒以内 

分岐回路の遮断器の種別、

容量､分岐回路数及び予備

スペースは設計図による。

２）

光電式自動点滅器とソ－ラタイムスイッチによる場合（２回路型ＬＥＤ照明対応）

1φ　W 　V

MCCB   P
AF/   AT

自動点滅器

X X1 MC
1

自
動 断

43

試
験

3
MC

43

断
X2

X X1

X2
4
MC

43

断

X1

一般回路

深夜残置回路

深夜消灯回路

×２ET

ソーラータイムスイッチ

電源

P-1 P-2

ＥＦ－１２５ＥＦ－１２４
(盤外) (盤内)

MC3
Mg2P A

※

１.※印部分は右記タイムチャ－トを実行する回路を構成し
　　ＭＣ１、ＭＣ２、ＭＣ３、ＭＣ４の制御を行う。
　　ＣＯＳにより試験入、試験切、自動の切替が可能なこと。

注）
X X1

※

R

N

MC4
Mg2P A

深夜残置回路

MCCB   P   AF/   AT×n

MCCB   P   AF/   AT×n
MCCB   P   AF/   AT×n

MCCB   P   AF/   AT×n MCCB   P    AF/   AT×n

   AF/   AT×n ×n   AF/   AT

X3 X4
2A
MC

試
験

X3 X4
消
灯

ALT

43
X4 X3

2B
MC

試
験

交互ﾘﾚｰ

残
置

消
灯

残
置

L1点灯
100％

50％

L2点灯
100％

50％

１日目 L1＋L2点灯

２日目

L1:ﾗﾝﾌﾟNo1回路

点灯(減灯)パターンフロー図

以降繰り返し

深夜残置／消灯切替照明器具接続図

照明器具(2回路型)

L2

L1
MC-2A

交
互

X3

MC1
Mg2P A

MC1
Mg2P A

MC2A Mg2P A
MC2B Mg2P A

深夜残置/消灯
切替回路

MC2A Mg2P A
MC2B Mg2P A

ALTR

A

ALTR

MC-2B

共用灯分電盤内

ＭＣ４-Ａ

ＭＣ２-Ａ

朝方光電式自動点滅器

ソ－ラタイムスイッチ

:点灯光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ

光電式自動点滅器の点灯出力ＯＦＦ

又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

＋ ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＦＦ
:消灯

深夜

ＭＣ４-Ｂ

ＭＣ２-Ｂ :点灯光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ
又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

ソ－ラタイムスイッチの点灯出力(深夜消灯)ＯＦＦ:消灯

１日目

ＭＣ４-Ａ

ＭＣ２-Ａ

夕方 朝方光電式自動点滅器

ソ－ラタイムスイッチ

光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ

光電式自動点滅器の点灯出力ＯＦＦ

又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

＋ ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＦＦ

深夜

ＭＣ４-Ｂ

ＭＣ２-Ｂ 光電式自動点滅器の点灯出力ＯＮ
又は、ソ－ラタイムスイッチの点灯出力ＯＮ

ソ－ラタイムスイッチの点灯出力(深夜消灯)ＯＦＦ

２日目

L1＋L2点灯

夕方 深夜 朝方

L2:ﾗﾝﾌﾟNo2回路

:点灯

:消灯

:点灯

:消灯

MCCB   P MCCB   P

２.ＭＣ１､３､４のタイムチャ－トは ＥＦ-１２０-３ による。

夕方

自
動

試
験

自
動

試
験

27年度   
図面内容一部変更
附記事項一部変更

非常電源回路

　　　　 仕様等一部変更30年度   

附記事項一部変更
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

27年度  仕様等一部追加

　　　  図面内容一部変更

自動点滅器

特記なき項目は、

ＪＩＳ Ｃ８３６９による。

夜間停電時も動作を保持す

る。

２）

１）

ボックスは、アウトレット

ボックス４角中浅型、カバ

ー付又は、１ヶ用スイッチ

ボックスカバー付とする。

１）

自動点滅器
（点灯照度調整機能付）

EF-124-6

14年度  仕様等一部追加

P.41

17年度  図面内容一部変更

4．6    附記事項一部追加

21年度  仕様等一部追加

形状、寸法（単位：ｍｍ）は

参考とし、製造者の任意とす

る。

３）

　　　  図面内容一部変更

≒48≒76.8

≒
1
0
1

≒
1
2
0
.
8

４

１

３

２

点灯照度調整ツマミ

５Lx～３００Lx 連続可変

点灯照度５Lx調整時 ：点灯照度の１０倍以下

点灯照度３００Lx調整時：点灯照度の５倍以下

番号 部分品名

１

２

３

４

本体

カバー

防水パッキング

銘柄

（調整範囲５～３００ｌｘ）

電源電圧

定格負荷電流

点灯照度

消灯照度

形式 光電式

AC１００Ｖ ５０Ｈz-６０Ｈz

仕様

３A

トライ
アック

負荷 電源ＡＣ１００Ｖ

結線図

照度センサ

制御回路

開閉寿命 ６０００回以上
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EF-125

14年度  仕様等一部変更

ソーラータイムスイッチ
（１～２制御型）

P.42

        名称変更

17年度  図面内容一部変更
名称変更

ＡＣ１００Ｖ定格電圧

負荷容量は接続する機器や台

数等により決定する。

１）

7年度  詳細図作成（新規追加）

ＡＣ２００Ｖ

５０Ｈｚ定格周波数

６０Ｈｚ

６ＶＡ以下定格消費電力

１～２回路出力回路数

５Ａ以上

ＡＣ３０Ｖ

５Ａ以上

制御数（出力回路数）は設

計図による。

１）

形状、寸法（単位：ｍｍ）は

参考とし、製造者の任意とす

る。

２）

ＡＣ２５０Ｖ出力容量

21年度  仕様等一部変更
名称一部変更

図面内容一部変更

27年度  図面内容一部変更

仕様

動作同期 ２４時間式

駆動方式

定格電圧

制御数 １回路又は２回路

停電補償 １０年間（リチウム電池）

ソーラー 地区選択
日出・日入時刻自動調整　±９０分（１分ごと）

電子式

≒
９
９

≒７７

正面図 側面図

表示部

配線接続端子

≒５０

AC１００V～２４０V　５０ー６０Ｈｚ
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P.43

８）

埋込、半埋込型については､設計
図による。

５）

７）

１）

各端子の種別及び極側である旨
の表示をする。

10年度　図中字句一部変更

EF-133-1-

14年度  図面内容一部追加
17年度  仕様等一部変更

接地端子盤

21年度
仕様等一部追加

 7年度　図面内容一部変更
 4.6　仕様事項一部変更

 
１）記載なき事項は「工事共通仕書」
　　によるほか設計図による。

箱体、扉の表面仕上げは｢工事共
通仕様書｣によるほか設計図によ
る。

２）

３）

ハンドルは､平面型又は固定型と
し､一般の者が立ち入る場所は鍵
付又は取り外し型とする。

形状､寸法(単位：ｍｍ)は参考と

し、製造者の任意とする。

図面内容一部変更

仕様等一部変更

タ－ミナルサイズは､最大３８　
又は１００ とし､設計図による。

６）

24年度 仕様等一部削除
仕様等一部変更

４）

27年度 仕様等一部変更
附記事項追加
図面内容一部変更

30年度 仕様等一部変更

ＮＰ(盤名称銘板)、銘板等は

合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

とし､非常用は赤文字とする。

本図は、一覧表（B)の場合を
示し、他の場合も本図に準ずる。

A
B
C
D

ＥＡ　ＥＤ極側 ＥＢ

接
地
補
助

測
定
用

ＥＤＥＤＥＣ

（Ｄ）

接
地
補
助

測
定
用

ＥＤＥＣ

（Ｃ）

Ｐ Ｃ

接
地
補
助

測
定
用

ＥＢＥＡ･ＥＤ

（Ｂ）

Ｐ Ｃ

（Ａ）

ＥＢＥＡ･ＥＤ

Ｐ Ｃ

≒３００ ≒５０≒５０
≒

２
９

０
≒４００ ≒１００

≒
３

５
０

≒
５

０
≒

５
０

≒
２
５

０

≒２５０

銘板

Ｎ　Ｐ

把手
P C

接地内容一覧表

ボックス、前面枠、ドア及び保護板に用いる鋼板の標準厚さ
は、正面の面積に応じて下表に示す値以上とする。

正面の面積（ｍ   ）2 鋼板の標準厚さ（ｍｍ）

0.2以下

0.2を超えるもの

1.2（1.0）

1.6（1.2）

（   ）内はＳＵＳ製を示す
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仕様等一部変更27年度

仕様等一部変更30年度
図面内容一部変更

電源表示灯

EF-138-3

P.44

消防用補給水槽リレー盤

詳細図作成（新規追加）21年度

製造にあたっては、停電後１）

の復電時及び、水面の波う

ちによる誤報が生じないよ

うに、遅延タイマ－等で、

対策を施すこと。その有無

本図は一例を示し、結線図２）

及び操作回路図は設計図に

よる。

は設計図による。

１）形状、表面仕上、銘板、ハンド

ル、鋼板の標準厚さは

 ＥＦ-１２０ によるほか設計

図による。

仕様等一部変更24年度

２）表示灯はＬＥＤとする。

３）ＮＰ（盤名称銘板）、銘板等は、

　　合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

　　とする。

Ｎ Ｐ

≒180

≒
4
0
0

≒400

Ａ
Ｃ

 
１

０
０

Ｖ

F

WLx

満水

渇水

消防用補給水槽

外部移報用（住棟受信機へ）
WL

F

銘板

WL WH

渇水 満水

WHx

X X

WR

単位：mm
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４）

14年度  仕様等一部変更

P.45

A

17年度  図面内容一部変更

　　　  仕様事項字句一部変更
7年度   図面内容字句一部変更

非常コンセント収容箱
取付参考詳細図

形状、表面仕上、鋼板基

準厚さは　EF-120　に

よる。

箱体は埋込型又は消防庁告

示第８号、第３－２に適合

する場合は露出型でよい。

３）

２）

配線用遮断器（ＭＣＣＢ）

を取り付ける場合を（Ａ）

とし、取り付けない場合

を（Ｂ）とし、いずれかは

設計図による。

取付場所については、所轄

消防署と協議する。

１）

21年度  仕様等一部追加

銘板及び名称板の材質は合

成樹脂（透明）とし、字体は

裏面エッチング、赤色とする。

６）

        図面内容一部変更

仕様は関係法令に適合したも

のとする。

表示灯はＬＥＤとする。５）

27年度  仕様等一部変更

30年度  図面内容一部変更

施工範囲

次の事項は機械設備工事業者の施工範囲とする。
消火栓箱と各セパレータ（電気機器収容部分と消火栓部分との
仕切、非常コンセントと収容箱との仕切を含む）
発信器取り付け用孔、表示灯取り付け用孔及び取り付け用孔

次の事項は電気設備工事業者の施工範囲とする。
コンセント及び配線用遮断器（ＭＣＣＢ）の取り付け。

火災報知器関係の機器取付及び配線接続等
非常コンセント取り付け用プレート（１．６ｍｍ以上）
銘板及び名称板

その他詳細については電気、機械両業者にて充分打合わせる。

消火栓起動押釦取り付け

プラグ脱落防止用フック コンセント種類表示銘板

単相１００Ｖ

作動式分布型煙感知器の検出

ＭＣＣＢ２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

取付スペース

表示灯 盗難防止ビス

非常コンセント

発信機

名称板

パンチングメタル

消火栓起動押釦

消火栓箱内

消火栓箱

扉
消火栓箱

消火栓起動押釦

消火栓箱内

取付板

コンセント種類表示銘板

単相１００Ｖ

発信機

電鈴

扉

木板（本工事）

プレート（１．６ｍｍ以上）

取付バンド

配線用遮断器

コンセント

（プレートにビス止め）

配線用遮断器を取り付ける場合の内部構造（参考） 正　面　図（参考）

１

２

１）

２）

１）

３）

５）

２）

４）

３

EF-154-1-
B
A

１）

附記事項一部変更
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17年度  仕様等一部変更

１）材質：
アクリル板３ｔ×２
貼合せ。
前面板・・・透明
裏面板・・・乳白色

２）

仕様等一部削除
図面内容一部追加

P.46

図面内容一部変更

防災関係設備
警戒区域等説明板

１）取付場所は設計図又は現場

監督員の指示による。

EF-166-1-

図面及び文字：
ポリエステルフィルムに印刷し
前面板及び裏面板に挟み込むも
のとする。また、建物線及び建
物に関する文字等は黒色、警戒
区域線及び警戒区域番号は赤色
とする。

27年度  図面内容一部変更

寸法表 （ｍｍ）

寸法
記号

Ｂ

Ｗ Ｈ

４５０ ２５０

Ｃ ３５０ ２００

Ａ ６００ ３５０

ポリエステルフィルム

○○団地○○○○○○設備警戒区域図

Ｈ

Ｗ

前面板 裏面板

3 3

6

A
B
C
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号

P.48

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

文字部分黒色エナメル塗料流し
込み後白色エナメル塗料吹付け

単位：mm

アクリル2.0t
文  字
裏彫刻、黒色エナメル塗料流し
込み

下地色

上層面の基材は素地は､封入レン
ズ型反射シート(反射輝度100cpl
以上)とし基本は白色とするが､
他の色を指定する場合は既製品
シート色より選定する。

15
0

150

1
50

150

Ｉ(表示シール)

4R

(表示プレート）Ｇ

取付場所は設計図によるほ

か、詳細位置は設計担当者

の指示による。

(１）
(２）

21年度
24年度 廃番 Ｈ

詳細図作成(新規追加)

IEF-167-2-

27年度 図面一部削除

G

防犯カメラ作動中

表示プレート・表示シール

(３）

図面内容一部変更

名称変更
番号変更

仕様等一部変更

文字、イラスト図は､シルクスク

リーン印刷(黒色）とし､Ｒ(半径

４㎜)を付けて全抜き加工とする。

下層面の基材は接着剤を塗布し

た特殊金属を有したシートとし､

(1）の下面に重ね加工したもの

とする。

シール接着面をゴムローラやバ

レン等で加圧すること。

貼付け面の油､水分､コンクリー

トの劣化粉､その他の有害な異

物を完全に除去すること。

シールの貼付温度は､５～３８

℃で行い､それ以下の場合は母

材や基材を温める等して確実に

接着していることを確認するこ

と。

１)表示プレート

２）表示シール

１）共通

２.表示シール

30年度 図面一部削除
図面内容一部変更
番号変更、追加

(１）

(２）

(３）

(３）

(１）

(１）

(２）
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27年度 図面一部変更

キーボックスのロック形状、

鍵番号等については、設計

担当者と協議すること。

ＬＡＮ用キーボックス

キーボックスには共用ＬＡＮ

機器が収納された諸室の鍵と

ＬＡＮ機器収容箱の鍵を収め

ることを原則とし、その取扱

等は設計担当者と協議のうえ

決定とする。

EF-168-1

P.49

17年度 詳細図作成(新規追加)

１）

２）

21年度

番号一部変更

附記事項一部変更

１）
参考とし、製造者の任意と
形状、寸法、扉開閉方向は

する。

１）
参考とし、製造者の任意と
形状、寸法、扉開閉方向は

する。

幅１３２×高さ８４×深さ３０（単位；mm）サイズ

材質 ステンレス（ヘアーライン仕上）　

ＳＵＳ３０４　２Ｂ　１．５ｔ ゴムパッキン付
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P.50

１９インチラック

詳細図作成（新規追加）21年度

材質
フレーム：鋼板

規格EIA310-Ｅによる。

２）

３）

前面扉は鍵付とし、側面パ

外　　装：鋼板

４）
ネルも容易に開放できない
構造とする。

ラック内に全ての機器及び５）
電源（コンセント）を収容
出来るものとする。

コンセントは２Ｐ１５Ａ６）
（接地極付）とし、増設用
に３口以上の予備コンセント
を設ける。
サーモスタット運転による７）

１）
参考とし、製造者の任意と
形状、寸法、扉開閉方向は

する。

冷却用ファン付とする。

EF-168-2-

27年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更

30年度 図面内容一部変更

ＮＰ(盤名称銘板)、銘板等は

合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

とする。

８）

附記事項一部変更 

A
B
C

D
E
F

A

記号 ユニットシャーシ数

１５U

１９U

２５U

キー付ハンドル

正面 側面 内部

B

C

D ３１U

３６U

４２U

E

F

W[ｍｍ] D[ｍｍ] H[ｍｍ]

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

７００

８００

１０００

１２５０

１５００

１７５０

２０００

W D

H

N　P

銘 板
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P.51

ＨＵＢ収納ボックス

詳細図作成（新規追加）21年度

１）

参考とし、製造者の任意と

箱体は呼び厚さ１.2ｍｍ

スプライスボックス又は

２）

ＳＷ－ＨＵＢとコンセント

３）

形状、寸法、扉開閉方向は

パッチパネル及び、フロア

コンセントは２Ｐ１５Ａ×４）

２（接地極付抜け止め型）

とする。

ＳＷ－ＨＵＢはラックマウ
ントユニットに取付けられ
る構造とする。

５）

を収納できるものとする。

収納機器の許容動作温度や６）

温度が満足されるように、

ガラリを設ける。

する。

A
BEF-168-3-

図面内容一部変更

～1.6ｍｍの鋼板製とし、
壁掛けとする。

７）ＮＰ(盤名称銘板)､銘板等は、
　　合成樹脂製･白地黒文字裏面
　　彫刻とする。

30年度  仕様等一部変更

仕様等一部追加

27年度  仕様等一部変更

　

　

平面ハンドル
キー付

コンセントプレート

4-C10

（取付穴）

正面 内部側面

マウントユニット

記号

Ａ

Ｂ

５００

６５０

Ｗ

６５０

Ｈ Ｄ

１６０

外形寸法（mm）

Ｗ

Ｈ

Ｄ

６５０

１６０

N　P

銘 板
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　　１）自立マスト仕様における

　　　　寸法はＢＳ･１１０ ＣＳ

　　　　アンテナ７５φを示す。

P.52

１）アンテナマスト及びその取付

は建築基準法施行令第８７

条による耐風力を満足する

ものとする。

２）

３）アンテナ取付金物の構造、

形状は製造者の任意とする。

マスト支持材は、亜鉛付着量

３５０ｇ/ｍ　（ＪＩＳ Ｈ８６４１

（溶融亜鉛めっき)によるＨＤＺ

３５)以上の溶融亜鉛めっきを

施した鋼材とする。

　　２）アンカーボルトにはグリス　　

　　　　キャップを取り付ける。　　

10年度　仕様事項一部変更
図中字句一部変更

14年度  仕様等一部変更
        附記事項一部変更
        図面内容一部変更
17年度  仕様等一部変更

衛星放送アンテナ
マスト仕様

EF-180

図面内容変更

附記事項一部追加
附記事項一部変更

　　　　附記事項一部追加

 7年度　図面内容一部変更
図面内容一部追加

        図面内容一部変更

21年度  仕様等一部変更

　　　　附記事項一部削除

24年度  仕様等一部変更

2

　　　　図面内容一部変更
27年度  図面内容一部削除
30年度  図面内容一部変更

700

1000

1
0
0

5
0
0

1
0
0

1
0
0
0

7
0
0

5
0
0

7
0
0

500

700

8
5
4
0

1
2
0
0
(
1
,
0
0
0
)

≒
5
0
0

≒
5
4
0 ≒

1
,
00
0

外径６０.５φ以上

ＳＧＰ６０．５φX３．８

ＪＩＳ Ｇ３４５９（配管用ステンレス鋼管）
ＪＩＳ Ｇ３４５４（圧力配管用炭素鋼鋼管）

※印は亜鉛付着量３５０ｇ/㎡以
上（ＪＩＳ Ｈ８６４１（溶融亜鉛めっ
き)によるＨＤＺ３５以上)の溶融亜
鉛めっきを施したものとする。

ＪＩＳ Ｇ３４４４（一般構造用炭素鋼鋼管）
ＳＴＫ４００

※

※

内容

マスト

ベースプレート

補強リブ
寸法

材質

寸法

材質

寸法

材質

鉄

７００×７００（８ｔ以上）

高さ５４０（６ｔ以上）
溶接

備考名称

マスト仕様 単位mm

４－ＦＢ６×６０

ＳＵＳ－３０４キャップ

溶接

水抜き穴

溶接

４－２０φ

コンクリート基礎

取付詳細図

マスト

ＥＣ－１２０－４

（建築工事）

補強リブ（×４）

ベースプレート

（建築工事）
アンカーボルト（１６φ－４）

ベース部平面図

（建築工事）

アンカーボルト（１６φ－４）

マスト

コンクリート基礎

ＥＣ－１２０－４

（建築工事）

コンバーター

アンテナ

アンテナ取付金物

鉄

100 500 100
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前方　　度　　ｍ
深さ　　　　　ｍ
接地種別

測定値(Ω)測定 年 月

令和 年 月

30年度 図面一部削除,追加(2)
図面内容一部変更

前方　　度　　ｍ

深さ　　　　　ｍ

接地種別

令和　　年　　月

接地抵抗(Ω)

3年度 図面内容一部変更

令和 年 月

令和 年 月

令和 年 月

令和 年 月

10年度 図中字句一部変更

14年度  図面内容一部変更

P.53

17年度  図面内容一部変更

ケ－ブル埋設標
接地極埋設標示板

21年度

EF-191-1-
A
B
D

 7年度 詳細図作成（新規追加）

１）埋設標の矢印の方向は現場

監督員の指示による。

２）角型、ビョウ型埋設標の矢

印の色は、高圧及び強電用

は赤色、弱電用は無色又は

黄色とする。

１）（Ａ）角型ケーブル埋設標

における頭部表示は下記を

標準とする。

２）形状、寸法（mm）は製造者の

任意とする。

番号一部変更
仕様等一部追加

27年度 仕様等一部追加
図面内容一部変更

直線通過

１２０°屈曲

９０°屈曲

分岐（Ｔ字）

分岐（Ｙ字）

分岐（十字）

３）（Ｄ）接地極埋設表示板にお

ける文字は腐食加工とする。

４）（Ｄ）接地極埋設表示板に

おける必要数字及び種別は､

刻記による。

仕様等一部追加

ケ
ｌ
ブ
ル

1
4
0
以

上

90以上

25φ

7
0

ＧＬ

≒

≒ ≒

≒

≒

≒

３
０
０

９０ ９０

４
０

０

電

電

通

接地極埋設標

コンクリート製

結束線用孔

高圧 記入

高圧ケーブルの場合

ケーブル布設方向矢印

（１） （２）

ケーブル布設方向矢印

「電気」を明記

キャップ（橙色）

結束線用穴

再生プラスチック

（Ａ）角型ケーブル埋設標

（Ｂ）ビョウ型ケーブル埋設標 （Ｄ）接地極埋設標示板

５φ×４

黄銅板1.0ｍｍｔ以上

（ＪＩＳ Ｈ ３１００）

電力 弱電

舗装面

鉄製亜鉛めっき
1
4
0
以

上
90以上

接地極埋設標

５φ×４

黄銅板1.0ｍｍｔ以上

（ＪＩＳ Ｈ ３１００）

（１） （２）
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10年度 図中字句一部変更

14年度  図中字句一部変更

P.54

ケーブル標識シート
(電力用・通信用)

21年度  仕様等一部削除
  　　  番号一部変更

 7年度 詳細図作成（新規追加）

１）材質は合成樹脂製とする。

２）電力用：色は地色をオレン

ジとし、文字色を赤とする。

３）文字はポリエチレンフィル
ムに裏面印刷とする。文字表
示は参考とし、製造者の任意
とする。

４）表示寸法は標準寸法とする。

  　　  図面内容追加
  　　  　(新規作成)

EF-191-2-

通信用：色は地色を赤とし

文字色を黒とする。

危 険 注 意

（A)電力用

（B)通信用

この下に重要通信ケーブルあり。

A
B

27年度  仕様等一部変更

  　　  図面内容変更

危 険 注 意
この下に○○ケーブルあり。

30年度  図面内容一部変更

４２１

≒50

≒100
Ｗ

記号 寸法(Ｗ)

４

１５０

４００

６００

２

１

固定部

折込構造図

３００

３

電力
高圧
又は

低圧
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訂

項

称

号

P.55

防水鋳鉄管（１）

図中字句一部変更年度

附記事項追加
年度

形状、寸法は参考とし、

製造者の任意とする。

決定する。

年度 図面内容一部削除
図面内容一部変更

10

１）

21

図面内容一部変更

１）

仕様等追加

Ｌ寸法は、設置場所に応じ

24

年度27 附記事項一部修正
図面内容一部変更

番号一部変更

Ｄ
２

Ａ

Ｄ
１

Ｃ

Ｂ

1

Ｂ

2

1 2

Ｂ

６

Ｂ

１
２ Ａ

ｔ

Ａ

ｔ

ｔ ｔ

Ａ

５０以上

Ｌ φdφd

種別
m m

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ１ Ｄ２

７５

１００

１３０

１５０

６００

６００

６００

６００

５０

５０

６０

１２

１２

１２

７５

１００

１３０

２０９

２３４

２６４

２８４

片Ｒ（標準型）

管路口防水装置

パッキング

押え金物

水密コンパウンド

ケーブル

防水鋳鉄管

管路口防水栓

仮蓋

防水鋳鉄管

パッキング

パッキング
仮蓋

種別
各部寸法（m/ ）

Ａ Ｂ

７５

１００

１３０

１５０

２０９

２３４

２６４

２８４

１７５

各部寸法（ /

２３０

）

２５０

５０

１２

１５０

水切りつば

(A)

５０ ６００ ５０ １０ ５０ １５０ ５０ １５０ １２０

(B)

(C)

m

t1

８

６

３

５

６ ５

６ ５

６ ５

２００

t2d

１４

２０

２０

２０

２０

-B
 A

 C
EF-193-1
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P.56

図面内容一部変更7年度

１）

仕様等追加21年度

形状、寸法は参考とし、１）

製造者の任意とする。

図面内容一部変更

附記事項追加

Ｌ寸法は、設置場所に応じ

決定する。

24年度 図面内容一部削除

図面内容一部変更

EF-193-2-

防水鋳鉄管（２）

B
A

27年度 図面内容一部変更

附記内容一部削除

Ｄ４

Ｄ
３

Ｄ
２

Ａ
Ｂ

Ｄ
１

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｄ
１

Ｃ

Ｄ４

Ｄ
３

Ｄ
２

５０以上

６

Ｌ

水切りつば ５０
以上

６

Ｌ

水切りつば

種別
各部寸法（mm）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ１ Ｄ２

７５

１００

１３０

１５０

９００ ５０

５０

５０

６０

１２

１２

１２

１２

７５

１００

１３０

１５０

２０９

２３４

２６４

２８４

片Ｒ（長尺型）

９００

９００

９００

種別
各部寸法（mm）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ１ Ｄ２

７５

１００

１３０

１５０

６００ ５０

５０

５０

６０

１２

１２

１２

１２

７５

１００

１３０

１５０

２０９

２３４

２６４

２８４

両ねじ防水管片Ｒ（標準型）（注）長尺型はＡ＝９００とする

６００

６００

６００

両ねじ鋳鉄管

パッキング

防水フランジ

５０ ５０９００ ５０ １０ ５０ １５０ ６００ ５０ １０ ５０ １５０

（A） （B）
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4.6 図中詳細一部変更

10年度 図面内容一部変更
図面内容一部追加

P.57

21年度 仕様等追加

形状、寸法は参考とし、１）

製造者の任意とする。

図面内容一部変更

EF-194-1-

異種継手

A
B
C

27年度 図面内容一部変更・追加

D
E
F

１２５

１００

　８０

　５０

　３０

(F)

　４８

　７５

１１３

１４１

１７３ １３９，８

１１４，３

　８９，１

　６０，８

　３４，５

１３０ ２００

１００ ２００

　８０ １７０

　５０ １１６

　３０ 　７６ 　３０

　５０

１２５

１００

　８０

　２８

　５４

１０４

　８２

　２５

　５０

１２５

１００

　８０

（ｍｍ）

（F）ＦＥＰ管～ＳＧＰ管・ＶＥ管・厚鋼管

B

C

SA

T

C

BA S

T

10

L

D D
1

D
2

DD
2D
1

L

（A）防水管～鋼管 （D）ＦＥＰ管～ＶＥ管・厚鋼管

（C）ＦＥＰ管～ＶＥ管・厚鋼管

硬質塩化ビニル製

硬質塩化ビニル製

※上表の内適合管サイズは参考とする。

種別
Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｌ(約) ＶＥ管

鋼管

各部の寸法

種別

(C)

１

２

３

４

５

６

７

８

Ａφmm

　４８

　４８

　７０

　７０

　７０

１０８

１０８

１４０

　４８

Ｂφmm

　３８

　３２

　６７

　４６

　４０

　９５

　８５

１２５

　４８

Ｃmm

１２０

１２０

１８０

１８０

１６０

２８０

２６０

３４０

１２０

各部の寸法

Ｓφmm

　３０

　２３

　５６

　３６

　２９

　８４

　７３

１１１

　３５

適合管(参考)

Ｔmm

４

４

４

４

４

６.５

６.５

６.５

４

ＶＥ管
鋼管

３０

３０

５０

５０

５０

８０

８０

１００

３０

２８

２２

５４

３６

２８

８２

７０

３６

１０４

ＦＥＰ管

ＦＥＰ管 ＳＧＰ管

(D)

種別

防対エフ

５０-３０

　　５０

５０-４０

９０

９０

　７０

Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｌ(約)

備考

防対エフ

５０ : ３０

D
1D

L

(E) 防水管～ＦＥＰ管

D
2

５０ : ４０

５０ : ５０

　７０

　７０

９０ 　４４

　５８

　６９

　３４

　４２

　３０

(E)

各部の寸法(mm)

各部の寸法（ｍｍ）
種別

Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｌ

　７５

１００

１３０

１５０

１２２

１５２

１８６

２１０

　９０

　９０

　９０

１１０

　５０ ９０ 　９０

９９

１２４

１５４

１７４

７０

１１４

１６４

８８

１３９

６０

（Ｂ）防水管～ＦＥＰ管

種別

防対エフ

７５

１３０－８０

１００

１３０

１５０－１００

１５０ １９１

１９１

１６６

１６６

１３０

　９９

１７４

１７４

１５４

１５４

１２４

Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｌ(約)

備考

防対エフ

７５ : ８０

１３０ : ８０　

１００ : １００

１３０ : １２５

１５０ : １００

１５０ : １５０

１０６

１９２

１３３

１６４

１０６

１３３

D2D D1

L

各部の寸法

１１０

１３５

　９５

１２５

１１３

１１３

１０３

(Ａ)

(Ｂ)
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P.58

案内板表示面仕様
案内板・掲示板本体仕様

 17年度

EF-198-1-B

 21年度

 24年度

廃番 Ａ

図面内容一部変更

図面内容一部変更

名称変更
図面内容一部削除

 27年度 番号変更

 3年度 図面内容一部変更

案内板表示面仕様

１. 地図、案内図はデジタル出力印刷とする。

２. 文字、絵文字はデジタル出力印刷とする。

デ
ジ
タ
ル
出
力
印
刷
仕
様

１）デジタル出力印刷は原則としてＵＶカットマットラミネ－ト二重貼りを施す。

２）デジタル出力印刷は７２０ｄｐｉ以上の出力印刷とする。

表  示  面  印　刷　仕　様

案内板・掲示板本体仕様

耐候製鋼の表面仕上げはウェザ－コ－ト１０００処理、プレパレンＰＳ-２処理、プレパレン２５Ｓ仕上処理の順で加工した１.

ものとする。また、その旨を標示すること。

Ｂ

ステンレス鋼の表面仕上はバイブレーション仕上処理とし、ＳＵＳ３０４とする。２.
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仕様事項一部変更
図面内容一部変更

7年度

仕様等 一部変更14年度

案内板、掲示板

10年度 図中字句一部変更
附記事項一部変更
附記事項一部追加

１） 「耐候性鋼」の仕様は
ＥＦ-１９８-1-Ｂ  による。

２）

Ｄ種接地工事は設計図による。３）

コンクリート基礎は 
ＥＣ-１２４-２  による。

４）

電源接続口の取付位置は現場
状況に合わせて決定すること。

５）

寸法は参考とし、製造者の任意
とする。

６）

仕様等 一部変更17年度
附記事項一部変更

図面内容一部変更

P.59

名称一部変更
21年度

番号一部変更

附記事項一部変更

24年度 仕様等一部変更
附記事項一部変更
図面内容一部変更

EF-198-4-
D1
D2

案内板の記載事項及び色彩計
画は、 設計担当者と打合わせ
を行うこと。

１） ＬＥＤ照明器具の防塵・防水
(ＩＰ)性能は、ＪＩＳ Ｃ０９
２０ ＩＰＸ３以上とする。

製造者銘板は裏面に取り付ける。

ＥＦ－３０１　「屋外灯番号シール」
を取り付ける。

案内板の表示パネル部分は、
ＥＦ-１９８-1-Ｂ　とし、設計図による。

４）

２）

３）

27年度 図面内容一部変更

3年度 仕様等 一部変更

1
9
0
0

1
8
1
0

9
0

1600 300

3
0
0

1
9
0
0

1400

3
0
0

▽ＧＬ

Ａ

Ａ’

75

案内板・掲示板　Ｄ１型 共通側面図 掲示板　Ｄ２型

200 100

300

100 200

300

300

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2

200100

300

100200

300

1

2

3

25

2

4

2

1

2

3

25

外形図 

1 ランプハウス t1.6　耐候性鋼

2 75×45×t1.9 角パイプ　耐候性鋼

3 透明ガラス t5.0

4 バックパネル t1.6　耐候性鋼

5 シリンダー錠

6 パネル 耐水合板t12＋難燃性発泡

7

8 水抜パイプ

9 照明 LED（防水型）24W以下　2048 lm以上

10

11

リブプレート t4.5

ベースプレート t9.0

仕　様

単位：㎜

電源接続口115ｘ65ｘｔ1.6
（防水パッキン付）

反射板アルミ板 1t 白色焼付塗装仕上

220

300

ＡーＡ' 断面 

□

300

225

90

9
6510

0

GL

11
05

●

4ーΦ20
 取付孔

75１

３

５

45
66

0

４
７ ９

２

10

11

６

２８

●

●

●

●

10

●

● ●

45
10

11
30

19
00

●
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案内板

P.60

EF-198-5-E

仕様事項一部変更
図面内容一部変更

7年度

仕様等 一部変更14年度

10年度 図中字句一部変更
附記事項一部変更
附記事項一部追加

仕様等 一部変更17年度
附記事項一部変更

図面内容一部変更

名称一部変更
21年度

番号一部変更

附記事項一部変更

附記事項一部変更
24年度

図面内容一部変更

仕様等一部変更

１） 「耐候性鋼」の仕様は
ＥＦ-１９８-1-Ｂ  による。

２） 案内板の記載事項及び色彩計
画は、 設計担当者と打合わせ
を行うこと。

Ｄ種接地工事は設計図による。３）

コンクリート基礎は 
ＥＣ-１２４-２  による。

４）

電源接続口の取付位置は現場
状況に合わせて決定すること。

５）

寸法は参考とし、製造者の任意
とする。

６）

１） ＬＥＤ照明器具の防塵・防水
(ＩＰ)性能は、ＪＩＳ Ｃ０９
２０ ＩＰＸ３以上とする。

製造者銘板は裏面に取り付ける。

案内板の表示パネル部分は、
ＥＦ-１９８-1-Ｂ　とし、設計図による。

４）

２）

27年度 図面内容一部変更

ＥＦ－３０１　「屋外灯番号シール」
を取り付ける。

３）

3年度 仕様等一部変更

□□□台団地

外形図 

1
9
0
0

1
8
1
0

9
0

910 275

2
7
5

Ａ

Ａ’

75

100 200

300

200 100

300

1
0
0

1
0
0

300

案内板　Ｅ型

4

1

2

3

4

4

5

側面図

▽ＧＬ

1 ランプハウス t1.6　耐候性鋼

2 表示パネル A　t2.0 アルミ板

3 表示パネル B　t2.0 アルミ板

4

5

6

7

反射板アルミ板１ｔ白色焼付塗装仕上

8

9

リブプレート t4.5

ベースプレート t9.0

75×45×t1.9 角パイプ　耐候性鋼

バックパネル t1.6　耐候性鋼

照明 LED（防水型）12W以下　704 lm以上

仕　様

10 ビス（SUS製）

Ａ－Ａ断面

220

300
□

300

225

90

6510
0

GL

10

27
5

80
0

10

4ーΦ20
 取付孔

75１

２

３

10
45

66
0

５
６ ７

４

8

9

19
00

9

４

単位：㎜

10
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14年度  仕様等一部変更

        附記事項一部変更
        表中一部変更
        図面内容一部変更

        仕様等一部削除

P.61

17年度  図面内容一部変更

自家用電気工作物
各種説明板等

EF-201-1

取付場所、表示方法及び

２）設計図に特記なき場合は

Ａ３とする。

１）連絡先掲示板仕様

１）

文字記載方法は電気主任

技術者の指示による。

図面内容一部削除
21年度  附記事項一部変更

（連絡先掲示板）

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）○○部分は電気主任技術者
　　の指示する文字とする。

27年度  図面内容一部変更

30年度  仕様等一部変更

（１）寸法：Ａ３サイズ以上の用紙
　　　　　　が出し入れ可能な仕様
　　　　    及び寸法とし､パネル
　　　　　　厚は約１０mmとする。

３）吊下フック等により壁面
に取付け可能な構造とす
る。

        附記事項一部変更
        図面内容一部変更

        仕様等一部削除

代務者
○○○ ○○○○

○○○○

○○○○

○○

○○部

部

UR都市機構

施設管理業者名

消防署
電気主任技術者

緊急連絡先

施設管理業者担当者

電話

≒420

≒
2
97

電力

単位：mm

※本図はＡ３サイズの場合を示す。
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P.62

自家用電気工作物
各種説明板等

設備表示板の仕様

Ａ．Ｂ．Ｃ．

アクリル３．０ｔ、下地色－白

文字－黒色裏彫刻

１）

取付場所及び取付方法

取付場所及び表示内容は

１）

所轄消防署の指示による。

電気主任技術者ならびに

Ｄ．鉄板０．４ｔ

下地色－赤、文字ー白色

Ｅ．アクリル２．０ｔ、下地色－赤

文字ー白色

Ｆ．鉄板０．４ｔ

下地色－白、文字ー黒色

文字ー裏彫刻により「高圧危険」

Ｇ．アクリル２．０ｔ、下地色－黄

Ｈ．アクリル３．０ｔ、下地色－黄

赤色、その他は白色

文字－外周線及び文字は黒色

Ｉ．アクリル３．０ｔ、下地色－白

文字、三角外形線は黒色

三角地は黄色

（１）

取付方法　ビス止め（２）

Ｃは蓄電池がある場合のみ２）

取付ける。

Ａは電力会社変電室には、３）

取付けない。

設備表示板は室名板とは別４）

個なので注意する。

21年度 仕様等一部変更
番号一部変更

（設備表示板）

EF-201-3-
A

～

I

27年度 仕様等一部変更
番号一部変更

30年度 図面一部変更

仕様等一部変更

変 電 設 備 発 電 設 備

Ａ． Ｂ．
Ｅ．

Ｆ． Ｇ．

Ｃ．

蓄電池設備

消

火

器

少量危険物貯蔵取扱所

第４類

最大数量

○ ○

○ ○ ○

高

圧

危

険

電
気
取
扱
者
以
外

立
入
禁
止

≒
2
2
5

≒
3
0
0

≒
2
5
0

≒
1
5
0

≒
1
5
0

≒
1
5
0

≒300 ≒300 ≒300
≒80

≒600
≒120

Ｈ．

≒
22
5

≒
225

火　気　厳　禁

Ｄ．

≒
2
5
0

≒500

制 御 盤

発　電　機

原　動　機

燃料ﾀﾝｸ

発
電
機
盤

蓄
電
池受　電　盤

動　力　盤

電　灯　盤

冷却水槽

ＥＦ－２０１－１

ＥＦ－２０１－４

ＥＦ－２０１－５

ＥＦ－２０１－６

ポ

ン

プ

ＮＯ１

ポ

ン

プ

ＮＯ２

ポ

ン

プ

ＮＯ３

ＥＦ－２０１－８

ＥＦ－２０１－７

ＥＦ－２０２

設備表示板取付例

Ａ． Ｂ．
Ｆ．

Ｇ．

Ｅ．

Ａ．

Ｄ．

Ｉ．

Ｇ．

Ｅ．

Ｃ．
Ｈ．

Ｂ．

Ｂ．Ａ．

・

単位：mm
寸法は参考とし最小を示す。

≒
110

≒110 ≒
2
2
5

≒300

Ｉ．

危険
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14年度    表中一部変更

P.63

17年度    仕様等一部変更

１）自家用電気工作物表示板仕様

（１）寸法：Ａ１又はＡ２サイズ

の用紙が出し入れ可能な仕
様及び寸法とし、パネル厚
は約１０ｍｍとする。

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）○○部分は電気主任技術者の指
    示する文字とする。

取付場所及び表示内容は電

気主任技術者の指示による。

１）

　　　　　仕様等一部削除
　　　　　図面内容一部変更

自家用電気工作物
各種説明板等

(自家用電気工作物表示板)

21年度    仕様等一部変更

２）設計図に記載なき場合は、

Ａ２とする。

　　　　　附記事項一部追加
　　　　　番号一部変更

３）吊下げフック等により壁面

に取付け可能な構造とする。

　　　　　図面内容一部変更

EF-201-4-A
B

21年度    仕様等一部変更

27年度    図面内容一部変更

　　　　　仕様等一部変更
　　　　　仕様等一部削除

30年度    図面内容一部削除

3年度    図面内容一部変更

ＵＲ都市機構○○○○設 置 者 名

事 業 場 名

設 置 場 所

受 理

（許認可）
番 号 第   ○　　  ○　　号

○ ○ 団地 ○ ○ 施設

受 理
（許認可）

年　月　日　

電 圧　

契 約 種 別　

電 圧　

容 量　

令和 ○○ 年 ○ 月 ○ 日

○　○　○　○ Ｖ

○ ○ ○ ○ ○ 　Ｋ　Ｗ

○　○　○ Ｖ

○　○　Ｋ　Ｖ　Ａ

受
　　
電　

発
　　
電　

主 任 技 術 者

所 轄 電 力 会 社

受 電 開 始 日
管 理 開 始 日

○ ○部　○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○　　　営　業　所

令和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日

ＵＲ都市機構○○○○設 置 者 名

事 業 場 名

設 置 場 所

受 理

（許認可）
番 号 第   ○　　  ○　　号

○ ○ 団地 ○ ○ 施設

受 理
（許認可）

年　月　日　

電 圧　

契 約 種 別　

電 圧　

容 量　

○ ○ ○ Ｖ

○○ ＫＷ

○　○　○ Ｖ

○　○　Ｋ　Ｖ　Ａ

受
　　
電　

発
　　
電　

主 任 技 術 者

所 轄 電 力 会 社

受 電 開 始 日
管 理 開 始 日

○ ○部　○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○　　　営　業　所

（Ａ）高圧受電用 （Ｂ）低圧受電用

電 灯
動 力

電 灯
動 力

従量電灯
低圧動力

○ ○ ○ Ｖ

○.○○ A

自家用電気工作物

　　

≒40 ≒120
≒20

≒220

≒420 ≒20

3
0

4
0

〃
4
0

6
0

3
0

≒
6
0
0

自家用電気工作物

　　

≒40 ≒120
≒20

≒220

≒420 ≒20

3
0

4
0

4
0

6
0

3
0

≒
6
0
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

※本図はＡ２サイズの場合を示す。

単位：mm

令和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日
令和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日
令和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日

令和 ○○ 年 ○ 月 ○ 日
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10年度　  図中字句一部変更

系統図板に電気主任技術者の指示に

よる単線系統図用紙をおさめ、吊下

げフック等により壁面に取付け可能

な構造とする。

１）系統図板仕様
（１）寸法：Ａ１サイズの用紙が出

し入れ可能な仕様及び寸法と
し、パネル厚は約１０ｍｍと

とする。

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）単線系統図(中紙）

14年度    仕様等一部変更

　　　　　 　図面内容一部変更

中紙厚は３ｍｍ以下のカラー

印刷等とし、記載する結線図

は電気主任技術者の指示によ

るものとする。常用側母線は

赤色、発電機側母線は青色、

接地線は緑色に色別し、その

他の文字配線等は黒色とする。

P.64

自家用電気工作物
各種説明板等

(ＪＩＳによる、単線系統図板)

EF-201-5-A

左記の系統図は、一例であ

り、電気主任技術者の指示

による。

取付場所及び表示内容は電

気主任技術者の指示による。

２）

１）

30年度    仕様等一部変更

　　　　　 　仕様等一部削除

　　　　　 　図面内容一部変更

製造者○○

SOG3

CT
VT

ZPD

UAS
7.2kV

単線結線図3φ3W6600V50Hz

CVT38°

400A

CH
EA

VCT

VCB
F

Wh

IC
DS3P

VT×2
6.6KV110V

FVTTPF

RL
DC24V

GL

VCB VS

AS

9000V

20AA

V

W
CTT

0～1～0

LBS3P
7.2KV200A
(T15A)

3φT
100KVA
6.6KV/210

LBS2P
7.2KV200A
(T15A)

1φT
30KVA
6.6KV/210-105V

LBS3P
7.2KV200A
(C15A)

SC
3φ
30KVA

CT×2
20/5A

12.5KA
7.2KV600A
VCBTC

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ

ｺﾝﾃﾞﾝｻ
引外し装置

VS

AS

300V

300AA

V

CT×2
300/5A

CT×2
150/5A

VS
300V

200AA

V

CT×2
200/5A AS

Wh

Ｆ

DC24V

EA EB P C

ED

CT×2
150/5A

Wh

Ｆ

MCCB2P
50AF
15AT

MCDT150A

MCCB2P
50AF
15AT

ｽｺｯﾄT
5KVA
210/210-105V

責任分界点

団地

低圧電灯盤 低圧動力盤

Ｕ
Ｇ
Ｓ
電
源

MCCB2P
50AF
3AT

制
御
電
源

MCCB2P
50AF
20AT

予
備

MCCB3P
100AF
100AT

共
用
分
電
盤

MCCB3P
225AF
175AT

非
常

MCCB2P
50AF
50AT

予
備

MCCB3P
100AF
50AT

予
備

MCCB3P
100AF
50AT

コ
ン
セ
ン
ト
盤

MCCB2P
50AF
50AT

コ
ン
セ
ン
ト
盤

非
常

50.437
KVA

0.5
KVA×4

0.5
KVA×4

2.2
KW×4

2.2
KW×4

２
２
号
棟

MCCB3P
225AF
125AT

MCCB3P
225AF
125AT

5.5
KW×4

発
電
機

MCCB2P
50AF
20AT

1.0KW

エ
レ
ベ

タ

２
３
号
棟

5.5
KW×4

エ
レ
ベ

タ

給
水
ポ
ン
プ

MCCB3P
225AF
150AT

11KW×3
0.1KW

直
流
電
源

MCCB2P
50AF
15AT

1.0KW

消
火
ポ
ン
プ

MCCB3P
225AF
150AT

18.5
KW×2

盤
内
及
び

MCCB2P
50AF
15AT

室
内
照
明

受注者○○

3φ3W200V
60KVA50Hz

ENGG

COSφ

7.2KV

OCR 240W

SR(6%)
3φ
30KVA

保安動力盤 保安電灯盤
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

14年度  図面内容一部変更

P.65

17年度  仕様等一部変更

自家用電気工作物
各種説明板等

(受変電設備運転順序操作板)

フレ－ム板に電気主任技術者の指示に

よる運転操作順序用紙をおさめ、吊下

げフック等により壁面に取付け可能

な構造とする。

１）フレ－ム板仕様
（１）寸法：Ａ１サイズの用紙が

出し入れ可能な仕様及び寸法
とし、パネル厚は約１０ｍｍ

とする。

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）運転操作順序(中紙）
中紙厚は３ｍｍ以下のカラー

印刷等とし、記載する内容は

電気主任技術者の指示による

ものとする。

文字は原則として黒色とする。

１号柱にＰＧＳ（ＰＡＳ）

を設置する場合は（Ｂ）に

準ずる。

１）

21年度  附記事項一部追加

左記は運転操作順序の一例

であり、電気主任技術者の

指示による。

２）

取付場所及び表示内容は電

気主任技術者の指示による。

３）

　　　　　 図面内容一部変更

　　　 番号一部変更

EF-201-6-AB

27年度  図面内容一部変更

30年度  仕様等一部変更

　　　　 　仕様等一部削除

　　　　 　図面内容一部修整

操作順序 操作順序

Ⅰ．受電時

断路器[ＤＳ]、真空遮断器[ＶＣＢ]、高圧負荷開閉器[ＬＢＳ]、各配１．  

線用遮断器等が全て開放されていることを確認する。

保安用接地器具が外されていることを確認する。２．  

切替盤の「自動－手動」切替スイッチが、「自動」であることを確３．  

認する。

高圧検電器にて断路器[ＤＳ]１次側の検電を行い電力側の送電４．  

を確認する。

高圧受電電圧を電圧切替スイッチにより確認する。６．  

Ⅱ．受電停止時

各配線用遮断器[ＭＣＣＢ]を（漏電遮断器[ＥＬＣＢ]の場合は試験１．  

ボタンにて）開放する。

２．  真空遮断器[ＶＣＢ]を開放する。

３．  断路器[ＤＳ]を開放する。（真空遮断器[ＶＣＢ]が開放時のみ操作

可能）

４．  高圧検電器にて真空遮断器[ＶＣＢ]２次側の無電圧を確認後、

５．  

高圧負荷開閉器[ＬＢＳ]を開放する。

断路器[ＤＳ]１次側を再度検電し、無電圧を確認した後、断路器

記入例

記入例

（Ａ）．電力会社供給用変圧器室より受電する場合 （Ｂ）．電力会社キャビネットより受電する場合

Ⅰ．受電時

高圧交流気中開閉器［ＵAＳ］、断路器［ＤＳ］、真空遮断器［ＶＣＢ]１．  

高圧負荷開閉器［ＬＢＳ］、各配線用遮断器等がすべて開放され

ていることを確認する。

２．  保安用接地器具が外されていることを確認する。

３．  切替盤の「自動ー手動」切替スイッチが、 「自動」であることを確

認する。

４．  高圧交流気中開閉器[ＵAＳ]を投入する。

５．  高圧検電器にて断路器［ＤＳ］１次側の検電を行い電力側の送電

６．  

を確認する。

７．  

真空遮断器［ＶＣＢ］の開放を確認し、断路器［ＤＳ］を投入する。

（真空遮断器［ＶＣＢ］が開放時のみ操作可能）

Ⅱ．受電停止時

各配線用遮断器［ＭＣＣＢ］を（漏電遮断器［ＥＬＣＢ］の場合は試験１．  

ボタンにて）開放する。

４．  高圧交流気中開閉器[ＵAＳ]の開放は、 「試験トリップ」スイッチ

２．  

で開放する。

高圧交流気中開閉器[ＵAＳ]の開放を確認し、 受電電圧計での確認及５．  

び高圧検電器にて断路器［ＤＳ］１次側の無電圧を確認する。

３．  

６．  

断路器［ＤＳ］を開放する。（真空遮断器［ＶＣＢ］が開放時のみ操作

可能）

高圧検電器にて真空遮断器［ＶＣＢ］２次側の無電圧を確認後、

高圧負荷開閉器［ＬＢＳ］を開放する。

高圧受電電圧を電圧切替スイッチにより確認する。

８．  

（真空遮断器［ＶＣＢ］のグリーンランプの点灯確認）

真空遮断器［ＶＣＢ］を投入する。 （真空遮断器［ＶＣＢ］のレッドラ

９．  

ンプの点灯確認）

１０．  

変圧器の高圧負荷開閉器［ＬＢＳ］を投入する。

１１．  

低圧配電盤の電圧を電圧切替スイッチにより確認する。

各負荷の運転順序にしたがって、 各配線用遮断器［ＭＣＣB］又は

漏電遮断器［ＥＬＣＢ］を順次投入する。

７．  断路器［ＤＳ］１次側を再度検電し、 無電圧を確認した後断路器

［ＤＳ］の１次側及び２次側のケーブル ・母線等の残留電気を保

８．  

安用接地器具にて確実に放電させる。

保安のため断路器［ＤＳ］の１次側に保安用接地金具を取り付け

る。

真空遮断器［ＶＣＢ］を開放する。

真空遮断器[ＶＣＢ]の開放を確認し、断路器[DS]を投入する。５．  

（真空遮断器[ＶＣＢ]が開放時のみ操作可能）

（真空遮断器[ＶＣＢ]のグリ－ンランプの点灯確認）

７．  

変圧器の高圧負荷開閉器[ＬＢＳ]を投入する。８．  

低圧配電盤の電圧を電圧切替スイッチにより確認する。９．  

各負荷の運転順序にしたがって、各配線用遮断器[ＭＣＣＢ]又は１０．  

漏電遮断器[ＥＬＣＢ]を順次投入する。

[ＤＳ]の１次側及び２次側のケ－ブル・母線等の残留電気を保

安用接地器具にて確実に放電させる。

６．  保安のため断路器[ＤＳ]の１次側に保安用接地金具を取り付け

る。

真空遮断器［ＶＣＢ］を投入する。 （真空遮断器［ＶＣＢ］のレッドラ

ンプの点灯確認）
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EF-201-7

14年度　図面内容一部変更

P.66

自家用電気工作物
各種説明板等

(発電設備運転要領)

フレ－ム板に電気主任技術者の指示に

よる発電設備運転要領用紙をおさめ、

吊下げフック等により壁面に取付け可

能な構造とする。

１）フレ－ム板仕様
（１）寸法：Ａ１サイズの用紙が

出し入れ可能な仕様及び寸法
とし、パネル厚は約1０ｍｍ

とする。

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）発電設備運転要領(中紙）
中紙厚は３ｍｍ以下のカラー

印刷等とし、記載する内容は

電気主任技術者の指示による

ものとする。

文字は原則として黒色とする。

左記は運転要領の一例であ

り、電気主任技術者の指示

による。

取扱場所及び表示内容は電

気主任技術者の指示による。

２）

１）

17年度　仕様等一部変更

21年度　図面内容一部変更

27年度　図面内容一部変更

30年度　仕様等一部変更

　　　　仕様等一部削除

発  電  設  備  運  転  要  領

Ａ．運転開始前の確認事項

燃料槽にオイルは充分に入っているか。バルブは「開」となっ１．  

ているか。

減圧水槽に水は充分に入っているか。給水系統はよいか。２．  

直流電源装置の各ＭＣＣＢはＯＮになっているか。所定電圧２４３．  

Ｖと１００Ｖは出ているか。

発電機盤内の主回路開閉器はＯＮになっているか。４．  

自動起動盤内の各ＭＣＣＢはＯＮになっているか。５．  

自動起動盤の切替スイッチを「自動」にセットする。１．  

常用電源が停電したら次の動作により自動的に送電される。２．  

停電検出 → 一定時間停電確認 → セルモータによるエンジ

電源側閉路 → 送電

１．  励磁起動盤の切替スイッチを「手動」にセットする。

２．  エンジンの始動スイッチを押すと次の動作により始動する。

セルモータによるエンジン始動 → 発電開始 → 始動完了表示

灯点灯

３．  運転表示ランプが点灯して１０秒以上経過後「遮断器入、切」

４．  

スイッチを「入」に捻回すると電磁開閉器が閉路し送電される。

送電を停止する場合、次の操作を行うと送電が停止し、エンジ

ンが停止する。

ン始動 → 発電開始 → 電圧確立 → 切替電磁接触器発電

Ｂ．運転      停止条件

常用電源が復電したら次の動作により自動的に送電を停止す３．  

る。

電源側閉路 → エンジン停止

ａ．自動操作

ｂ．手動操作

操作スイッチを「切」に捻回し、 → 停止スイッチを押す。

ｃ、ｄについては、通常行わない為、操作方法は添付操作説明

書による。

ｃ．機関側操作

ｄ．自動テスト操作

Ｃ．消音パッケージの換気ファン操作

１．  ファン運転選択スイッチを「自動」にセットする。

発電機が運転するとファンも自動的に運転し、エンジン停止で２．  

ファン運転停止押釦の「運転」又は「停止」を押すことにより、２．  

ファンは運転又は、停止する。

過回転ａ）  

ンジン停止、あるいは、遮断器の開路が自動的に行われる。

故障表示器により故障種別を確認する。

３．  故障を除去した後故障復帰スイッチを押すことにより故障表示

器は消灯し運転が可能となる。

Ｄ．事故操作

ａ．重故障（遮断器引外し、エンジン停止、ベル鳴動）

ａ．自動操作

ｂ．手動操作

ファン運転選択スイッチを「手動」にセットする。１．  

始動渋滞ｂ）  励磁装置故障ｃ）  

冷却水温上昇ｄ）  過電圧ｅ）  

緊急停止（盤面の非常停止釦を押す）ｇ）  

潤滑油圧低下ｆ）  

燃料油 低油量過電流ｈ）  

ｂ．軽故障（エンジン運転継続、ベル鳴動）

燃料油面低下ａ）  始動空気圧低下ｂ）  

以上のいずれかの事故発生により、盤面故障表示器が事故

種別を表示し、ベル又はブザーが鳴動し、シーケンスによりエ

Ｅ．事故発生時の盤面操作

１．  警報停止スイッチを押しベルを止める。

２．  

送電停止

ファンも停止する。

復電検出 → 一定時間復電確認 → 切替電磁接触器常用

蓄電池液面低下又は蓄電池温度上昇ｃ）  

ｉ ）  

故障を除去した後故障復帰スイッチを押すことにより故障表示
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

14年度  図面内容一部変更

P.67

自家用電気工作物
各種説明板等

(発電設備系統図板)

EF-201-8

３）文字、配管

燃料関係・・赤色

給水、排水関係・・青色

排気関係・・銀色

空気関係・・淡青色

機器、文字等・・黒色

系統図板に電気主任技術者の指示に

よる発電設備系統図用紙をおさめ、

吊下げフック等により壁面に取付け

可能な構造とする。

１）系統図板仕様
（１）寸法：Ａ１サイズの用紙が

出し入れ可能な仕様及び寸法
とし、パネル厚は約１０ｍｍ
とする。

（２）材質
パネル枠：アルミニウム
表面：透明樹脂板

２）発電設備系統図(中紙）
中紙厚は３ｍｍ以下のカラー
印刷等とし、記載する内容は

電気主任技術者の指示による
ものとする。

左記の系統図及び記入事項

は、一例であり、電気主任

技術者の指示による。

各バルブに「常開」・「常

閉」表示板を取付ける。

２）

１）

17年度  仕様等一部変更

21年度  図面内容一部変更

27年度  図面内容一部変更

運転中点検

 １）ディ－ゼル機関の計器盤及び温度計の指示値を確認

 ２）ディ－ゼル機関の振動、異音、水もれ、油もれ等を確認

 ３）ディ－ゼル機関のラジエ－タ水量を確認

受缶

P

発電機室

給気

フロートスイッチ

給油ボックス

ロックウール断熱 75t

シルバーカラー鉄板仕上げ

ウィングポンプ

ラジエータ冷却
○○PS

燃料戻り管15A

ドレン管2０A

燃料槽

200L

給油管25A

給気ファン1○ｋW

通気管32A

燃料移送ポンプ

○ｋW

排気管200A

ばい煙測定口100A

通気口（GL＋4m以上）

周囲１ｍ以内開口部及び窓がないこと

給気

排風ファン○ｋW

排風消音器

７５ｄB(A)

排風
低騒音パッケージ８５ｄＢ(Ａ）

ドレン管25A

受缶

ドレン管25A

排気　屋上へ

ディーゼル発電装置

防水カバー

ストレーナ

レジューサ125/200A

給気

No.1バルブ

No.2バルブ

給気

給気消音器

７５dB(A)排気消音器
７５dB(A)

(パッケージ内）

燃料入口管15A

○○KVA、５０Hz

停止後点検

 １）ディ－ゼル機関の各部のゆるみ等がないことを確認

 ２）負荷運転を行った場合は、ディ－ゼル機関停止前５～１０分間

     無負荷にて運転する

 ３）燃料槽の油量を確認する                                               

始動前点検

 １）燃料槽の油量及び燃料入口管のバルブNo.1の「全開」を確認

 ２）燃料入口管のバルブNo.２の「全開」を確認

 ３）ディ－ゼル機関のラジエ－タ水量を確認

 ４）ディ－ゼル機関の潤滑油の油量を確認

 ５）ディ－ゼル機関取付のバッテリースイッチ「入」の確認                   

受注者○○

製造者○○

記入例
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発電設備
屋外給油ボックス

詳細図作成（新規追加）21年度

１）箱体、扉の仕様は設計図に
よるほか本図による。

２）ハンドルは、鍵付又は取り
外し型とする。

４）

造者の任意とする。
形状、寸法(単位:㎜)は参考
とし、製

屋外に使用する鉄製部品は、
「工事共通仕様書」による。

５）

仕様等一部変更24年度

EF-203-2-
A
B
C

３）ＮＰ（盤名称銘板）、銘板等は、

　　合成樹脂製･白地黒文字裏面彫刻

　　とする。

（Ａ）

≒500

≒250 ≒250

ローリアース端子

中　板

仕切り板

ＮＰ

≒
4
5
0

≒
4
0
0

≒
4
0

銘板

≒350

≒280

≒255
６５Ａ用φ８２穴
５０Ａ用φ６６穴

≒700

≒470 ≒230

銘板

端子台（２Ｐ）

インターホン

中　板

液面指示計

ＮＰ

仕切り板

≒
5
1
0

≒
4
6
0

≒
4
0

≒350

≒280

≒255 ６５Ａ用φ８２穴
５０Ａ用φ６６穴

（Ｂ）液面指示計又はインターホン設置スペース付

（Ｃ）液面指示計及びインターホン設置スペース付

ローリアース端子

≒350

ＮＰ

≒
5
2
0

≒
4
6
0

≒
5
0

銘板

≒340

≒300

≒275
６５Ａ用φ８２穴
５０Ａ用φ６６穴

ローリアース端子

ボックス、前面枠、ドア及び保護板に用いる

鋼板の標準厚さは、下表に示す値以上とする。

鋼板製

SUS製

27年度  仕様等一部変更

　　　　図面内容一部変更

30年度  図面内容一部変更

1.6ｍｍ以上

1.2ｍｍ以上
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屋外灯番号シール

詳細図作成（新規追加）24年度

１）

２）

３）

文字、数字及び枠線は､耐候性

インクジェット出力(黒字)後に

ＵＶカットラミネ－トを施し角

にＲ(半径４mm)を付けて全抜き

加工とする。

シール(裏面粘着加工）

アクリル系感圧型粘着剤(独立発

泡)テープ厚1.0㎜以上を反射シー

トの裏面に重ね貼り加工とする。

１）

シール接着面をゴムローラやバ

レン等で加圧すること。

素地は､封入レンズ型反射シ－ト

(反射輝度100cpl以上)白色とする。

貼付け面の油､水分､コンクリー

トの劣化粉､その他の有害な異

物を完全に除去すること。

シールの貼付温度は､16℃であり､

それ以下の場合は母材や基材を温

める等して確実に接着しているこ

とを確認すること。

２）

３）

４）コンクリートポール等接着面が

平滑でない箇所に貼付ける場合

は ＥＦ-３０１-２ を使用する

こと。

外灯-1

31
トレ－サビリティシ－ル

貼付け  （ H10×W30 ）

50

8
0

L-1
1

トレ－サビリティシ－ル

貼付け  （ H10×W30 ）

31
トレ－サビリティシ－ル

貼付け  （ H10×W30 ）

10 ・盤名称又は盤が設置されて

　いる棟番合

・回路種別と回路番号を示す
　盤の囲み文字
  "ー" 以降は同一回路内の
  照明灯などの器具通し番号

・LEDの表記

50 50

10
2

8
0

8
0

駐車場-1

51
トレ－サビリティシ－ル

貼付け  （ H10×W30 ）

50

8
0

単位：mm

27年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更

4R 4R 4R

4R

附記事項一部変更

ＥＦ－３０１－１

剥　離　紙

アクリル系
感圧型粘着剤

不織布基材

第二粘着面

第一粘着面

1.0以上

ＥＦ－３０１－２

（裏面粘着加工断面図）

ＥＦ－３０１－2

ＥＦ－３０１－１ 裏面粘着加工なし

裏面粘着加工あり

都市機構RU

L E D

都市機構RU

L E D

都市機構RU

L E D

都市機構RU

L E D



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EF-303

P.70

２回路型ＬＥＤ照明

詳細図作成（新規追加）24年度

１）防水(ＩＰ)性能はＩＰＸ３

以上とする。

２）寸法、形状は参考とし、製

造者の任意とする。

３）設計図書等に明記のある場合

を除き、製造者の標準塗装と

する。
L1点灯

100％
50％

L2点灯
100％

50％

１日目 L1＋L2点灯

L1:ﾗﾝﾌﾟNo1回路

点灯(減灯)パターンフロー図

以降繰り返し

深夜残置／消灯切替照明器具接続図

照明器具(２回路型)

L2

L1
MC-2A

MC-2B

共用灯分電盤内

L1＋L2点灯

夕方 深夜 朝方

L2:ﾗﾝﾌﾟNo2回路

L1:No1回路

L2:No2回路

外　　形

材　質

消費電力

光　　束

LED素子数

１８０～２２０Φ×５０～１００Ｈ

本体

グロ－ブ

アルミ又は耐熱ＡＢＳ樹脂

アクリル又は耐候性ポリカ－ボネ－ト

１３.８Ｗ以下

６００ｌｍ以上

２以上

LED

２日目

LED
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目　　録（１）

P.1
番　号 名　　　称 頁 番　号 名　　　称 頁

EC-100-3 標準機器取付高さ表

EC-102-5- パイプシャフト廻り配線要領図

EC-104-1- 保護パイプ受台　ケーブル支持金具

フックボルト

EC-105-1 合成樹脂製可とう電線管保護金具

EC-105-2 合成樹脂製可とう電線管付属材料
（エンドカバー)

EC-105-3 合成樹脂製可とう電線管付属材料
（落し込みブッシング)

EC-106-4

EC-107-1- 木造壁内配線用資材
（ケーブル保護金具）

EC-108-5 台所廻り取付要領図

EC-109-1 トイレコール・バスコール取付要領図

EC-102-6- パイプシャフト廻り配線要領図(最上階）

床下配線方式木造壁内配線要領図
（住宅用分電盤廻り）

EC-106-5
床下配線方式木造壁内配線要領図
（住宅情報盤廻り）

EC-106-7

EC-106-6 床下配線方式木造壁内配線要領図
（スイッチ・コンセント廻り）

床下配線方式木造壁内配線要領図
（防露壁部分ボックス廻り）

EC-106-2- 木造壁分電盤取付下地補強
A
B

EC-106-1-A 木造壁内配線ボックス取付要領図

EC-109-2 住宅情報盤廻り取付要領図

EC-106-8-C

A
B

床下弱電機器取付要領図

EC-110-5- 屋外型ガス給湯器用配線要領図
（パイプシャフト等設置の場合）

EC-110-6- 屋外型ガス給湯器用配線要領図
（バルコニー等設置の場合）

EC-110-2-B 電動ダンパー電源ボックス取付図

A
B

EC-110-1- 洗面所廻り取付要領
（洗面ユニットの場合)

A
B

EC-106 木造壁内配線共通事項

EC-110-7 レンジフードファン電動ダンパー
配線要領図

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

23

22

21

40

39

A
B

B
C

A
B
C

EC-111-1- インサート取付要領図

EC-110-8-A 常時小風量換気スイッチ結線図（１）

EC-110-8-C 常時小風量換気スイッチ結線図（２）

A
B

EC-110-9- エアコン用コンセント取付要領図
A
B
C

目録（１）

目録（２） 2

1

A
B
C

LGS壁内配線ボックス取付要領図EC-106-1-B

EC-106-8-D 弱電機器収納盤取付要領図

EC-106-9 床下配線方式木造壁内配線要領図
（便所廻り）

EC-117-1- 防犯カメラシステム系統図
(NTSC方式)

A
B

EC-117-1- 防犯カメラシステム系統図
(IP-IF方式)

C
D

EC-117-2-A
住戸内 情報・ＬＡＮ・
テレビ共聴配線系統図（１）

EC-117-2-B 住戸内 情報・ＬＡＮ・
テレビ共聴配線系統図（２）

EC-120-4 コンクリート基礎

EC-120-2 テレビアンテナマスト取付図（自立型）

EC-121-1 雷保護システム概要図
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目　　録（２）

 
A
B

番　号 名　　　称 頁 番　号 名　　　称 頁

EC-121-6- 接続端子、導線支持金具等（１）

EC-121-6-

EC-121-7- 接続用端子箱詳細図

EC-121-7-
試験用接続端子箱詳細図
及び接地極標示板

EC-121-8 屋上手摺部分等接続要領図

EC-121-9 導線接続要領図

EC-122-4
液面電極(消火用補給水槽電極棒)
取付要領図

EC-122-5- 液面電極（受水槽用電極）
取付要領図

EC-123-11- 鋳鉄製ハンドホール鉄蓋（電力用）

EC-123-11- 鋳鉄製ハンドホール鉄蓋（電話用）

EC-123-11- 化粧用鋳鉄蓋

EC-123-11- 電話用マンホ－ル鉄蓋

EC-121-5- 鉄筋、鉄骨部分接続要領図

EC-121-4-
突針、接地極詳細図及び
支持管導線接続用接続端子取付要領

EC-121-2- 突針及び突針支持管設置詳細図
（自立型）

EC-122-6
液面電極（レベルレギュレーター）
（機械式駐車場マンホール用電極）取付要領図

EC-123-15- 電話用ハンドホール （ＰＣ）－１

EC-123-13- 電力用ハンドホール （ＰＣ）－２

EC-123-13-G 電力用ハンドホール （ＰＣ）－３

EC-123-14- 電力用ハンドホール （ＰＣ）－４

EC-123-14-C 電力用ハンドホール （ＰＣ）－５

EC-123-13- 電力用ハンドホール （ＰＣ）－１

ポール等コンクリート基礎

案内板、掲示板基礎

EC-124-1-

EC-124-2-L

EC-123-15-D 電話用マンホール   （ＰＣ）－２

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

54

55

56

57

58

59

60

53

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

n
o

A
B

A
B
C
A
B
C

A
B
C
D1,D2
E

A
B
C

A
B
C

A
B

ｲ

ﾎ

ﾄ

ﾇ
・

A1

E2

～

F1

H

～

接続端子、導線支持金具等（２）
通気管用小突針

e
f
g

h

m

K1
K2
K3

EC-130-2- 引込柱（鋼管）（１）

EC-131-1- 地中引込参考詳細図

～

Ⅰ

Ⅴ

EC-122-7
液面電極（レベルレギュレーター）
（床下ピット用電極）取付要領図

EC-125-3 地中配線要領図

41

EC-123-14-D

EC-123-16- 樹脂製ハンドホール   

電力用ハンドホール （ＰＣ）－６

ａ

ｄ
b

D
E
F

EC-140-1- 発電設備燃料槽廻り設置要領図

EC-150 ダウンライト（バネ式）取付要領図

EC-132 電気室ピット廻り参考詳細図

EC-133 床下ピット内配線要領図

A
B

A
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P.3

EC-100-3

7年度

表の数値（高さ）は標準を

示し、機器の組合せ、建物

構造等により数値が変わる

場合は設計図その他による。

１）

標準機器取付高さ表

附記事項一部変更
10年度 器具表一部変更

附記事項一部変更
14年度 表中一部変更

一部追加
一部削除

17年度 図面内容一部変更
21年度 

図面内容一部変更

附記事項一部変更
附記事項一部削除

24年度 図面内容一部変更
図面内容一部削除

27年度 図面内容一部変更
30年度 図面内容一部削除

１,１００

１,２５０～１,３００

長寿社会対応　床上中心１,７００程度を推奨

４００

情報コンセント ４００

４００

４００

１，９００

ＬＡＮ用パッチパネル ４００

電話用コンセント

住宅用分電盤

洗面化粧台と調整

補助音響装置

インターホン（玄関子機）

住宅情報盤

防雨型コンセント

洗面ユニット電源用コンセント

冷蔵庫用コンセント

洗濯機用コンセント

便所用コンセント

大型機器専用コンセント

エアコン用コンセント

一般コンセント

スイッチ

器具名

標準機器取付高さ一覧表

玄関ブラケット

ポーチブラケット

取り付け高さ（mm） 備考

床又は畳上中心

床又は畳上中心

天井下中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

床上中心

一般コンセントと同じ

一般コンセントと同じ

１５０

５００

１，３００

１，３５０

１，９００

１，９００

２，１００

５００

１，９００

住

戸

建築　ＡＥ－５０７－１，５０７－２参照

機械Ｐ－２０２～２０４参照

冷蔵庫置場が壁等で仕切られていない場合は、

長寿社会対応　床上中心１，２５０程度を標準

また洗濯機用単水栓の高さと調整すること。

天井下中心 １００

建築　ＡＩ－１３１，１３２，１３７－２，１３７－３参照

建築　ＡＩ－１３１，１３６，１３７－３参照

建築ＡＩ－８０３参照

建築ＡＩ－１３７－２参照

建築ＡＩ－１３７－４参照

建築ＡＩ－１３７－１参照

テレビ端子 床又は畳上中心 一般コンセントと同じ４００

洗面化粧台脇コンセント 床上中心 １，２００

ルーフバルコニー等

床上中心４００とできる。
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１）本図はＬＡＮ用ＨＵＢボック

    ス、及びテレビ機器の入った

    場合を例としたもので、入ら

    らない場合等も本図に準ずる。

２）本図は一例を示し、電灯、電

　　話、ＬＡＮ，テレビの各配線

    経路、配線サイズ及びケーブ

　　ル支持金具、電力量計取付板

　　の仕様は設計図による。

14年度  詳細図作成（新規追加)

P.4

17年度  仕様等一部変更

防火区画貫通部は「工事共通

仕様書」による。なお、貫通

部に用いる材料は、容易に再

施工が可能なものとする。

１）

パイプシャフト廻り
配線要領図

附記事項一部追加

３）電力量計取付板は、電力量計

　　が保守及び検針に支障がない

　　位置に取り付ける。

図面内容一部変更
21年度  

番号一部変更

A
B

図面内容追加 B（新規作成）
図面内容一部変更

共住区画貫通処理は、関係法

令に適合した工法とし、その

仕様は設計図による。

２）

附記事項一部追加
仕様等一部追加

電灯幹線ケーブルとＬＡＮ用

ケーブルは１３０ｍｍ以上の

離隔を確保し、交差する場合

は直交するよう敷設すること。

４）

附記事項一部変更

24年度  
仕様等一部変更
仕様等一部削除

附記事項一部変更

27年度  図面内容一部変更
30年度  図面内容一部変更
R3年度  仕様等一部追加

電力量計取付板

EF-104

防火区画貫通処理

HUBボックス

HUB用露出コンセント

EPS

電力量計取付板

EF-104

ケーブル支持金具
EC-104-B

ケーブル支持金具

EC-104-B

TV幹線ケーブル

WHWH

1
00

0

TV取付板

TVﾌﾞｰｽﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ
(抜け止めET付）

電話幹線ケーブル

電灯幹線ケーブル

HUBボックス

HUB用露出コンセント

コンセント用電源配線

住戸内へ

住戸内へ

LANケーブル

平 面

正 面

スリ－ブ(建築工事)

防火区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

EC-105-2

防火区画貫通処理

EPS

TV幹線ケーブル

WHWH

1
00

0

電灯幹線ケーブル

HUBボックス

HUB用露出コンセント

コンセント用電源配線

LANケーブル

平 面

正 面

スリ－ブ(建築工事)

PF管

共住区画貫通処理
スリ－ブ(建築工事)共住区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

PF管

スリ－ブ(建築工事)

共住区画貫通処理

住戸内へ住戸内へ

（Ａ） （Ｂ） （床下配線方式）

スリ－ブ(建築工事)
共住区画貫通処理

ケーブル支持金具

EC-104-B

ケーブル支持金具

EC-104-B

防火区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

防火区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

電話幹線ケーブル

ケーブル支持金具

EC-104-B TVﾌﾞｰｽﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ
(抜け止めET付）

電力量計取付板

EF-104

ケーブル支持金具
EC-104-B

防火区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

電力量計取付板

EF-104
HUBボックス

HUB用露出コンセント

ケーブル支持金具

EC-104-B

ケーブル支持金具

EC-104-B

（天井配線方式）

（抜け止めE付）（抜け止めE付）

TV取付板



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-102-6-

17年度  詳細図作成（新規追加)

P.5

パイプシャフト廻り
配線要領図（最上階）

１）本図は一例を示し、電灯、電

    話、ＬＡＮ、テレビの各配線

　　経路、配線サイズ及びケーブ

　　ル支持金具、電力量計取付板

　　の仕様は設計図による。

２）電力量計取付板は、電力量計

    が保守及び検針に支障がない

    位置に取り付ける。

A
B

21年度

番号一部変更
図面内容追加 B（新規作成）
図面内容一部変更

附記事項一部追加
仕様等一部追加

電灯幹線ケーブルとＬＡＮ用

ケーブルは１３０ｍｍ以上の

離隔を確保し、交差する場合

は直交するよう敷設すること。

３）

附記事項一部変更

24年度  
仕様等一部変更
仕様等一部削除

附記事項一部変更

１）

共住区画貫通処理は、関係法

令に適合した工法とし、その

仕様は設計図による。

２）

27年度  図面一部追加

30年度  図面内容一部変更

30年度  図面内容一部変更

R3年度  図面内容一部追加

防火区画貫通部は「工事共通

仕様書」による。なお、貫通

部に用いる材料は、容易に再

施工が可能なものとする。

防火区画貫通処理

電力量計取付板

EF-104

ケーブル支持金具
EC-104-B

ケーブル支持金具
EC-104-B

WHWH

電話分岐ケーブル

電灯幹線ケーブル

住戸内へ 住戸内へ

LAN分岐ケーブル

ケーブル支持金具
EC-104-B

正 面

住戸内へ 住戸内へ

フックボルト

電話幹線ケーブル

ケーブル支持金具
EC-104-B

フックボルト スリ－ブ(建築工事)

EC-105-2

電力量計取付板
EF-104

防火区画貫通処理

EPS

平 面

スリ－ブ(建築工事)

防火区画貫通処理

ケーブル支持金具

EC-104-B

WHWH

電話分岐ケーブル

電灯幹線ケーブル

LAN分岐ケーブル

正 面

電話幹線ケーブル

フックボルト

スリ－ブ(建築工事)

平 面

PF管

共住区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

共住区画貫通処理
スリ－ブ(建築工事)

PF管

住戸内へ住戸内へ

フックボルト

防火区画貫通処理

EPS

スリ－ブ(建築工事)

スリ－ブ(建築工事)

共住区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

共住区画貫通処理

防火区画貫通処理

スリ－ブ(建築工事)

（Ａ） （Ｂ）（床下配線方式）

EC-105-2

電力量計取付板

EF-104

ケーブル支持金具
EC-104-B

ケーブル支持金具
EC-104-B

ケーブル支持金具
EC-104-B ケーブル支持金具

EC-104-B

電力量計取付板
EF-104

EC-104-B

ケーブル支持金具

A部

A部詳細図

フックボルト

シャックル

ワイヤーグリップ

アンカーボルト

鉄筋

（天井配線方式）

EC-104-CEC-104-C

A部
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-104-1-

詳細図一部削除（Ｂ）

保護パイプ受台（Ａ）は、鋼板溶融亜鉛

めっき仕上 又はステンレスとする。

図面内容一部変更（Ｄ）

ケーブル支持金具（Ｂ）のＣチャンネ

ルの材質、仕上はＪＩＳ Ｇ３３０２、

ＳＧＨＣ－Ｚ１２以上とし、長さは設

計図による。但し、屋外等の湿気のあ

る場所に使用する場合は、溶融亜鉛め

っき仕上げ、又はステンレスとする。

２）

１）

保護パイプ受台
ケーブル支持金具
フックボルト

7年度

電話フックボルト（Ｃ）の材質は

鋼棒とし、表面処理は下記による。

(フック部) 溶融亜鉛めっき

(埋込部)   電気亜鉛めっき

３）

（Ａ）及び（Ｂ）のビスはステンレス

とする。

４）

図中字句一部追加10年度
仕様等一部変更14年度
図面内容一部変更17年度

A
B
C

P.6

仕様等一部追加21年度

溶融亜鉛めっきは「工事共通仕様書」

による。

５）

仕様等一部削除

図面内容一部変更

仕様等一部変更24年度
図面内容一部変更

寸法（ｍｍ）は参考とし、製造者の任

意とする。

６）

図面一部削除
27年度

図中字句追加30年度

≒６.５

取付穴２ー６.５φ

≒３８Ｒ（ＶＥ７０用）

取付穴ピッチ

≒１０５

サドル取付穴（６.５φー１０）×２

高さ調節ネジ

フレ－ム座金

Ｃ チャンネル

ステンレスサドル

１.５ｔ以上

足金

2）ケ－ブル又は配管固定用とし

   上図は１本用を示す。

≒１５４

≒５０１３φ

埋込部 溶接 長ナット

フック部

≒３５

≒１３φ

≒７６φ

Ｃ フックボルト

Ａ 保護パイプ受台 Ｂ ケ－ブル支持金具

溶接

1）図は一例を示す。
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-105-1

図中寸法一部変更

切込補強板（鋼板１．２ｍ

ｍｔ）は電気亜鉛めっき処

理とする。

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

は素材のままとする。

図面内容一部変更

１）

7年度
4．6

合成樹脂製可とう電線管
保護金具

図面内容一部変更10年度
図中字句一部変更

P.7

名称一部変更
24年度

番号一部変更
図面内容一部変更

１）製造者の指定する固定を

　　行うこと。

２）使用する電線管に適合す

　　るサイズを選定すること。

附記事項追加

２）形状は、参考とする。

３）寸法（ｍｍ）は、製造者の

　　任意とする。

図中字句追加
要領図AとBを統合

27年度

図中字句追加30年度

図は一例を示す

図は一例を示す

切込補強板

保護金具

（40×200 未満）2ヶ所止め

取付要領図（Ｂ)

保護金具

取付要領図（Ａ)

（40×200 以上）4ヶ所止め

保護金具

保護金具

取付要領図（Ｃ）

保護金具

切込補強板

取付要領図（Ｄ）

合成樹脂製可とう電線管(ＰＦ管)

保護金具

合成樹脂製可とう電線管(ＰＦ管)

合成樹脂製可とう電線管(ＰＦ管)

合成樹脂製可とう電線管(ＰＦ管)
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EC-105-2

図中数値一部削除4．6

10．6 図中字句一部変更

合成樹脂製可とう電線管
付属材料
　（エンドカバー）

17年度 図面内容一部変更

P.8

21年度

図面内容一部変更

名称一部変更

24年度 図面内容一部削除

１）製造者の指定する固定を

　　行うこと。

２）使用する電線管に適合す

　　るサイズを選定すること。

１）形状、寸法（ｍｍ）は、参

　　考とし、製造者の任意とす

　　る。

27年度 仕様等、附記事項追加

ＣＤ　 管

合成樹脂製可とう電線管エンドカバ－の使用例

ケ－ブル

エンドカバ－

エンドカバ－

ＰＦ管 （Ａ）

（Ｂ）

ＰＦ管又はＣＤ管

ＰＦ管又はＣＤ管

ＰＦ　 管 ：　合成樹脂製可とう電線管"注"
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EC-105-3

P.9

図中数値一部削除4．6

合成樹脂製可とう電線管
付属材料
 （落し込みブッシング）

10．6 図中字句一部変更

17年度 図面内容一部変更

落し込みブッシング 落し込みブッシング

ケ－ブル

天井

（二重天井の場合）

落し込みブッシング使用例

（木造間仕切落し込みの場合）

落し込みブッシング 落し込みブッシング

ケ－ブル

ＰＦ管又はＣＤ管

ＰＦ管又はＣＤ管

ＰＦ管

ＰＦ管又はＣＤ管 ＰＦ管又はＣＤ管

21年度 名称一部変更

ＣＤ　 管
ＰＦ　 管 ：　合成樹脂製可とう電線管"注"

ＰＦ管

図面内容一部変更

24年度 図面内容一部削除

天井 １）製造者の指定する固定を

　　行うこと。

２）使用する電線管に適合す

　　るサイズを選定すること。

１）形状、寸法（ｍｍ）は、参

　　考とし、製造者の任意とす

　　る。

27年度 仕様等、附記事項追加
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号

P.10

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106

詳細図作成（新規追加)21年度

木造壁内配線共通事項

詳細図字句一部変更27年度

項　目

配線器具用裏ボックス

コントローラ用裏ボックス

補強材

保護金具

カウンター欠込

脚固めカット

きわ根太カット

点検口

電気設備工事 建築工事

ＥＣ－１０７

配線支持材

分電盤取付木板

弱電機器取付板

電話及びＬＡＮ用ケ－ブルは配管配線とする。なお、テレビ用ケ

－ブルの配管の有無は設計図による。

５）

強電線とＬＡＮ用ケ－ブルは１３０ｍｍ以上の離隔を取り、やむ

を得ず交差する場合は直交するよう敷設すること。

７）

１）配線支持材に配線する際、配線が多い場合は結束線等で整線する

２）弱電用配線支持材の高さは床にケ－ブルが接触しないと共に強電

配線との十分な離隔を確保する。

配線支持材の取付間隔は＠１０００程度とし、扉廻り等は工事中

のケ－ブルの損傷を防ぐため配管支持材の取付間隔を短くする。

(＠３００程度)

３）

ころがし配管は設備用配管（水管、ガス管等）との交差を少なく

するためのル－ト調整を行うこと。

４）

床下配線で配線支持材を利用しない場合は配管配線とする。６）

床下配線方式木造壁内配線要領
木造壁内工事区分表

こととし、その場合、配線の性能等を落とさぬよう行うこと。

ガス事業者工事

コントローラ

コントローラ用配線
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-1-A

３）

P.11

２ケ用スイッチボックス、

４角アウトレットボックス

等はボックスの両側にて支

持する。但し、特殊ビス（

モドトラス等）を使用する

等、強固な固定とした場合

は、監督員の承諾を得て、

片側支持とすることができ

る。
４）３ケ用スイッチボックス等

はボックスの両側にて支持

をする。

本図で示したボックスはＪ

ＩＳ Ｃ８４３５（硬質ビニ

ル電線管用ボックス）の真

壁スイッチボックス（１０

１×５５×３６）を使用し

た場合を示す。

２）

図中詳細変更

本図は配線器具の３連以下の

場合を示したもので、４連以

上の場合は設計図による。

補強材が間柱と重なる場合は、

間柱を兼用してもよい。

５）

１）

木造壁内配線
ボックス取付要領図

4．6

ケーブルの種類及び配線芯数

は設計図による。

２）

仕様事項一部追加
図中字句一部変更10年度
仕様等一部追加
附記事項一部追加

17年度 仕様等一部変更

14年度

図面内容一部変更

21年度 仕様等一部追加

工事区分は  ＥＣ-１０６

による。

１）

仕様等一部変更
附記事項一部追加

建築 ＡＩ-１３１ による。３）

図面内容一部変更
名称一部変更

ケーブルが胴縁を貫通する場

合は、ケ－ブル保護金具

ＥＣ-１０７ を設けることと

する。

６）

附記事項一部変更

27年度 仕様等一部変更
附記事項一部変更

30年度 図面内容一部変更

ボックス取付詳細

３６

９.５

１
０

１

８
３

．
５

１
０

１

６０

９.５ ４１

ＦＬ

４
０

０

ボックス固定ネジ

ボックス

（丸頭木ネジ）
２カ所以上

きわ根太

ケーブル

間柱

木造壁内ボックス取付参考図

ケーブル

保護金具 EC-107
胴縁

～

～
ＦＬ
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-1-B

P.12

本図で示したボックスは深さ

３６ｍｍを使用した場合を示す。

２）

本図は配線器具の３連以下の

場合を示したもので、４連以

上の場合は設計図による。

１）

ケーブルの種類及び配線芯数

は設計図による。

２）

工事区分は  ＥＣ-１０６

による。

１）

30年度 詳細図作成（新規追加）

ＬＧＳ壁内配線
ボックス取付要領図

２～３ヶ用スイッチボックス

は支持金物等で両側にて支持

する。

３）

３６

４０

１
０

１

８
３

．
５

１
０

１

５９

９.５

支持金物

９.５

取付詳細(支持金物)参考図

３６

４０

１
０

１

８
３

．
５

１
０

１

５９

９.５ ９.５

鋼製丸棒

9Φ以下

取付詳細(鋼製丸棒)参考図

鋼製丸棒

9Φ以下

ＦＬ

４
０

０

支持金物W=50以下

ボックス

１ヶ用スイッチボックス取付参考図

LGS

～

バインドハンガー

ＦＬ

４
０

０

支持金物W=50以下

ボックス

LGS

～

バインドハンガー

ＦＬ

４
０

０

ボックス

LGS

～

バインドハンガー

ＦＬ

４
０

０

ボックス

LGS

～

バインドハンガー

鋼製丸棒9φ以下

LGS

LGS

LGS

LGS

ボックス固定ネジ

（タッピンネジ）
２カ所以上

２～３ヶ用のスイッチボックス取付参考図

鋼製丸棒9φ以下



≒
2
8
0

断面図

5

分電盤

平面図

65×36

40×90

65×36

※
8
0

※61

※80

36×65

≒400

36×65

36×65
(樹脂製の場合)

分電盤
(樹脂製の場合)

5
5

1
0
5

40×90

15

分電盤

≒400

(鋼板製の場合)

5

15

40×90

40×90

40×90

86

105

≒
2
8
0

分電盤
(鋼板製の場合)

1
5

1
5

断面図

平面図

石こうボ－ド(ア9.5)の上
ビニルクロス張

石こうボ－ド(ア9.5)の上
ビニルクロス張

36×45

36×45
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EC-106-2-

P.13

仕様事項一部変更

切込、取付板、補強枠とも

建築工事とする。

図詳細一部削除（Ａ）

本図は標準寸法（ｍｍ）を

示し実寸法は分電盤の機種

により決定する。

３）

２）

木造壁
分電盤取付下地補強

7年度

図中字句一部削除（Ｂ）

仕様事項一部変更10年度
図面内容一部変更17年度

建築 ＡＩ-９０４ による

ほか設計図等による。

１）

仕様等一部削除
21年度

附記事項追加
番号一部変更
図面内容一部変更

２）※寸法は、露出又は半埋込

　　形の分電盤を設置し、幹線

　　ケーブルが敷設できる壁厚

　　を示す。但し、分電盤設置

　　側の室、もしくは背面側の

　　室が二重天井である場合の

　　壁厚とし、それ以外の場合

　　は、設計時に建築工事と協

　　議の上決定する。

仕様等一部追加

24年度 図面内容一部変更

A
B

工事区分は ＥＣ-１０６ 

による。

１）

27年度 仕様等一部変更分電盤取付木板：合板（ア9）

1
0

3

1
0

9  ※60

石こうボ－ド(ア９.５)の上

Ａ記
合

名
称 分電盤（露出形）取付下地補強 Ｂ記

号
名
称 分電盤（半埋込、埋込形）取付下地補強

45×36 45×36

分電盤

ビニルクロス張

分電盤取付木板：合板（ア9）

36×45

36×45

分電盤

分電盤

≒
2
8
0

石こうボ－ド(ア9.5)の上
ビニルクロス張

分電盤取付木板：合板（ア9）

平面図

正面図 断面図

1
0

3

3
3

 
※

6
0

9

10 ≒400 10

10 ≒400 10

1
0

 ※41
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-4

（住宅用分電盤廻り）

床下配線方式木造壁内
配線要領図

詳細図作成（新規追加)17年度

P.14

１）本図は住宅用分電盤が半埋込

形の場合の一例を示し、配線

の系統、種別、芯数及び配管

サイズは設計図による。また

木軸については、建築工事と

協議を行うこと。

２）※寸法（ｍｍ）は建築工事と

協議の上決定する。

床下の寸法により配管配線経

路を確保するために脚固め及

びきわ根太をカットする場合

は建築工事と協議の上カット

範囲を決定する。

３）

建築 ＡＩ-１３７-１ による。４）

21年度 仕様等一部変更

附記事項一部追加

附記事項一部変更

図面内容一部変更

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

本図は住宅用分電盤が半埋込

形の場合の一例を示し、配線

の系統、種別、芯数及び配管

サイズは設計図による。また

木軸については、建築工事と

協議を行うこと。

24年度 仕様等一部追加

補強板（鋼板１．２ｍｍｔ）

は電気亜鉛めっき処理とす

る。

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

は素材のままとする。

２）

図面内容一部変更

27年度 附記事項一部追加
H

※

1
0
0

ボード止め

きわ根太

脚固め

F
L
+
7
5
0

束 

補強材

1
2
0
内
外

胴縁

裏胴縁

20

裏胴縁

手摺取付補強下地3
0
0

20

20

9.5 9.561
80

胴縁

補強板

住宅用分電盤（半埋込形）

２次側ケ－ブル配線スペ－ス

束に配線支持材取付

弱電配線

保護金具

EC-107

強電配線

※Ａ部 詳細図 

※Ｃ部 詳細図 

※Ｂ部 詳細図 

H

※

Ｚ

Ｚ

補強材

間柱 

頭つなぎ

開口部

ボード止め

きわ根太

束

補強材
裏胴縁

※100～150

ねじなし管

幹線ケ－ブル

PF管

FL

胴縁に片サドル止

手摺補強がある場合

※Ｃ 

※Ａ 

※Ｂ 

２次側ケ－ブル
配線スペ－ス

住宅用分電盤（半埋込形）

配線支持材

保護金具 EC-107

警報用

H=300～1200

※

配線支持材

胴縁
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P.15

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

５）

EC-106-5

（住宅情報盤廻り）

床下配線方式木造壁内
配線要領図

２）弱電配線の系統は

ＥＣ-１１７-２ による。

３）

１）本図は一例を示し配線の系統、

種別、芯数及び配管サイズは

設計図による。また木軸につ

いては、建築工事と協議を行

うこと。

４）

※寸法（ｍｍ）は建築工事と

協議の上決定する。

詳細図作成（新規追加)17年度

21年度

建築 ＡＩ-１３７-２ による。

仕様等一部変更
附記事項一部追加
附記事項一部変更
図面内容一部変更

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

床下の寸法により配管配線経

路を確保するために脚固め及

びきわ根太をカットする場合

は建築工事と協議の上カット

範囲を決定する。

24年度 図面内容一部変更

27年度 附記事項一部追加

9.5 9.541

60

補強材

※

1
0
0

ボード止め

きわ根太

カウンター

間柱の奥までカウンタ－が
ある場合はカウンタ－欠込

9.5 9.541

60

緊急通報用 PF管
自動通報用

2C

ボード止め

（電気配線が立ち上がる部分）

4C
束 

束に配線支持材取付

弱電配線

強電配線

住宅情報盤 住宅情報盤

電線管保護金具 EC-105-1脚固め 

※

Ｚ

Ｚ

FL

頭つなぎ

間柱

ボード止め

きわ根太

頭つなぎ

ボード止め

きわ根太

束 束

補強材

間柱

補強材

床暖房用コントロ－ラ

1
1
0
0

トイレコ－ル バスコ－ル用

住宅情報盤

配線支持材

住宅情報盤電源

2
0
0

スイッチ

1
2
5
0

自動通報用
緊急通報用

PF管

2C
4C

2C×2

自火報用

FL

トイレコ－ル バスコ－ル用

住宅情報盤

配線支持材

住宅情報盤電源

1
2
5
0

自動通報用
緊急通報用

PF管

4C
2C

2C×2

自火報用

カウンタ－

間柱の奥までカウンタ－が
ある場合はカウンタ－欠込

(中継器より) (中継器より)

※Ｂ 

※Ａ 
※Ｃ 

※

開口部

※Ｂ 

コントロ－ラ用ケ－ブル
(ガス事業者工事)

電線管保護金具 EC-105-1

※Ｂ部 詳細図 ※Ａ部 詳細図 ※Ｃ部 詳細図 

※100～150
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電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-6

（スイッチ･コンセント廻り）

床下配線方式木造壁内
配線要領図

２）

１）本図は一例を示し配線の系統、

種別、芯数及び配管サイズは

設計図による。また木軸につ

いては、建築工事と協議を行

うこと。

３）

※寸法（ｍｍ）は建築工事と

協議の上決定する。

詳細図作成（新規追加)17年度

21年度 仕様等一部変更
附記事項一部追加
附記事項一部変更
図面内容一部変更

４）建築 ＡＩ-１３７-３ による。

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

床下の寸法により配管配線経

路を確保するために脚固め及

びきわ根太をカットする場合

は建築工事と協議の上カット

範囲を決定する。

24年度 図面内容一部変更

27年度 附記事項一部追加

本図は一例を示し配線の系統、

種別、芯数及び配管サイズは

設計図による。また木軸につ

いては、建築工事と協議を行

うこと。

１）

※

Ｚ

Ｚ

FL

頭つなぎ

間柱

補強材

開口部

きわ根太

スイッチ用裏ボックス
4
0
0

配線支持材

コンセント用裏ボックス

7
0
0

配線スペ－ス

手摺補強

※

※100～150

束
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P.17

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-7

（防露壁部分ボックス廻り）

床下配線方式木造壁内
配線要領図

１）本図は一例を示し配線の系統、
種別、芯数及び配管サイズは
設計図による。また木軸につ
いては、建築工事と協議を行
うこと。

４）

建築 ＡＩ-１３７-４ による。５）

弱電配線の系統は
ＥＣ-１１７-２ による。

詳細図作成（新規追加)17年度

21年度 仕様等一部変更
附記事項一部追加

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

床下の寸法により配管配線経
路を確保するために脚固め及
びきわ根太をカットする場合
は建築工事と協議の上カット
範囲を決定する。

３）※寸法（ｍｍ）は建築工事と
協議の上決定する。

図面内容一部変更

２）

24年度 図面内容一部変更

27年度 附記事項一部追加※

Ａタイプ

断
熱
補

強
4
5
0

Ｗ

2
5

4
0

9
.
5

7
4
.
5

FP板(ァ25)

FP(G)(ァ49.5)

Ｚ

2
5

4
0

9
.
5

4
0

FP板(ァ25)

断
熱
補

強
4
5
0

Ｗ

2
5

4
0

9
.
5

断
熱
補

強
4
5
0

FP板(ァ25)

Ｗ

Ｂタイプ

Ｃタイプ

4
0
0

断熱補強450

きわ根太

間柱

9.5 2540

横胴縁

4
0
0

断熱補強450

9.5 2540

間柱

補強材

補強材 補強材

補強材

間柱
間柱

間柱 間柱 間柱 間柱

間柱

横胴縁

脚固め脚固め

情報コンセント用裏ボックス

ＬＡＮ用

電話 テレビ用

情報コンセント用裏ボックス

コンセント用

9
0
0

4
0
0

PF管

PF管

情報コンセント用裏ボックス

情報コンセント用裏ボックス

情報コンセント用裏ボックス 情報コンセント用裏ボックス

束に配線支持材取付
配線支持材

束に配線支持材取付

配線がある場合は
横胴縁は半割り

FL

(配線がある場合)
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P.18

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-8-C 

床下弱電機器取付要領図

４）弱電機器取付板の寸法は、ス

タ－配線接続電話端子及びテ

レビ分配器が納まる寸法とす

る。

１）本図は一例を示し配線の系統、

種別、芯数及び配管サイズは

設計図による。また木軸につ

いては、建築工事と協議を行

うこと。

２）弱電配線の系統は

ＥＣ-１１７-２-Ａ による。

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

３）※寸法（ｍｍ）は建築工事と

協議の上決定する。

詳細図作成（新規追加)21年度

図面内容一部変更24年度

27年度 図面内容一部変更

30年度 附記事項一部変更

スタ－配線接続電話端子

EF-119-4-G

テレビ分配器

弱電機器取付板

EF-119-3-C

Ｃチャンネル

ナット

座金

インサ－ト

W 8/3ボルト

テレビ分配器弱電機器取付板

EF-119-3-C

電話 テレビ 緊急通報用配線

ＰＦ管

450

3
0
0

450

Z

※

FL
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

本図は、一例示し配線の系統、

種別、芯数及び配管サイズは

設計図による。

１）

弱電配線の系統は、

ＥＣ－１１７－２－Ｂ　による。

２）

寸法(ｍｍ)は、建築工事と協

議の上決定する。

３）

弱電機器収納盤付近に光配線

機器(ＯＮＵ、ＨＵＢ等)設置

スペースを確保する。

４）

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

EC-106-8-D

P.19

詳細図作成（新規追加)30年度

弱電機器収納盤
取付要領図

X3

廊下
玄関玄関

住宅用分電盤1

情報コンセント2

3

4

20
0

以
上

弱電機器収納盤

ＯＮＵ､ＨＵＢ等

床
上
中
心
2
1
0
0
以
下

1

6
5
0

分岐 ×ｎ

34

1

2

3

4

コンセント

ＬＡＮ引込

幹線×1
警報 ×1

1

電話､テレビ引込

弱電２次側

6
5
01

2

(コンセント＋ＬＡＮパッチパネル)

3

2

(天井より)

(天井より)

(床下へ)

3

4

4

(天井より)

コンセント

電話､テレビ引込

(天井より)

ＬＡＮ引込

1
3

4(床下へ)

3
0
0
以
上

～

～
弱電２次側

～

～ ＬＡＮ引込 ＰＦ管

弱電２次側

平 面 図 平 面 図

正 面 図 正 面 図

ＰＦ管

ＰＦ管

電話､テレビ引込  ＰＦ管

20
0

以
上

3
0
0
以
上

（参考）玄関の下足入れが全面収納タイプの場合

弱電２次側

EF-119-3-D 弱電機器収納盤

分岐 ×ｎ
幹線×1
警報 ×1

取付要領図（１） 取付要領図（２）

ＬＡＮ引込 ＰＦ管
電話､テレビ引込  ＰＦ管

ＯＮＵ､ＨＵＢ等

情報コンセント (コンセント＋ＬＡＮパッチパネル)

住宅用分電盤

EF-119-3-D

床
上
中
心
2
1
0
0
以
下

510以上 310以上
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P.20

改

訂

事

項

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-106-9

詳細図作成（新規追加)21年度

床下配線方式木造壁内
配線要領図

１）本図は一例を示し配線の系統、
種別、芯数及び配管サイズは
設計図による。また木軸につ
いては、建築工事と協議を行
うこと。

（便所廻り）

２）

３）

仕様及び工事区分は

ＥＣ-１０６ による。

１）

床下の寸法により配管配線経
路を確保するために脚固め及
びきわ根太をカットする場合
は建築工事と協議の上カット
範囲を決定する。

４）建築 ＡＩ-８０３ による。
なお本図は ＡＩ-８０３-Ｃ
を示す。

図面内容一部変更24年度

※寸法（ｍｍ）は建築工事と
協議の上決定する。

27年度 附記事項一部追加

※

6
0
0

7
0
0
程
度

2
5
0

1
1
0
0

5
0
0

タオル掛

手摺補強
手摺

手摺補強

手摺

便所コンセント

紙巻器

トイレコ－ル釦

配線支持材

頭つなぎ

※

1
5
0

弱電ケ－ブル

強電ケ－ブル

※

Ｚ

Ｚ

束

きわ根太

間柱

補強材 ボード止め
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.21

附記事項一部変更

材質

鋼板１．２ｍｍｔ電気亜鉛

めっき仕上とする。

図中字句一部変更

１）

木造壁内配線用資材
（ケーブル保護金具）

10年度

7年度

附記事項一部追加14年度

図面内容一部変更

21年度 図面内容一部変更

24年度 附記事項一部追加

図面内容一部変更

１）形状は、参考とする。

２）寸法は、製造者の任意と

　　する。

３）製造者の指定する固定を

　　行うこと。

４）使用する電線管に適合す

　　るサイズを選定すること。

A
B
C

EC-107-1- 

30年度 図中字句追加

ケーブル

取付要領図

ケーブル

保護金具

取付要領図
取付要領図

通常の状態

折り曲げた状態

（Ｃ）（Ｂ）（Ａ）

保護金具

図は一例を示す
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版） EC-108-5

P.22

図面内容一部変更

附記事項一部変更

台所廻り取付要領図

本図は標準的な例を示す。

ケーブルの種類は設計図に

よる。

３）

１）

10年度

7年度

附記事項一部追加14年度

図面内容一部変更

本図と異なる吊戸棚は監督

員と協議する。

２）

図面内容一部変更

21年度 名称一部変更

図面内容一部変更

27年度 名称変更

3年度 図面内容一部変更

40×33

エンドカバー

（後板内配線）

（側板内配線）

40×33

ケーブル(２Ｃ）

20×20 欠込み

欠込み

側板内配線（前方取付の場合）
後板内配線（後方取付の場合）

吊戸棚

20×20欠込み

断　面

Ａ部平面（前方取付の場合）

吊戸棚側板（合板）

（上部，中間､下部）
ケーブル挿入用孔１５φ
　

70
0

正　面

80
0

85
0

64
5

98
0

Ｈ

１
０
０

エンドカバー

Ａ部

70
0

20

1050

照明器具

（建築工事）

照明器具取付補強板

（建築工事）

15
0以

上

200以上

表示シール(この中にレンジフード

レンジフードファン用コンセント 

ガス台端部

 EC-110-7

用ボックス

台所照明スイッチ 台所照明スイッチ

11
00

21
0

台所流し用コンセント

EF-106-15-H

ファン用コンセントあり）

台所コントローラー
用ボックス

台所コントローラー

ケーブル(２Ｃ）

EC-105-2 20×20

ケーブル(２Ｃ）

EC-105-2
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

附記事項一部変更

附記事項一部変更

２）トイレコ－ル釦については建

築 ＡＩ-８０３ 参照のこと。

１）バスコ－ル釦については建築

ＡＩ-７０２  参照のこと。

EC-109-1

P.23

附記事項新規作成

建築工事、機械設備工事との

打合せにより施工すること。

寸法は参考値とする。２）

１）

トイレコール、
バスコール取付要領図

7年度

図面内容一部変更
10年度

14年度

17年度

図面内容一部変更

図面内容一部変更
附記事項一部追加

21年度

番号一部変更
図面内容一部変更

仕様等一部変更

３）戸境コンクリ－ト壁面に手摺

を設置する場合は、本図に依

らずトイレコ－ル釦裏ボック

スをコンクリ－ト壁面に埋込

まずに施工できる位置を検討

すること。

附記事項一部追加

24年度 図面内容一部変更

4） 浴室コントローラーについて

は機械 Ｐ－４０１～４０２ 

参照のこと。

27年度
図面内容一部変更
附記事項一部追加

便所断面図浴室断面図

手摺

トイレコール釦

手摺

バスコール釦

紙巻器

便所平面図浴室平面図

≒
2
2
0

2
5
0

手摺

タオル掛

手摺

手摺

紙巻器

トイレコール釦

Ａ－Ａ Ｃ－Ｃ

Ａ Ａ Ｃ

2EET

5
0
0

便所用コンセント

便所用コンセント

タオル掛

1
5
0

C

Ｂ

Ｃ

バスコール釦

≒
2
5
0

C

浴室断面図Ｂ－Ｂ

Ｂ

浴室コントローラー用ボックス

浴室コントローラー用ボックス
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電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-109-2

詳細図作成（新規追加)21年度

住宅情報盤廻り
取付要領図

本図は標準的な配置参考を示

したもので、設置位置及び高

さは設計図によるほか、建築

工事、ガス事業者工事との打

合せにより施工すること。

寸法（ｍｍ）は参考値とする。２）

１）

住宅情報盤に自動通報装置を

併設できるように、情報盤の

上又は下にスイッチ類、建具

枠等を近接させず、併設スペ

ースを確保すること。

１）

※１ 床暖房コントロ－ラの

カバーの開く方向は、ガス事

業者に確認すること。

２）

※２寸法は、建築工事、ガス

事業者工事と協議の上決定す

る。

３）

仕様等一部変更27年度

有効壁寸法 650

250
1
25
0

4
00

1
10

0
2
10

床暖房コントロ－ラ
（ガス事業者工事）

スイッチ

住宅情報盤

自動通報装置（スペース）

自動通報装置（スペース）

200 200
※２ ※２

床暖房コントロ－ラ
カバ－開状態

※１

有効壁寸法 620

250

1
25
0

4
00

1
10

0
2
10

床暖房コントロ－ラ
（ガス事業者工事）

コンセント等

スイッチ

住宅情報盤

自動通報装置（スペース）

自動通報装置（スペース）

270 100
※２ ※２

床暖房コントロ－ラ
カバ－開状態

※１

コンセント等
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１）コンセントはワイド形と

する。

P.25

洗面所廻り取付要領
（洗面ユニットの場合）

詳細図作成（新規追加)21年度

ケーブルの種類及び配線の芯
数は設計図による。

１）

機械設備工事との打合せによ
り施工すること。

２）

３）

２）寸法は参考値とする。

Ｂ、Ｃいずれを選択するかは
設計図によることとし、設計
時に建築工事、機械設備工事
と協議を行うこと。

附記事項一部変更24年度

B
C

EC-110-1-

附記事項一部変更27年度

1
,7

9
0
～

1
,9

5
0

1
,7

9
0
～

1
,9

5
0

平  面

（Ｂ）

正  面

平  面

側  面 正  面 側  面

（Ｃ）

（Ｂ） （Ｃ）

ＥＥＴ

1
0
0

埋込コンセント≒100埋込コンセント

1
0
0

1
0
0

木造壁

埋込コンセント埋込コンセント

ＥＥＴ

1
0
0

1
0
0

≒100
EF-106-15-K EF-106-15-K EF-106-15-K EF-106-15-K



名
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番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.26

電動ダンパー
電源ボックス取付図

EC-110-2-B

仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

取付位置は機械設備設計図

による。

２）

１）電動ダンパーは機械設備工

事とし、機種の形状は参考

とする。

図中詳細一部削除
仕様等一部変更14年度

4．6

附記事項削除
17年度

図面内容一部変更
図面内容一部追加

図面内容一部削除

２）

附記事項一部追加

１）ボックスを躯体に埋め込む

場合は、建築工事において

開口補強が必要になるため

協議を行うこと。

３）

本図は、直天井による場合

を示し、ケーブル、配管は

設計図による。

21年度 附記事項一部追加

建築 ＡＩ-１３９ による。

番号一部変更

24年度
廃番 Ａ
仕様等一部削除

259.5
15

3
4
.
5

FP板(ア25)

石こうボ－ド(ア9.5)

259.5
15

3
4
.
5

FP板(ア25)

石こうボ－ド(ア9.5)

211

2
9
1

220

配線挿入穴

2
7
6
.
5

52 50

φ
A

配線挿入穴

端子カバ－

端子カバ－ ケ－ブル
ＰＦ又はＣＤ管

ケ－ブル
ＰＦ又はＣＤ管

（Ｂ）裏ボックスがない場合正 面 図 断 面 図
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P.27

図面内容一部追加

屋外型ガス給湯器用

配線要領図

7年度

図面内容一部変更

仕様事項一部変更

10年度 図面内容一部変更
14年度 附記事項一部変更

図面内容一部変更
17年度

附記事項一部追加
仕様等一部変更

図面内容一部変更
21年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更
図面内容追加 Ｂ(新規作成)
番号一部変更
附記事項一部変更

１) 施工区分

次のイ.～ニ.はガス事業者工事とする。

附

記

事

項

イ) 台所、浴室、床暖房コントロ－
ラの取付

ロ)

ハ) パイプシャフト内のアウトレッ
トボックス(又は露出スイッチ
ボックス)から給湯器間の保護管

ニ) 給湯器への電源ケ－ブル、接地
線接続

ホ) 台所、浴室、床暖房コントロ－
ラ用ボックスの取付

ヘ) 住戸分電盤からアウトレットボ
ックス(又は露出スイッチボック
ス)までの電源ケ－ブル、接地線
の敷設(但し、アウトレットボッ
クス(又は露出スイッチボックス)
以降は余長1.5mを見込む)

ト) 躯体埋込部分及びパイプシャフ
ト内の保護配管

次のホ.～チ.は電気設備工事とする。

チ) パイプシャフト内のアウトレッ
トボックス(又は露出スイッチ
ボックス)の取付

１) 配線機器取付要領図 は参考とし、ア
ウトレットボックス(又は露出スイッ
チボックス)へのセパレ－タの必要性
や施工等についてはガス事業者等と
協議の上決定すること。

３) 保護配管の範囲は、躯体埋込配管部
分及びパイプシャフト部分のみとし
設計図による。

４) 保護配管サイズ及びケ－ブル種別等
は設計図による。

５) 保護配管の室内側の管路口は、結露
防止のためパテ等で塞ぐこと。

コントロ－ラ用配線敷設、及び
コントロ－ラ、給湯器への当該
配線接続

２) 取付高さは床仕上面からの寸法とし、
ガス事業者工事等と協議の上決定す
ること。

附記事項一部追加

改

訂

事

項
24年度 附記事項一部変更

（パイプシャフト等設置の場合）

A
B

EC-110-5-

27年度

附記事項一部変更

図面内容一部変更
仕様等一部変更

Ｆ（30）

ブッシング

アウトレットボックス

ボックス廻り詳細図

平　面

正　面

配線機器取付要領図
（Ａ） （Ｂ）

平　面

正　面

ボックスコネクタ－

又は露出スイッチボックス

又は露出スイッチボックス

６) ガス計量器・給湯器・ガス配管等の
ガス機器と電気配線・機器等との離
隔距離については、関係法令に基づ
くとともに所轄消防署と協議を行う。

 PF管又はCD管

ブランクカバ－

（ゴムパッキング付）

電源・コントロ－ラ用
アウトレットボックス

Ｆコネクタ－×２

ブランクカバ－ （ゴムパッキング付）

ゴムパッキング

ボックスコネクタ－Ｆ（30）

ロックナット

ブランクカバ－

ブッシング

アウトレットボックス

Ｆ（30）×2又は1　コネクタ－

電源ケーブル､接地線ED
余長1.5m見込む

アウトレットボックス

コントロ－ラ用配線

ガス

メーター

水道

メーター

給湯器

保護管（ガス事業者工事）

コントローラ用配線

（ガス事業者工事）

電源ケーブル 接地線

PF管又CD管

≒
1
3
1
0

給湯器

≒
1
1
0
0
～

1
3
1
0 ≒

2
5
0

台所コントロ－ラ用ボックス

床暖房コントロ－ラ用ボックス

浴室コントロ－ラ用ボックス

配線系統図

給湯器電源用プレ－ト

室外側室内側

電源ケーブル、接地線ED

（ブランクカバ－＋Ｆコネクタ－）

保護管（ガス事業者工事）

ブランクカバ－
（ゴムパッキング付）

Ｆ（30）×2又は×1　コネクタ－

余長1.5m見込む

ガス

メーター

水道

メーター

給湯器

（ガス事業者工事）

配線、保護管（ガス事業者工事）

電源・コントロ－ラ用
露出スイッチボックス

Ｆコネクタ－×２

ブランクカバ－ （ゴムパッキング付）

コントローラ用配線

配線、保護管（ガス事業者工事）

コントローラ用配線

配線、保護管（ガス事業者工事）

コントローラ用配線

配線、保護管（ガス事業者工事）

PF管又はCD管

～
～

（ガス事業者工事）

～

電源ケーブル､接地線ED

電源ケ－ブル､接地線ED
コントロ－ラ用配線

PF管
PF管

共住区画貫通処理

共住区画貫通処理

電源ケ－ブル､接地線 ED
コントロ－ラ－用配線

PF管
PF管

電源・コントロ－ラ用
露出スイッチボックス

コントローラ用配線
（ガス事業者工事）

電源ケーブル､接地線ED
余長1.5m見込む
保護管（ガス事業者工事）

電源ケーブル､接地線ED 余長1.5m見込む

保護管（ガス事業者工事）

浴槽天端
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P.28

図中字句一部変更4．6
仕様事項一部変更7年度
図中字句一部変更10年度
図面内容一部変更14年度

17年度

図面内容一部変更
附記事項一部追加
仕様等一部変更

21年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更
図面内容追加 Ｂ(新規作成)

附記事項一部追加

番号一部変更

１) 施工区分

次のイ.～ハ.はガス事業者工事とする。

イ) 台所、浴室、床暖房コントロ－
ラの取付

ロ) コントロ－ラ用配線敷設、及び
コントロ－ラ、給湯器への当該
配線接続

ハ) 入線機能付防雨形コンセントか
ら給湯器への電源ケ－ブル、接
地線の敷設及び接続

ニ) 台所、浴室、床暖房コントロ－
ラ用ボックスの取付

ホ) 住戸分電盤から入線機能付防雨
形コンセントまでの電源ケ－ブ
ル、接地線の敷設

ヘ) 躯体埋込部分の保護配管

次のニ.～ト.は電気設備工事とする。

ト) 入線機能付防雨形コンセントの
取付

６) 給湯器・ガス配管等のガス機器と電
気配線・機器等との離隔距離につい
ては、関係法令に基づくとともに所
轄消防署と協議を行う。

１) 配線機器取付要領図 は参考とし、入
線機能付防雨形コンセントへのセパ
レ－タの必要性や施工等については
ガス事業者等と協議の上決定するこ
と。

３) 保護配管の範囲は、躯体埋込配管部
分のみとし設計図による。

４) 保護配管サイズ及びケ－ブル種別等
は設計図による。

５) 保護配管の室内側の管路口は、結露
防止のためパテ等で塞ぐこと。

附記事項一部変更

２) 取付高さは床仕上面からの寸法とし、
ガス事業者工事等と協議の上決定す
ること。

24年度
図面内容一部変更
附記事項一部変更

屋外型ガス給湯器用

配線要領図

（バルコニ－等設置の場合）

EC-110-6-
A
B

27年度 仕様等一部変更
附記事項一部変更

≒
1
3
1
0

≒
1
1
0
0
～

1
3
1
0

≒
2
5
0

浴槽天端
入線機能付防雨形コンセント

EF-106-11-D

電源コード、接地線ED
コントローラ用配線
（ガス事業者工事）

給湯器
（ガス事業者工事）

配線系統図

室外側

PF管又CD管

台所コントロ－ラ用ボックス

床暖房コントロ－ラ用ボックス

室内側

浴室コントロ－ラ用ボックス

配管カバ－
(ガス事業者工事)

アウトレットボックス

≒
3
0
0

給湯器

入線機能付防雨形コンセント

EF-106-11-D

コントロ－ラ用配線

（ガス事業者工事）

配線機器取付要領図

(A) (B)

コントロ－ラ用配線

露出スイッチボックス

電源コード，接地線ED

電源コード、接地線ED

（ガス事業者工事）

コントロ－ラ用配線

電源コード、接地線ED

（ガス事業者工事）（ガス事業者工事）

（ガス事業者工事）

コントロ－ラ用配線

電源ケーブル､接地線ED　PF管又はCD管

コントローラ用配線　PF管又はCD管

電源ケ－ブル、接地線ED

正面 側面 側面

(ガス事業者工事)

配管カバ－

(ガス事業者工事)

配管カバ－

配管カバ－
(ガス事業者工事)
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P.29

EC-110-7

１）機械設備工事との打合せに

　　より施工すること。

結線図（新規追加)

レンジフードファン
電動ダンパー
配線要領図

4．6

附記事項一部変更
21年度

図面内容一部変更

２）本図は標準的な配線参考を

　　示したもので、配線器具の

　　種別は設計図による。

附記事項一部追加

27年度 図面内容一部変更

イ

自然給気による場合 ２極接地型

（ＪＩＳ Ｃ８３０３）

２極接地埋込型

（１５Ａ）

レンジフードファン

プラグ仕様

コンセント仕様

（電気設備工事）

備        考

ロ

常閉型連動ダンパ給

気用とレンジフードフ

ァンを連動する場合

３極接地型

（ＪＩＳ Ｃ８３０３）

３極接地埋込型

（１５Ａ）

ハ

煙逆流防止電動ダン

パとレンジフードファ

ンを連動する場合

３極接地型と２極型

（ＪＩＳ Ｃ８３０３）

３極接地埋込型と２極

接地埋込型

給気用の場合は、

レンジフードファン

に確認ランプを設

けない。

レンジフードファン

に確認ランプを表

示する。

アース

接地側ﾀﾞﾝﾊﾟｰ電源

電圧

１）３極接地型

プラグ形状

接地側ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾗﾝﾌﾟ

２）２極接地型

結線図

ＡＣ１００Ｖ

アース線

電
圧
側

（ロ）の場合

接
地
側

レンジフード レンジフード側点検口内コンセント設置

モータ

コンデンサ

電球
アース端子

ダンパー

赤

黒

白

MS
SDL

ＡＣ１００Ｖ

アース線

電
圧
側

（ハ）の場合

接
地
側

レンジフード レンジフード側点検口内コンセント設置

モータ

コンデンサ

電球 アース端子

ダンパー

赤

黒

白

MS
SDL

ﾗﾝﾌﾟ
ﾀﾞﾝﾊﾟ確認

※上図はプラグを正面より見た場合を示す。

（機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事）

配線接続は電気設備工事

配線接続は電気設備工事

ＥＦ-１０６-１４-Ｅ

ＥＦ-１０６-１４-Ｆ

ＥＦ-１０６-１４-Ｇ(参考)

(参考)

(参考)
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１）配線器具（コンセントを除

　　く）は、ワイドハンドル形

　　とする。

    
２）形状、寸法及び端子番号表

    示は参考とし、製造者の任

    意とする。

３）スイッチは、「工事共通仕

　　様書」により使用場所に応

　　じた表示をする。

EC-110-8-A

詳細図作成（新規追加)

常時小風量換気スイッチ
結線図（１）

17年度

２）本図は標準的な配線参考を

    示したもので、配線器具の

    種別は設計図による。    

P.30

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更

１）機械設備工事との打合せに

　　より施工すること。    

附記事項一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部変更
廃番 Ｂ

（トイレ）

1 2 1 2

（洗面所） （浴 室） （常時換気主電源）

赤

白

黒

白

赤

1 2通電表示
回路

0

1

3

電源
電圧側

接地側

浴室
照明照明

洗面所トイレ
照明

電源
洗面所
スイッチスイッチ

換気乾燥機

入 力
トイレ

白 黒白 黒

1 2通電表示
回路

機械設備工事

常時小風量換気システム

EF-106-13-V EF-106-13-V EF-106-13-U

（Ａ）浴室暖房乾燥機なし

1 2

1 2通電表示
回路

EF-106-13-W

LED

P,L P,L

P,L

LED LED
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EC-110-8-C

詳細図作成（新規追加)

常時小風量換気スイッチ
結線図（２）

１）  

17年度

２）  

P.31

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
附記事項一部変更
附記事項一部追加

ガス事業者工事との打合せ

により施工すること。    

本図は標準的な配線参考を

示したもので、配線器具の

種別は設計図による。  

１）配線器具（コンセントを除

　　く）は、ワイドハンドル形

　　とする。

    
２）形状、寸法及び端子番号表

    示は参考とし、製造者の任

    意とする。

３）スイッチは、「工事共通仕

　　様書」により使用場所に応

　　じた表示をする。

仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
附記事項一部削除
図面内容一部変更

27年度 図面内容一部変更

0

白 黒

1 2

照明
洗面所トイレ

照明

（トイレ）

1 1 2

（洗面所）

浴室
照明

3

電源 外部ｽｲｯﾁ

1 2 1 2

電源

電圧側

接地側

浴室乾燥機リモコン

（浴室）

コントロール
 スイッチ

（ガス事業者工事）

EF-106-13-X

浴室換気乾燥機

（ガス事業者工事）

（Ｃ） 常時小風量換気機能付浴室暖房乾燥機あり

EF-106-13-X

1

3
通電表示

回 路

2ヵ所操作
回 路

2

P.L

LED

0

1

3
通電表示

回 路

2ヵ所操作
回 路

P.L

LED
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P.33

インサート取付要領図

１）大型の照明器具（１０ｋｇ～
    ２０ｋｇ）等を取付ける場合
    はボックス内のスタットに吊
    りボルトを使用して取付ける。

２）吊りボルトは照明器具を取り

    付けた場合のみ取り付ける。

３）スタット付きボックスを使用
    した個所には取り扱い説明書
    を取付ける。

４）ボックスの種別は以下に示す
　　ボックス以上のもので、取付
　　器具の形状を考慮した適切な
　　種類及び深さのものを使用す
　　る。

    二重天井の場合は、中形

　　４角アウトレットボック

    ス深さ３６mm又は特記ボ

    ックスのものとする。

    

図面内容一部変更  

附記事項一部変更

7年度

附記事項一部変更10年度

17年度
附記事項一部変更

１）インサ－トの形状は製造者

の任意とする。

仕様等一部追加

　　コンクリート埋込の場合
    は、大形４角及び８角コ
    ンクリ－トボックス深さ
    ７５mm又は５４mm若しく
    は特記ボックスのものと
    する。　

A

B

図面内容一部変更21年度

A
B

EC-111-1-

27年度 図面内容一部変更

スタット ９．５mmφ（Ｗ３/８"）ナット
インサート

（別途）

（別途）

インサート

９．５mmφ（Ｗ３/８"）ボルト

９．５mmφ（Ｗ３/８"）ボルト

９．５mmφ（Ｗ３/８"）ボルト

ロングナット

ボックス

別途吊りボルト

ナット

ワッシャー

コンクリート埋込の場合Ａ 二重天井の場合Ｂ

ワッシャー
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住戸内　情報･ＬＡＮ･
テレビ共聴配線系統図(１)

EC-117-2-A

P.36

本図は標準的な配線参考を１）

示したもので他の組合わせ

住戸は設計図による。

ケーブルの種類及び、配線

の芯数及び配管サイズにつ

いては設計図による。

２）

詳細図作成（新規追加)17年度

図面内容一部変更21年度

図面内容一部変更27年度
図面一部追加

図面内容一部変更30年度

詳細図､名称､番号変更

3年度 図面内容一部変更

住戸内情報･ＬＡＮ・テレビ共聴用配線系統図記
号

名
称

配 線 系 統 図配 線 系 統 図

ＴＥＬ

（電話会社より）

緊急通報用

スタ－配線端子

スタ－配線端子

中継端子スペ－ス

トイレコールバスコール

C C C

d

電話接続端子

居間
個室１ 個室２

火災感知器

(緊急通報用･自動通報用)

取付板

電話用 4C※

LAN用 8C 
ＬＤＫタイプ
　の場合

TEL

2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄＤＫタイプ

　の場合

分配器
食事室

自動通報装置

PSより

EF-119-4-G1

EF-106-16-P1

EF-106-16-Q1 EF-106-16-N EF-106-16-R EF-106-16-K EF-106-16-K

L4 L2EET 2EET 2EET L2EET

警報用 2C

L

2EET

電話用 6C

警報用 2C

警報用 2C
I P

EF-119-3-C

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2

3

LAN
外線

1
LAN LAN

LAN

TEL

2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

TV
端子 TEL2

E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
2

TV
端子

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
3

TV
端子

1
LAN

テレビ用

LAN用 8C 
LAN用 8C 

テレビ用
電 話 用 2C

ＬＡＮ用 8C 

2

LAN
外線

1
LAN

LAN

TEL

2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

TV
端子

食事室

EF-106-16-N

L3

EF-106-16-R

2EET

電話用 4C※
テレビ用

電話用4C※
テレビ用

電 話 用 2C

PSより

ＴＥＬ

（電話会社より）

緊急通報用

スタ－配線端子

スタ－配線端子

中継端子

PSより

電 話 用 2C

電話用 2C

TV
端子

TV
端子

※ 電話回線+緊急通報用配線

床下収納等

電話接続端子結線図

居間

個室１

個室２

個室３

自動通報装置を実装した場合の結線を示す

居間

個室１
個室２
個室３

食事室

自動通報装置

I P

6C

居間
個室１

個室２

個室３

居間

個室１
個室２
個室３

食事室

自動通報装置

I P

6C ジャンパー

電話接続端子結線図
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P.37

本図は標準的な配線参考を１）

示したもので他の組合わせ

住戸は設計図による。

ケーブルの種類及び、配線

の芯数及び配管サイズにつ

いては設計図による。

２）

詳細図作成（新規追加)30年度

住戸内　情報･ＬＡＮ･
テレビ共聴配線系統図(２)

2EET

3L5

2EET

食事室

玄関収納等

弱電機器収納盤

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
4

TV
端子

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
2

TV
端子TEL2

E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

L

LAN
1

電話用 4C※
テレビ用

トイレコールバスコール

C C C

d

火災感知器

自動通報装置

警報用 2C

警報用 2C

警報用 2C
I P

EF-106-16-Q1 EF-106-16-K

2EET

EF-106-16-K

L2EET

個室２

ＬＤＫタイプ
　の場合

LAN用 8C 

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
3

TV
端子

EF-106-16-K

L2EET

個室１

電話用 4C※
テレビ用
LAN用 8C 

電話用 4C※
テレビ用
LAN用 8C 

(緊急通報用･自動通報用)

電話用 6C

居間

TEL

2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄＤＫタイプ

　の場合

EF-106-16-P1

2EET

食事室

TEL2
E
E
T

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

LAN
1

TV
端子

電話用 2C
テレビ用

LAN用 8C 

電話接続端子

EF-119-4-G1

EF-119-3-D

L

住戸内弱電配線系統図
※ 電話回線+緊急通報用配線

ＴＥＬ（電話会社より）

緊急通報用

スタ－配線端子

スタ－配線端子

中継端子スペ－ス

電 話 用 2C

PSより

電話接続端子結線図

居間

個室１
個室２
個室３

食事室

自動通報装置

I P

6C

個室１
個室２
個室３

居間

PSより

分配器

電話用 2C

LAN用 8C 

ＴＥＬ（電話会社より）

緊急通報用

スタ－配線端子

スタ－配線端子

中継端子スペ－ス

電 話 用 2C

PSより

電話接続端子結線図

居間

個室１
個室２
個室３

食事室

自動通報装置

I P

6C

個室１
個室２
個室３

居間

自動通報装置を実装した場合の結線を示す

EF-106-16-K

TV
端子

TV
端子

L
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仕様等一部変更

P.38

EC-120-2

図面内容一部変更

仕様等一部変更

テレビアンテナマスト
取付図（自立型）

コンクリート基礎の詳細は

 ＥＣ-１２０-４ による。

１）

10年度

7年度

一般構造用炭素鋼鋼管

ＳＴＫ４００

（ＪＩＳ Ｇ３４４４）

圧力配管用炭素鋼鋼管

ＳＴＰＧ３７０

（ＪＩＳ Ｇ３４５４）

配管用ステンレス鋼管

（ＪＩＳ Ｇ３４５９）

とする。

２）

１）

寸法（ｍｍ）は参考値とする。３）

アンテナマスト

※

※

※印は亜鉛付着量３５０ g/m
(ＪＩＳ Ｈ８６４１(溶融亜鉛めっき)

によるＨＤＺ３５)以上の溶融亜鉛めっき

を施したものとする。

アンテナマスト及びその取付は「建

築基準法施工令」８７条による耐風

力を満足するものとする。

４）

鉄部は全て溶融亜鉛めっき仕上げ

とする。

　　２）本図は風圧荷重６０ｍ/sec

　　　　の場合を示す。

仕様等一部追加17年度
附記事項一部追加

21年度

支線の有無は、設計図によ
る。

３）

参考図

マスト上部を地上波用

アンテナと共用する場合は、

離隔距離に留意すること。

ＵＨＦ

ＦＭ

衛星放送

1
,5
00

1
,5

00
1
,5

00

図面内容一部変更27年度
図面一部削除
図面一部追加

6

L

L

P

P

D

H

L

（Ａ） ３０００

（Ａ） ４０００

Ｌ（mm）

アンテナマスト（４０Ａ）アンテナマスト

記号

４０Ａ ４８.６

５０Ａ ６０.５

呼称 外径（mm） Ｐ Ｈ

アンテナマスト （Ｂ）

５００ ７００

５００ ７００

（Ａ） ５０００

３０００

４０００

５０００

イ ロ

取付詳細図

密閉

アンテナ取付位置

アンテナマスト

防水キャップ又は溶接

アンテナマストベース

（Ａ）アンテナマスト （Ｂ）アンテナマストベース

ブッシング

アンカーボルト１３φ×４（建築工事）

４－２０φ

Ｍ９ナット溶接

Ｍ９以上ボルト

又はＭ１２ナット溶接
Ｍ１２ボルト３ヶ所止め

ＦＢ６ｔ×６０以上

水抜き

Ｌ（mm） 外径Ｄ（mm）

マストベース

６０.５×３.８ｔ

７６.３×４.２ｔ

Ｌ

７００

７００

アンテナマスト（５０Ａ）

１

２

３

（ｍｍ）
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EC-120-4

図面内容一部変更

附記事項一部変更

コンクリート基礎

アンテナ支持台、支線支持

金物及びシーリングは建築

工事とする。

建築 ＡＥ-３２２ による。２）

１）

10年度

7年度

図中字句一部変更

図面内容一部変更

21年度 附記事項一部追加

衛星放送用アンテナマスト

は ＥＦ-１８０ による。

３）

附記事項一部変更

24年度 図面内容一部変更

寸法（ｍｍ）は参考値とす

る。

１）

27年度 仕様等追加
図面一部削除

名称一部変更

≒
3
5
0

≒
3
5
0

≒
1
0
0
≒
1
0
0

≒
5
0
0

≒
1
0
0

≒
1
0
0

≒
9
0
0

≒100 ≒100 ≒500

≒900

≒100 ≒100

≒100 ≒100 ≒500 ≒100≒100

ブッシング取付け

≒
3
0

≒
1
3
0

≒
3
0
0
以

上

≒
4
3
0
以

上

平面図 Ｓ＝１：１０

アンテナマストベース又は支持管取付台

ブッシング取付

シーリング材（建築工事）

　　〃　　　　(衛星放送用)１６φ×４

断面図 Ｓ＝１：１０

（サイズは設計図による）

金属製電線管

異種管相互カップリング

合成樹製脂可とう管（ＰＦ管又はＣＤ管）

（サイズは設計図による）

シ－リング材

ダブルナット （建築工事）

シーリング材（建築工事）

（建築工事）

アンカ－ボルト(テレビ用)　１３φ×４

ＳＵＳ３０４

塗膜防水（建築工事）

グリスキャップ

　　〃　　　　(避雷針用)　１２φ又は１６φ×４

コ－キング

シ－リング材

コ－キング
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本図は全体の概要図であり各

部の詳細は ＥＣ-１２１-２

～ ＥＣ-１２１-９　及び設 

計図による。

EC-121-1

雷保護システム概要図

１）

図面内容一部変更

仕様事項一部変更

7年度

10年度 図中字句一部変更

図面内容一部変更

17年度

名称変更

仕様等一部削除

接地極の枚数は、設計図に
よる。

各引下げ導線に対して２枚
以上の接地極を設置する場
合の間隔は、長辺の３倍以
上とする。

２）

１）

図面内容一部変更

附記事項一部追加

P.40

21年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更

主鉄筋に溶接ができない場
合は、主鉄筋以上の径を有
する雷保護設備専用の鉄筋
(建築工事)に溶接するもの
とする。また建築工事との
打合わせにより施工するこ
と。

３）

附記事項一部追加

27年度 図面一部削除

30年度 図面内容一部変更

≒
7
00

水切スリーブ

ＧＬ

接地極

突針

支持管

ＥＣ-１２１-４

ＥＣ-１２１-２

自立型

主鉄筋（もしくは雷保護設備専用の鉄筋）
又は主鉄骨

自立型用コンクリートベース

導線接続端子

支持管取付台

導線

ＡＥ-３２２

屋上部

導線接続端子

導線

導線

地上部

ＥＣ-１２１-４-Ｂ

（合成樹脂管にて保護）

導線

接続端子箱

導線接続端子

試験用接続端子箱

ＥＣ-１２１-７-Ｃ～Ｅ

ＥＣ-１２１-７-Ａ､Ｂ

主鉄筋（もしくは雷保護設備専用の鉄筋）
又は主鉄骨

鉄板

ＥＣ-１２１-５-Ａ､Ｂ､Ｃ

鉄板

ＥＣ-１２１-５-Ａ､Ｂ､Ｃ

導線

（合成樹脂管にて保護）



高さ
粗度区分速度圧

(Ｎ/㎡)

２０

３０

４０

５０

符号

イ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

３４００

(ｍ)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

高さ
粗度区分速度圧

(Ｎ/㎡)
符号 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(ｍ)

２０

３０

４０

５０

ロ ２１５０

× ○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

ト ３５５０

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

ハ ２６００

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

チ ３１００

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

ニ ２４５０

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

リ ２８００

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

ホ ２２００

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

２０

３０

４０

５０

ヌ ２８５０

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

高さ
粗度区分

２０

３０

４０

５０

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
(ｍ)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

２６２２ ２０３１ １５３１ １０６３

２７４５ ２２２２ １６９９ １１９９

２８０４ ２３４５ １７９２ １２５５

２９３２ ２５０７ １９６０ １４１６

Ｖo ３６地域 速度圧 (Ｎ/㎡)

支持管選定表

○

×

強度十分
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仕様等一部変更

P.41

１） 支持管

①　材質は一般構造用炭素鋼鋼管

（ＪＩＳ Ｇ３４４４）ＳＴＫ４００と

する。　

②　管相互の接続及び管と突針

との接続はメ－カ－の標準

工法により堅固に行う。

２） 鉄部はすべて「工事共通仕様書」

による亜鉛めっきを施したものと

する。

３） 支持管及び支持管取付台の寸法

は「建築基準法施行令」第８７条に

規定する耐風力を満足するものと

する。

突針及び突針支持管
設置詳細図（自立型）

仕様事項一部変更
図面内容一部変更

4．6

附記事項一部変更

仕様等一部変更
仕様等一部追加

支持管の取付台の周囲及びボル

ト周りはコーキングを施す。

支線取付図及びコンクリート基

礎は ＥＣ-１２０-４ 参照

※

１）

7年度

17年度

名称変更
附記事項一部追加
仕様等一部削除

支持管選定表は、平成１２年建

設省告示第１４５４号により風

圧計算を行ったものであり、基

準風速値Ｖo３６m/sの場合を示

す。　

21年度

コンクリートベース
（建築工事）（建築工事）

自　立　型

（Ｂ）支持管取付台

４方押ボトル上下２段

ＳＴＫ４００

ＳＳ４００

水抜き穴

ＳＳ４００

φ（ボトル径を示す）

（Ａ）支持管

自

　
立

　
型

２）

図面内容一部変更

附記事項一部追加
番号一部変更

廃番 ヘ
24年度 仕様等一部変更

ｲ

～

ﾎ

ﾄ

～

ﾇ
EC-121-2- ・

５００

〃

〃

〃

〃 １１４．３

１０１．６

　８９．１

　７６．３

〃

５００

〃

〃

〃

〃

３５０

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　８９．１

１０１．６

１１４．３

１２７．０

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

９

〃 〃

〃〃〃

１２

６ １２

９ １６

〃〃〃

〃 〃 〃

１２ ９ １６

〃

〃

〃

〃

〃

〃

４，０００

５，０００

６，０００

７，０００

８，０００

５，０００

６，０００

７，０００

８，０００

　６０．５φｘ３．２ｔｘ４，０００

　　　〃　　ｘ　〃　　ｘ５，０００

　８９．１φｘ　〃　　ｘ　　〃

１０１．６φｘ　〃　　ｘ　　〃

　７６．３φｘ４．２ｔｘ５，５００

　７６．３φｘ４．２ｔｘ５，０００

　８９．１φｘ　〃　　ｘ５，５００

１０１．６φｘ　〃　　ｘ　　〃

１１４．３φｘ４．５ｔｘ　　〃

４８．６φｘ３．２ｔｘ　　５００

６０．５φｘ　〃　　ｘ１，５００

７６．３φｘ４．２ｔｘ２，５００

６０．５φｘ３．２ｔｘ　　５００

７６．３φｘ４．２ｔｘ１，５００

　　〃　　ｘ　〃　　ｘ２，５００

（
L1

）

P

W

D

L
3

T

P

W

P

W

L
2

L
3

L

L

t

(ＳＵＳ３０４)
5
0
0
以
上

H

GL

L
3

ロ

ハ

ニ

ホ

ト

チ

リ

支持管サイズ 支持管取付台（寸法は最低値を示す）項目
型

符号 Ｌ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｄ Ｗ Ｐ Ｔ ｔ φ

単位：ｍｍ

L
1

突針
ＥＣ-１２１-４

導線接続端子
ＥＣ-１２１-４-(Ｃ)

イ

導線接続端子
ＥＣ-１２１-４-(Ｃ)

アンカ－ボルト
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P.42

１）突針は脱落防止型とする。

２）支持管との接続はネジ止め、

溶接等、製造者の標準工法

により確実かつ堅固に行う。

３）脱落防止型は、ねじ込み型

又は溶接型とする。

図面内容一部変更(A)

突針の寸法は最低値を示す。１）

突針、接地極詳細図
及び支持管導線接続用
接続端子取付要領

7年度
仕様事項一部変更
図面内容一部追加(B)､(C)

図中寸法一部変更

仕様等一部変更

10年度

図面内容一部変更
14年度

附記事項一部追加17年度

図面内容一部削除(B-(ｲ))

各引下げ導線に接続する接

地極の枚数は設計図による。

２）

図面内容一部変更

番号一部変更21年度
図面内容一部変更

A
B
C

EC-121-4-

図面内容一部変更27年度

24φ以上

導線

導線

≒
6
0
0

≒
9
0
0

≒900

接続端子
(銅1.5t：４点以上リベット止め)

銅ろう付け又は
黄銅ろう付け

1.5t

≒
9
0
0

≒900

銅線バインド
導線

銅ろう付け又は
黄銅ろう付け

1.5t

接地極及び接続図

銅製・クロムメッキ

黄銅ろう付け

半田ろう付け

接続端子

支持管

銅板３．０ｔ

ＥＣ-１２１-６-Ｅ

支持管と導線接続端子取付要領（Ｃ）

（Ａ）

突針

（ロ）

（ハ）

（Ｂ）

≒
5
0
0
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P.43

２）

１）建築 ＡＥ-３２３ による。

避雷導線の接続端子への、

つなぎ込み（半田ろう付

け）は電気設備工事とす

る。

１）

図面内容一部追加
図中字句一部変更

鉄筋、鉄骨部分
接続要領図

10年度
 7年度

附記事項一部変更
仕様等一部変更

仕様等一部変更17年度
附記事項一部追加
図面内容一部変更

仕様等一部変更21年度

附記事項一部変更

図面内容追加Ｃ(新規作成)
図面内容一部変更

３）ＪＩＳ　Ａ４２０１－

１９９２による場合は、Ａ

又はＢとする。

主鉄筋に溶接ができない場

合は主鉄筋以上の径を有す

る雷保護設備専用の鉄筋

(建築工事)に溶接するもの

とする。また建築工事との

打合わせにより施工するこ

と。

附記事項一部追加
仕様等一部削除

番号一部変更
名称一部変更

形状、寸法（ｍｍ）は参

考とし、詳細は製造者の

任意とする。

２）

仕様等一部追加27年度
図面内容一部変更

3t50

1
0
0

7
5

≒

≒

≒

主鉄筋

銅板３ｔ

黄銅

スプリングワッシャー

接続端子

鉄筋接続部詳細図（溶接）

ろう付け

銅板３ｔ

鉄板６ｔ（建築工事）

平ワッシャー及び

（建築工事）

（建築工事）

ボルト（黄銅）

電気溶接

（建築工事）

Ｍ１０黄銅ボルト

ＥＣ-１２１-６-Ｅ接続端子
半田ろう付け

導線

電気溶接 （建築工事）

ＥＣ-１２１-６-Ｅ接続端子

（建築工事）

Ｍ１０黄銅ボルト

主鉄筋

鉄板６ｔ（建築工事）

黄銅ろう付け（建築工事）

（Ａ） 鉄骨接続部詳細図（Ｂ）

導線 鉄骨

銅板３ｔ

鉄板６ｔ

（建築工事） （建築工事）

黄銅ろう付け 電気溶接

（建築工事）

半田ろう付け

1
0
0

鉄筋接続部詳細図（ボルト接続）（Ｃ）

主鉄筋

引き下げ導線

鉄板３ｔ以上

（建築工事）

Ｍ１０黄銅ボルト

(もしくは雷保護設備専用の鉄筋)

(もしくは雷保護
設備専用の鉄筋)

50≒

ＥＣ-１２１-６-Ｅ

EC-121-5-
A
B
C
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P.44

１）形状、寸法（ｍｍ）は参考

とし、詳細は製造者の任意

とする。

２）黄銅の表面処理はニッケル

(又はクロム)めっきとする。

(ボルト、ビスとも)

３）

図面内容一部変更 A,B,C

接続端子、導線
支持金具等（１）

導線支持金具は建築工事と

し、建築　ＡＥ-３２３ に

よる。

１）

7年度

仕様等一部変更14年度
仕様等一部追加17年度

図面内容一部変更

図面内容一部追加 A,B
図面内容一部削除 A,B

附記事項一部変更

名称変更

寸法ｄは２００以下とし、

水平導体として配置する場

合は施工上できる限り外側

に設置する。

仕様等一部変更21年度

附記事項一部変更

図面内容一部変更

附記事項一部追加

ＪＩＳ　Ａ４２０１－

２００３による場合は、

Ａ２又はＢとする。

２）

番号一部変更
図面内容追加 Ａ２､Ｃ１､ 
　Ｄ１､Ｅ１（新規作成）

仕様等一部変更27年度

黄銅又は銅

≒
1
0
0

≒25φ

≒25φ

≒
1
5
0

≒
8
0

≒100

≒200

≒
1
3
0

≒20

≒
5
0

ｄ 以下

水平導体の場合

導線支持金具（建築工事）＠600

周囲シーリング材（建築工事）

黄銅ボルト
Ｍ６

Ｍ８黄銅ボルト

Ｍ１０黄銅ボルト

接続用端子

ＥＣ-１２１-６-Ｅ

(又はアルミ
　：アルミ撚線の場合)

１１φ－６

黄銅ボルトＭ１０

≒
1
5
0

導線支持金具（建築工事）（銅線用）

黄銅又は銅

導線サイズ

Ａ１ 60mm  アルミ撚線2

Ａ２ 78mm  アルミ撚線2

(又はアルミ
 ：アルミ撚線の場合)

(又はアルミ
 ：アルミ撚線の場合)

黄銅又は銅

(又はアルミ
　：アルミ撚線の場合)

Ｂ 40mm  銅撚線　　　2

(又はＳＵＳ
 ボルト：
 アルミ撚線
 の場合)

(又はＳＵＳナット
 ：アルミ撚線の場合

(又はＳＵＳ
 ボルト：
 アルミ撚線
 の場合)

Ｍ１０
黄銅ボルト

Ａ１､Ａ２

Ｂ

導線支持金具（建築工事）（アルミ線用）

Ｄ２

Ｄ１

Ｔ型接続端子（銅線用）

Ｔ型接続端子（アルミ線用）

Ｃ２

Ｃ１

直線接続端子（銅線用）

直線接続端子（アルミ線用）

Ｅ２

Ｅ１

接続端子（銅線用）

接続端子（アルミ線用）

2.0×19相当

2.0×25相当

2.0×13相当

(又はＳＵＳボルト
 ：アルミ撚線の場合)

銅プレート４ｔ

Ｍ１０黄銅ナット

(又はＳＵＳボルト
 ：アルミ撚線の場合)

EC-121-6-
A1

～

E2
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黄銅の表面処理はニッケル

(又はクロム)メッキとする。

（ボルト、ビス共）

P.45

詳細図追加

図面内容一部変更

２）

１）

接続端子、導線
支持金具等（２）
通気管用小突針

7年度

4．6

仕様等一部変更14年度

17年度
名称変更
図面内容追加 Ｇ(新規作成)

仕様等一部変更21年度

　Ｆ１､Ｇ１､Ｈ（新規作成）
図面内容追加

名称一部変更

通気管用小突針は１）
機械 Ｐ-３０３ による。

また、機械設備工事との

打合わせにより施工する

こと。

附記事項追加

図面内容一部変更

番号一部変更

EC-121-6-
F1

～

H

形状、寸法（ｍｍ）は参考

とし、詳細は製造者の任意

とする。

仕様等一部変更27年度

30年度 図面内容一部変更

≒350

≒
2
5

≒
2
5
φ

Ｆ１ 水切端子　パラペット用（アルミ線用） 導線支持金具　コンクリ－トブロック付（アルミ線用）

接続端子

銅バ－２５×４t クロムメッキ

Ｍ１０黄銅ボルト

Ｈ 通気管用小突針

Ｍ１０黄銅ボルト

（又はＳＵＳボルト
　：アルミ撚線の場合）

Ｆ２ 水切端子　パラペット用（銅線用）

Ｇ１

Ｇ２ 導線支持金具　コンクリ－トブロック付（銅線用）

躯体側 露出側

(又はアルミクリップ
 ：アルミ撚線の場合)

≒
5
5

≒
4
0

コンクリートブロック

≒
6
0
φ

≒
8
5
φ

黄銅

（＠600以下とする）

Ｍ６黄銅ネジ
(又はＳＵＳネジ
 ：アルミ撚線の場合)

銅クリップ

通気管

（機械設備工事）

L

60° 60
°

EC-121-6-G

EC-121-6-E

接続端子

導線支持金具

黄銅製 クロムめっき

通気管用小突針 15φ

支持金物×2

接続取付台座

導線 ※Ａ

4-M6ボルト
（SUS製）

2-12.5Φ

≒100

≒25≒12.5 半田ロー付け

通気管用小突梁針

(銅棒)
接続端子

(黄銅製 5ｔ)

※　A部詳細図

支持金物

アルミクリップ

1.5 t

≒139.8Φ≒40≒50 ≒20

≒
1
8
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図面内容一部変更

P.46

図中詳細一部変更(B)

銅プレート及びベークプレ

ートの寸法（ｍｍ）は近似

参考値とし、端子相互が重

なる構造でもよい。

図面内容一部変更

１）

7年度

4．6

図面内容一部追加

接続端子箱詳細図

附記事項一部追加17年度

材質は硬質ビニル製又は、

黄銅製とし、どちらを使用

するかは設計図による。

１）

図面内容一部変更
21年度 番号一部変更

EC-121-7- A

B

27年度 仕様等一部変更

名称一部変更
図面内容一部変更30年度

2

3

4

5

400

400

400

400

120

200

200

200

70

70

100

100

100

100

130

130

A2

A3

A4

H W A B露出埋込

A1

B2

B3

B4

B1

銅プレート5t

ベークプレート

接続端子

AH

（図形）　　4端子用

M10（黄銅）

ゴムパッキング

プレート
　　硬質ビニル製5t
　　又は黄銅製2t

ニッケル又は
黄銅製　クロムメッキ

B

硬質ビニル製3t

導線

樹脂コネクター
水抜き孔

ベークプレート10t以上

≒80～100 ≒80～100

接続端子箱

（Ａ）埋込

端子箱

30φ孔

導線

銅プレート　5t

（ニッケル
　又はクロムメッキ）

全周コーキング

記　　号
接続端子数

箱寸法 ベークプレート寸法

（Ｂ）露出

樹脂コネクター

樹脂コネクター
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P.47

ベークプレート寸法（ｍｍ）

は近似参考値とする。

試験用補助端子は圧着端子

ねじ止め等とする。

試験用接続端子箱詳細図
及び接地極標示板

（Ｅ）の表示は、避雷針用

以外は「接地極埋設型位置

」とする。

図中詳細一部変更(D)
図面内容変更(E)

4．6

詳細図作成（新規追加）
図面内容一部変更(E)
図面内容一部追加(C),(D)
仕様等一部追加

7年度

14年度
図面内容一部変更

材質は硬質ビニル製又は、
黄銅製とし、どちらを使用
するかは設計図による。

附記事項一部追加17年度
図面内容一部変更

附記事項一部追加21年度

図面内容追加 D2
図面内容一部変更

２）

１）

３）

１）

導線の施工方法は、設計図
による。

２）

プレートが黄銅製の場合、
設計図等に明示ある場合を
除き、外壁色に合わせた仕
上色によりプレートの塗装
を行う。また、黄銅製の露
出タイプの場合も同様に、
設計図等に明示ある場合を
除き、外壁色に合わせた仕
上色により、端子箱及びプ
レ－トの塗装を行う。

３）

番号一部変更
（新規作成）

EC-121-7-
C
D1,D2
E

仕様等一部変更27年度
名称一部変更

図面内容一部変更30年度

図面内容一部変更3年度

≒90

≒
1
4
0

≒80～100 ≒80～100

Ｍ１０（黄銅）

銅プレート5t

ゴムパッキング

プレート
硬質ビニル製5t
又は黄銅製2t

ベークプレート10t以上

硬質ビニル製3t

導線

樹脂コネクター 水抜き孔

試験用接続端子箱

（Ｃ）埋込

30φ孔

（Ｄ１）露出

（ニッケル
　又はクロムメッキ）

導線

黄銅板　1.5mmt

（JISH 3100)

接地極標示板（Ｅ）

避雷針用接地極埋設位置

前方　 　米

深さ　 　米

接地抵抗 Ω

令和　年　月

樹脂コネクター

≒80～100

水抜き孔

（Ｄ２）露出

樹脂コネクター

30φ孔

導線

30φ孔

導線

全周コーキング

AH

W

B

ベークプレート

黄銅製

ニッケル又はクロムメッキ

接続端子

全周コーキング

側　面　図 側　面　図 側　面　図

試験用補助端子
5.5mm

２

2 400 120 100 90

H W A B露出埋込

C D1,D2

端　子　箱

記　　号
接続端子数

箱寸法 ベークプレート寸法試験用
補助端子
有無

① 有

② 無
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27年度 図面内容一部変更

EC-121-8

P.48

導線の接続端子への、つな

ぎ込み（半田ろう付け）は

電気設備工事とする。

１）

屋上手摺部分等
接続要領図

１）建築 ＡＥ-３２３ による。

図面内容一部変更

10年度

7年度

附記事項一部変更

図面内容一部追加

17年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更

21年度 仕様等一部変更
附記事項一部変更
図面内容一部変更

24年度 図面内容一部変更

半田ろう付け

半田ろう付け

半田ろう付け

黄銅ろう付け（建築工事）

黄銅ろう付け

（建築工事）

Ａ部

ＥＣ-１２１-５-Ａ､Ｂ､Ｃ

フェンス

導線

水切端子

導線

鉄板６t（建築工事）

鉄板３t（建築工事）

接続端子

ＥＣ-１２１-６-Ｅ

導線

電気溶接

屋上手摺等と主鉄筋との電気的接続

Ｂ部

Ｂ部詳細図
Ａ部詳細図

（建築工事）

シーリング（建築工事）

ＥＣ-１２１-５-Ａ､Ｂ､Ｃ

ＥＣ-１２１-６-Ｆ

1
0
0

50

電気溶接

（建築工事）

(溶接)

フェンス

Ｂ部

屋上手摺等相互の電気的接続Ｂ
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EC-121-9

P.49

導線の接続端子及び水切端

子への、つなぎ込み（半田

ろう付け）は電気設備工事

とする。

１）

１）建築 ＡＥ-３２３ による。

詳細図作成（新規追加）4．6

附記事項一部変更

図面内容一部変更

17年度

10年度

14年度

仕様等一部変更

導線接続要領図

図面内容一部変更
名称変更

21年度 仕様等一部変更
附記事項一部変更
図面内容一部変更

30年度 図面内容一部追加

導線

Ｔ型接続端子

鉄骨又は鉄筋に接続

水切端子

導線支持金具

約
0
.
6
ｍ

ご
と

屋上突角部雷撃対策例 ２

導線

導線

銅帯（ｔ４×２５）クロムメッキ

ＥＣ-１２１-５-Ａ､Ｂ､Ｃ

断面詳細図

シーリング（建築工事）

0.2ｍ以下

水切端子

ＥＣ-１２１-６-Ｆ

ＥＣ-１２１-６-Ｄ

ＥＣ-１２１-６-Ｆ

Ｔ型接続端子 ＥＣ-１２１-６-Ｄ

導線

※EC-121-5を採用する場合は建築工事と協議の上採用する

屋上突角部雷撃対策例 １

導線 Ｔ型接続端子

鉄骨又は鉄筋に接続

ＥＣ-１２１-６-Ｄ

水切端子

ＥＣ-１２１-６-Ｆ

導線

ＥＣ-１２１-６-E

金属板(受雷部)で突角部を包み込む

接続端子
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P.50

EC-122-4

１）

２）電極保持器に至る配管方法

は水槽を損傷しない方法と

し、配管止め金具等で固定

する。

仕様等一部変更

電極棒はステンレス製接続

カップリング付（ロックナ

ット付）とし、電極棒の接

触、浮遊物による極間短絡

など防止できる構造のもの

で、その方法は製造者の任

意とする。

１）

液面電極
(消火用補給水槽電極棒)
取付要領図

14年度

電極棒の極数及び配線条数

は設計図による。

名称一部変更

21年度 附記事項一部追加

図面内容一部変更

27年度 附記事項一部削除

図面内容一部変更30年度

図面内容一部変更3年度

保護カバー（機械設備工事）

防水コーキング

金属製可とう電線管

水抜き孔

水槽タンク天井部

Ａ部詳細（参考）

電極棒

取付座（機械設備工事）

電極保持器

満水

渇水

Ｅ０

Ｅ１

２

電極保持器

電極棒

電極カバー

通気口

Ｅ

防波筒（機械設備工事）

防波筒

コネクター

A部
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P.51

１）

２）屋外に設置する場合のカバ

－ボックス及びビニルボッ

クスは防水型とする。

３）（ロ）型カバーボックスに

ついては、ケーブル固定パ

イプＶＥ（２２）内に電線

管（１９）を入れること。

電極保護カバーボックス

硬質塩化ビニル製

５ｍｍｔ

１）

液面電極
（受水槽用電極）
取付要領図

電極棒極数及び配線条数は

設計図による。

図中詳細一部削除

附記事項追加

4．6

図面内容一部変更7年度

附記事項一部追加
21年度

附記事項一部変更

２）電極保護カバーボックスに

至る配管方法は水槽を損傷

しない方法とし、配管止め

金具等で固定する。

番号一部変更

４）電極保護カバ－ボックスの

取付ベ－ス(樹脂製ベース、

ベース支持板)は参考とする。

仕様等一部変更

図面内容一部変更

EC-122-5-
A

B

附記事項一部変更
27年度 仕様等一部変更

図面内容一部変更30年度

≒
１

０
０

３５０ｘ３５０ｘ１０

３５０ｘ３５０ｘ１０

３５０ｘ３５０ｘ１０

２５０ｘ２５０ｘ２００

４５０ｘ４５０ｘ２００

２５０ｘ２５０ｘ２００

ＶＥ（１４）

ＶＥ（２２）

（Ａ） （Ｂ）

ケーブル固定パイプ

電極保護カバーボックス

（イ）、（ロ）

VFコネクター

アンカーボルト(SUS)
６mmφ×４

ビニル溶接

（機械設備工事）

樹脂製ベース

（機械設備工事）

ベース支持板

（機械設備工事）

受水槽本体

（機械設備工事）

２極式コード電極

（長さは機械設備工事
　担当者と打ち合わせる）

硬質塩化ビニル製（機械設備工事）

液面電極（２極コード式）断面

記号 硬質塩化ビニル管 電極保護カバーボックス 樹脂製ベース ケーブル固定パイプ

液面電極（多極式）断面

名称板

黄銅製ビス

樹脂製ベース

電極保護カバーボックス

コネクター

電極保護カバーボックス

（ハ）

ビニル溶接

（機械設備工事）

電極棒

（長さは機械設備担当
　者と打ち合わせる）

受水槽本体

（機械設備工事）

ベース支持板（機械設備工事）

樹脂製ベース（機械設備工事）

アンカーボルト(SUS)
６mmφ×４

硬質塩化ビニル製

（機械設備工事）

ビニルボックス

（イ）

（ロ）

（ハ）

１５０φ

３００φ

１５０φ

（機械設備工事）



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.52

EC-122-6

液面電極(レベルレギュレーター)

詳細図作成（新規追加)21年度

（機械式駐車場マンホ－ル用電極）

取付要領図

１）レベルレギュレーター数及び
配線条数、配管は設計図によ
る。

２）レベルレギュレーター相互が
接触しないように適切な距離
を確保すること。

１）レベルレギュレーターの高さ
調整を容易にできる構造とす
ること。

３）ポンプの保守点検等での引き
揚げ時に、支障にならない位
置にレベルレギュレーターを
設置すること。

仕様等一部変更27年度
附記事項一部変更

４）管路口は､結露防止のためパテ
等で塞ぐこと。

溜桝

流入管
（土木工事）

駐車場ピット（土木工事）

（機械設備工事）
排水ポンプ

満水警報

ポンプ２台目始動

ポンプ１台目始動

ポンプ停止

錘

ステンレス
ワイヤ

レベルレギュレーター支持金具

付属ケーブル

ＧＬ
ＧＬ

ＧＬ
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液面電極(レベルレギュレーター)

（床下ピット用電極）取付要領図

１）レベルレギュレーター数及び
配線条数、配管は設計図によ
る。

２）レベルレギュレーター相互が
接触しないように適切な距離
を確保すること。

１）レベルレギュレーターの高さ調
整を容易にできる構造とする
こと。

３）ポンプの保守点検等での引き
揚げ時に、支障にならない位
置にレベルレギュレーターを
設置すること。

詳細図作成（新規追加)27年度

４）管路口は､結露防止のためパテ
等で塞ぐこと。

P.53

付属ケーブル

ステンレスワイヤ

レベルレギュレーター

結束バンド

錘

フックボルト

満水警報

ﾎﾟﾝﾌﾟ停止

ﾎﾟﾝﾌﾟ始動

接続ボックス

EF-105-2

EC-104-C

（機械設備工事）

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ
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１）蓋には｢電気｣､｢電話｣､

｢情報｣､｢ＣＡＴＶ｣等の

用途に応じたマークを

鋳出する。

２）蓋には盗難防止用の鎖

(溶融亜鉛めっき)を取り

付ける。

３）

４）蓋は簡易防水型とする。

鋳鉄製ハンドホ－ル鉄蓋

（電力用）

形状、寸法等は参考とし製造

者の任意とする。

仕様等一部変更17年度

14年度 仕様等一部変更

図面内容一部削除

仕様等一部変更21年度

P.54

１）車両等が常時通行する場所に

設置する場合の破壊荷重は、

設置場所に応じたものとし、

設計図による。

附記事項追加

図面内容一部変更
番号一部変更

24年度 図面内容一部変更

EC-123-11-
a
b
d

仕様等一部変更27年度
図面内容一部変更

仕様等一部変更30年度

蓋耐荷重について

蓋の中心部（(イ)(ロ)加圧面積１５０φ、(ハ)加圧面積３３０φの円）

で破壊荷重試験を行い、上記の荷重以上に合格するものとする。

記 号 種 別 ａ

（ a ） ４５０ ４５０

（ b ） ６００ ６００

（角丸型）

記 号 種 別

（ d ） ６００ ６００

（丸型）

ｂ ｃ ａ ｂ ｃ

４０

５０

５４４

７００

記 号 種 別 ａ

（ b ） ６００ ６００

ｂ ｃ

６０７２４

(イ)

(ハ)

(ロ)

記 号 種 別 ａ

６００ ６００

ｂ ｃ

６０７２４

(ハ)

(イ)(ロ)

（ d ）

７００ ５０

ａ

（ロ）  ８０ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

（ロ）  ８０ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ （ハ）２００ｋＮ

ｂ

ｃ

ａ

ｂ

ｃ
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号

仕様等一部変更21年度
附記事項追加

図面内容一部変更

仕様等一部変更17年度

14年度 仕様等一部変更

図面内容一部削除

P.55

車両等が常時通行する場所等

に設置する場合の破壊荷重は、

設置場所に応じたものとし設計

図による。

番号一部変更

１）

１）蓋には｢電気｣､｢電話｣､

｢情報｣､｢ＣＡＴＶ｣等の

用途に応じたマークを

鋳出する。

２）蓋には盗難防止用の鎖

（溶融亜鉛めっき）を取

り付ける。

３）

４）蓋は簡易防水型とする。

24年度 図面内容一部変更

鋳鉄製ハンドホ－ル鉄蓋

（電話用）

EC-123-11-
e
ｆ
g

仕様等一部変更27年度
図面内容一部変更

仕様等一部変更30年度

形状、寸法等は参考とし製造

者の任意とする。

記 号 種 別 ａ

（ ｅ ） １号 ６５０ ８００

ｂ

８００

蓋耐荷重について

蓋の中心部（(イ)(ロ)加圧面積１５０φ、(ハ)加圧面積３３０φの円）

で破壊荷重試験を行い、上記の荷重以上に合格するものとする。

電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

ｃ ｄ ｅ 記 号 種 別 ａ

（ ｆ ） ２号 ９８５

ｂ ｃ ｄ ｇ

１２１５

記 号 種 別 ａ

（ ｇ ） ３号

ｂ ｃ ｄ ｅ

(イ)(ロ)

(イ)(ロ)

(イ)(ロ)

８０ ５８

１１０

２５０ ４００

６１５

４００ ５８５

８００１４００

（ロ）  ８０ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

ｄ

（ロ）  ８０ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ

（ロ）  ８０ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ

ａ
ｂ

ｃ

ｅ ｄ ｅ

ｄ ｅ

ａ
ｂ

ａ
ｂ

ｃ

ｃ
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仕様等一部変更21年度
附記事項追加

図面内容一部変更

３）

４）

５）

インタ－ロッキングブロッ

ク等の化粧用とする。

化粧用鋳鉄蓋

蓋は簡易防水型とする。

14年度 仕様等一部変更

２）

17年度 仕様等一部追加

蓋には盗難防止用の鎖

（溶融亜鉛めっき）を取

り付ける。

P.56

車両等が常時通行する場所に

設置する場合の破壊荷重は、

設置場所に応じたものとし、設

計図による。

番号一部変更

１）

１）蓋には｢電気｣､｢電話｣､

｢情報｣､｢ＣＡＴＶ｣等の

用途に応じたマークを

鋳出する。

24年度 図面内容一部変更

EC-123-11-
h

～

m

仕様等一部変更27年度
図面内容一部変更

仕様等一部変更30年度

形状、寸法等は参考とし製造

者の任意とする。

記 号 種 別 ａ

（ h ） ４５０ ４５０

（ i ） ６００ ６００

（丸型）

記 号 種 別 ａ

（ ｊ ） ４５０ ４５０

（ ｋ ） ６００ ６００

（角型）

ｂ 記 号 種 別

（ l ） ２号 ８００

３号 １２００

（長四角型）

４００

６００（ m ）

蓋耐荷重について

蓋の中心部（(イ)(ロ)加圧面積１５０φ、(ハ)加圧面積３３０φの円）

で破壊荷重試験を行い、上記の荷重以上に合格するものとする。

ｂ ｃ ｃ

４５０

６００

ｄ ａ ｂ ｃ ｄ

５６０

７６０

６１０

７６０

ｅ ｅ

１１０

１２７

１１０

１１０

９６０

１４３８

６１０

７６０

６１０

７６０

１１０

１１０

（イ）  ２０ｋＮ

ｄ

（ロ）  ８０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ

（イ）  ２０ｋＮ

（ロ）  ８０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ

（ロ）  ８０ｋＮ

（ハ）２００ｋＮ

ａ

ｂ

ｃ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｃ

ｅ ｅ

ａ

ｂ
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仕様等一部変更21年度
附記事項追加

図面内容一部変更

２）

３）

４）蓋は簡易防水型とする。

電話用マンホ－ル鉄蓋

詳細図作成（新規追加）17年度

蓋には盗難防止用の鎖

（溶融亜鉛めっき）を

取り付ける。

P.57

車両等が常時通行する場所に

設置する場合の破壊荷重は、

設置場所に応じたものとし、設

計図による。

番号一部変更

１）

１）蓋には｢電話｣マークを

鋳出する。

24年度 図面内容一部変更

EC-123-11-
n
o

仕様等一部変更27年度
図面内容一部変更

仕様等一部変更30年度

形状、寸法等は参考とし製造

者の任意とする。

記　号 種　別 ａ

（ n ）６００６００

７５０７５０（ o ）７５０

蓋耐荷重について

蓋の中心部（(イ)(ロ)加圧面積１５０φ、(ハ)加圧面積３３０φの円）

で破壊荷重試験を行い、上記の荷重以上に合格するものとする。

ｂ ｃ

７００

８６０

５０

５５

(イ)

(ハ)

(ロ)

記　号 種　別 ａ

（ n ）６００６００

７５０７５０（ o ）７５０

ｂ ｃ

７２４

８８０

６０

７０

（ロ）   ８０ｋＮ　７５０φ

（イ）   ２０ｋＮ　７５０φ

（ハ） ２００ｋＮ　６００φ（ＮＴＴ型）

ａ

ｂ

ｃ
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側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

P.58

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

２）

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

電力用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－１

詳細図作成（新規追加）17年度

４） 設計荷重はＴ－２０とする。

５） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

EC-123-13-
A
B
C

６） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度
30年度 図面内容一部変更

４５０

６
０
０

７
０
０

１
0
０

ハンドホ－ル（Ａ）

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

ハンドホ－ル（Ｂ） ハンドホ－ル（Ｃ）

６００
６０～
１００

６
０
０
～

７
０
０

８
０
～

１
０
０

１
０
０

９
０
０

１
０
０

６０～
１００

６
０
～

１
０
０

６
０
～

１
０
０

６
０
０

６００

※

※

※

４
５
０

GL GL GL

適合蓋 鋳鉄蓋　種別４５０

６０～
１００

６０～
１００

６
０
～

１
０
０

６
０
～

１
０
０

６０～
１００

６０～
１００

６
０
～

１
０
０

６
０
～

１
０
０

８
０
～

１
０
０

８
０
～

１
０
０

適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００ 適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００
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P.59

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）17年度

４） 設計荷重はＴ－２０とする。

５） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

電力用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－２

EC-123-13-
D
E
F

６） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度
30年度 図面内容一部変更

ハンドホ－ル（Ｄ）

９
０
０

９００
７０～
１００

９
０
０

９
０
～

１
０
０

１
０
０

７０～
１００

７
０
～

１
０
０

７
０
～

１
０
０

※

ハンドホ－ル（Ｅ）

９
０
０

９００
７０～
１００

１
３
０
０
～
１
５
０
０

９
０
～

１
０
０

１
０
０

７０～
１００

７
０
～

１
０
０

７
０
～

１
０
０

※

９
０
０

９００

６
０
０

１
０
０

※

ハンドホ－ル（Ｆ）

７０～
１００

７０～
１００

７
０
～

１
０
０

７
０
～

１
０
０

９
０
～

１
０
０

GL GLGL

適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００ 適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００ 適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-123-13-G

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）17年度

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

４） 設計荷重はＴ－２０とする。

５） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

電力用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－３

６） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度
30年度 図面内容一部変更

P.60

ハンドホ－ル（Ｇ）

１
５
０
０

１５００

１
５
０
０

１
０
０

１００～２００

※

適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

１００～２００

１
５
０
～

２
０
０

１
０
０
～

２
０
０

１
２
０
～

２
０
０

GL
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

４） (Ａ)の蓋は丸型を使用してもよい。

６） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

５） 設計荷重はＴー１４とする。

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）17年度

３） ハンドホ－ル内の有効高さＬ

については電力会社との打合

わせによる。

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

電力用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－４

EC-123-14-
A
B

７） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度

P.61

30年度 図面内容一部変更

（Ａ）薄型機器用ハンドホ－ル

１
０

０
０

１０００

Ｌ
１

０
０

１００～１５０

※

１
０

０
０

１０００

Ｌ
１

０
０

※

（Ｂ）高圧キャビネット用ハンドホ－ル

適合蓋 鋳鉄蓋　種別２号 適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

１００～１５０ １００～１５０ １００～１５０

鋳鉄蓋　種別６００

１
０
０

～
１

５
０

１
０

０
～

１
５

０

１
０
０

～
１

５
０

１
０

０
～

１
５

０
１

０
０

～
１
５

０

１
０

０
～

１
５

０

GL GL
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-123-14-C

P.62

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

３） ハンドホ－ル内の有効高さＬ

については電力会社との打合

わせによる。

４）

深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

５）

設計荷重はＴー１４とする。

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

詳細図作成（新規追加）17年度

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部変更

電力用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－５

６） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度
30年度 図面内容一部変更

（Ｃ）集合住宅変圧器用ハンドホ－ル

１
２
０

０

１７５０～１８００１００～１５０

Ｌ

１
０
０

～
１

５
０

１
０
０

※

適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

１００～１５０

１
０
０

～
１

５
０

１
０
０

～
１

５
０

GL
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-123-14-D

P.63

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

３） ハンドホ－ル内の有効高さＬ

については電力会社との打合

わせによる。

４）

深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

５）

設計荷重はＴー１４とする。

１） ＰＣハンドホ－ルは、Ｊ Ｉ Ｓ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

詳細図作成（新規追加）

６） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

30年度

電力用ハンドホール
（PC）－６

（D)大容量集合住宅変圧器用ハンドホール

適合蓋：鋳鉄蓋600φ×2 ※は再生クラッシャーラン（RC-40)基礎

≪　平　面　図　≫

≪　側　面　図　≫

1200

2
7
0
0

100
L

※

水勾配（5％）

130～150

130～150130～150

1800

130～150

130～150

150

G.L.

排水口
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.64

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

３） 組合せ形状、細部寸法等について

は製造者の任意とする。

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）17年度

４） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

５） 設計荷重はＴ－２０とする。

６） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

電話用ハンドホ－ル

（ＰＣ）－１

EC-123-15-
A
B
C

７） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度

30年度 図面内容一部変更

（Ａ）１号ハンドホ－ル

２
５
０

６５０１００

１
０
０

１
０
０

６
５
０

１
５
０

１
０
０

※

１００

（Ｂ）２号ハンドホ－ル

４
０
０

８００１００

１
０
０

１
０
０

６
５
０

１
５
０

１
０
０

※

１００

（Ｃ）３号ハンドホ－ル

６
０
０

１２００１５０

１
５
０

１
５
０

９
０
０

１
５
０

１
０
０

※

１５０

GL GL GL

適合蓋 鋳鉄蓋　種別１号 適合蓋 鋳鉄蓋　種別２号 適合蓋 鋳鉄蓋　種別３号

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
EC-123-15-D

P.65

１） ＰＣハンドホ－ルは、ＪＩＳ表示許可

工場で製造されたコンクリ－トを用

いて２１Ｎ/ｍｍ2以上の設計強度

のあるものとする。

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面にな

じみよく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合

は、監督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）17年度

３） 組合せ形状、細部寸法等について

は製造者の任意とする。

４） 構成は、一体形、多分割形いずれ

でもよい。ただし、多分割形の場合

は各部が容易にずれないよう、エ

ポキシ系樹脂接着剤又はボルトと

パッキンを用いた接続等により堅

固に一体化する。

５） 設計荷重はＴ－２０とする。

６） 深さ９００を超える場合は足掛金物

を取付ける。

側壁には配管用ノックアウトを有す

るほか、必要に応じて支持用金物

（「工事共通仕様書」による）を取付

ける。

２）

仕様等一部変更21年度

図面内容一部変更
仕様等一部削除

仕様等一部変更24年度
図面内容一部削除

電話用マンホ－ル

（ＰＣ）－２

７） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

仕様等一部追加27年度

30年度 図面内容一部変更

（Ｄ）直線形１号マンホ－ル

１
０
０
０

１５００１５０

１
５
０

１
５
０

１
２
０
０

２
０
０

１
０
０

※

１５０

適合蓋 鋳鉄蓋　種別６００

適合蓋 鋳鉄蓋　種別７５０

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

GL
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

P.66

１） 蓋の仕上面は、地盤、路面になじみ

よく取り合わせる。

２） 本標準品が使用できない場合は、監

督員と協議し、施工する。

詳細図作成（新規追加）30年度

樹脂製ハンドホール

EC-123-16-
A
B

配管接続の際は､必要に応じてホー

ルソー等で開口加工を施すものとす

る。また、必要に応じて支持金物（「

工事共通仕様書」による）を取付け

る。

１）

２）

３）

５） 図示にない形状、寸法（ｍｍ）等は

製造者の任意とする。

３） 設置場所は、植栽部等、車両等の

荷重がかからない場所とする。

構成は､一体型､組立形のいずれでも

良い。

材質は、樹脂製とする。

ただし組立形の場合は､継目部の止

水処理を確実に行うものとする。

４） 設計安全荷重：鉛直方向２０kN以上

水平方向９kN/㎡以上

※は再生クラッシャ－ラン（ＲＣ－４０）基礎

ハンドホ－ル（Ａ） ハンドホ－ル（Ｂ）

適合蓋 鋳鉄蓋　種別 ４５０ 適合蓋 鋳鉄蓋　種別 ６００

450

L
=
 4

5
0
～

5
0
0

1
0
0

GL GL

1
0
0

L
=
 6

0
0
～

6
5
0

600

600450

450

600
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号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）

モルタル根巻

(水勾配を確保）

コーキング

P.68

図中詳細図一部削除

コンクリート基礎に用いる

コンクリートは、ＪＩＳ表

示許可工場で製造された普

通１８ー８ー２５ーＮ以上

のレディーミクストコンク

リート(ＪＩＳ Ａ５３０８)

とする。

図面内容一部追加

接地は設計図による。２）

１）

案内板、掲示板基礎

7年度

形状、寸法（ｍｍ）は概略

を示し細部については現場

監督員と協議し、施工する。

１）

仕様事項一部変更

仕様事項一部変更10年度
附記事項一部変更

仕様等一部追加21年度

アンカーボルトの固定はダ

ブルナットを使用し、ボル

ト頭部及びナットは溶融亜

鉛めっき(ＪＩＳ Ｈ ８６４１ 

２種 ＨＤＺ３５)とする。

３）

仕様等一部変更

図面内容一部変更
附記事項一部変更

EC-124-2-L

27年度
図面一部削除
附記事項一部変更

支柱の根元部分には､シリ

コン樹脂等にてコーキング

を施す。

２）

6
00

1
0
0

1
0
0

7
00

450
650

300

450

220

2
20

3
00

4
50

50

支柱

ベースプレート

３００　×９ｔ

支柱

（Ｌ）案内板・掲示板用基礎

適　　用　　表

ＥＦ-１９８-４（Ｄ１）案内板・掲示板

ＥＦ-１９８-４（Ｄ２）掲示板

ＥＦ-１９８-５ （Ｅ） 案内板

※

※は、再生クラッシャ－ラン（ＲＣ-４０）基礎
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地中配線要領図

１）

P.69

ケーブルの引き込み口及び

引き出し口には､ケーブルに

適合した専用の止水材料を

使用するか､又は発泡充填材

等による防水処理を施す。

２）

ハンドホール内の支持材は、

溶融亜鉛めっき又はステン

レスとする。

３）

詳細図作成（新規追加)27年度

１）本図は一例を示し､細部につ

いては監督員と協議し､施工

する。

ケーブルの引き込み口及び
引き出し口の２箇所に表示
札を取り付ける。

ケーブルの表示札例

亜鉛めっきより線

ハンドホール内ケーブル支持例
（亜鉛めっきより線使用）

アイボルト

ハンドホール内ケーブル支持例
（ケーブル支持金具使用）

ケーブル支持金具

防水処理

防水処理

防水処理

防水処理

幹線ケーブル等

表示札

合成樹脂製ﾊﾞﾝﾄﾞ

麻ひも等

屋外灯､弱電ケーブル等

合成樹脂製ﾊﾞﾝﾄﾞ

麻ひも等

表示札



接地抵抗測定が可能なように
ポール内等に端子を設ける。

１）使用に際しては電力会社及び、
電話会社と協議すること。

１）ポ－ル本体仕上色は、設計図
に明記ある場合を除き、製造
者標準色より選択する。

２）引込柱本体及び引込み口等の
寸法、形状は参考とし詳細は
製造者の任意とする。

３）

４）

コンクリ－ト基礎に用いるコ
ンクリ－トはＪＩＳ表示許可
工場で製造された普通ー１８
－８－２５ーＮ以上のレディ
ーミクストコンクリ－ト（Ｊ
ＩＳ Ａ ５３０８）とする。

５）

17年度 附記事項一部削除
図面内容一部追加

引込柱（鋼管）（１）

図面内容一部変更
21年度 仕様等一部追加

※は、再生クラッシャ－ラン（ＲＣ-４０）基礎
仕様等一部削除

番号一部変更
図面内容一部変更

アンカーボルトの固定はダブ
ルナットを使用し、ボルト頭
部及びナットは溶融亜鉛めっ
きとする。

２）ポ－ルベ－スの仕様は電力線
引込×１及び通信線引込×１
系統の場合を示す。

３）

仕様等一部変更

附記事項一部追加

コンクリ－ト基礎の寸法は電
気設備技術基準、内線規程及

び配電規程（日本電気技術規
格委員会編）により

　（土質係数3.0 ×10  kg/m  ）

・　安全率２．０以上
・　風圧荷重　甲種

の場合を示す。また引込線の
仕様、条数及び径管も考慮し、
基礎寸法を決定すること。

・　土質は普通土質Ｂ
6 4

名称一部変更

24年度 名称一部変更

EC-130-2-
Ⅰ

～

Ⅴ

27年度 仕様等一部変更

４）

図面内容一部変更

30年度 図面内容一部削除

3
0
0

600

2
0
0

ＥＤ

※

アンカーボルト×４

作業用足場

（Ｃタイプはなし）

１，３００

１，６００

１，９００

２，２００

８００

〃

〃

〃

Ｍ１６×７００

Ｍ２０×８００

Ｍ２０×１，０００

Ｍ２４×１，０００

１８３．６

２８６．４

４０７．１

５７６．９

１３９．８φ×４．５ｔ

１６５．２φ×５．０ｔ

１９０．７φ×５．３ｔ

２１６．３φ×５．８ｔ

400

3
0
0

400

30
0

点検口

〃 Ｍ３０×１，０００２６７．４φ×６．６ｔ

Ⅴ 型

２，５００

500
400

１００９．３

ポ－ルベ－ス

Ⅰ・Ⅱ型 Ⅲ・Ⅳ型

（Ｃタイプはなし）

接地極

電力線

電力線引込口開口部

電力メッセンジャ引留金具

通信用メッセンジャ引留金具

通信線引込口開口部

５
，

０
０

０
（
Ｃ

タ
イ
プ

）

６
，

０
０

０
（
Ｂ

タ
イ
プ

）
７

，
５
０

０
（
Ａ

タ
イ
プ

）

鋼管型
（ｋｇｆ）
設計荷重

基礎寸法 アンカーボルト

Ｌ１ Ｌ２(□φ) 太さ×長さ

単位－mm

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ｌ２

Ｌ
１

7
5
0
以
上

1000以上

引込柱本体

下　　　地：溶融亜鉛めっき
表面仕上：製造者の標準仕上とする

引込柱の根元部分には､シリコ

ン樹脂等にてコーキングを施

す。
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モルタル根巻

(水勾配を確保）
コーキング

P.70
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P.71

附記事項一部変更

１）

地中引込参考詳細図

10年度

ケーブル標識シートは設計図に

よる。

２） ピット貫通部分は充分な防水処

理を施すこと。

３） 予備管路の管口には防水処理を

施すこと。

４） ケ－ブルが入線されている場合

は、そのケ－ブルに適合した専

用の止水材料を使用するか、又

は発砲充填材等による防水処理

を施すこと。

５） 防水鋳鉄管は水切りつば付(溶接)

とする。

６） 防水鋳鉄管は、水勾配１/２００

とし外下りとする。

７） 貫通する位置は、柱梁に接近せず

点検容易な位置とする。

附記事項一部追加17年度
図面内容一部追加

附記事項一部変更21年度

図面内容一部変更
番号一部変更

附記事項一部削除24年度

EC-131-1-A
B

27年度 図面一部変更

防水鋳鉄管

ケ－ブル標識シ－ト

ＦＥＰ管（波付硬質ポリエチレン管）

管路口防水栓

地下ピット

ＧＬ

地下ピット

ＥＦ-１９３-１－Ｂ

ＥＦ-１９３

水切りつば

水切りつば
(溶接)

シ－リング材

シ－リング材

（Ａ）予備管路の場合

（Ｂ）配線実装の場合

(溶接)

ケ－ブル

異種継手

Ｈ

Ｈ ２
Ｈ ２

結束線 ＩＥ２.０mm

埋設要領図

ケーブル標識シート

埋設標

ＧＬＥＦ-１９１－２

ＥＦ-１９１-１-Ａ

防水鋳鉄管

ケ－ブル標識シ－ト

ＥＦ-１９３

異種継手

ＥＦ-１９１－２

ＥＦ-１９４-１-（Ｂ）

ＦＥＰ管（波付硬質ポリエチレン管）

ＧＬ

管路口防水装置

ＥＦ-１９３-１－Ｃ

ＥＦ-１９４-１-（Ｂ）



仕

様

等

附

記

事

項

改

訂

事

項

名

称

番

号電気設備　標準詳細設計図集（　　　　１３版）
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EC-132

電気室ピット廻り
参考詳細図

建築工事と協議を行うこと。

建築 ＡＥ-８０３ による。２）

１）

附記事項追加21年度

図面内容一部変更

Ｓ

ノーマルベンド

（電気設備工事）

ピット

（建築工事）

（建築工事）

縞鋼板

管口はケーブル入線方向に向ける

施工方法１

（建築工事）

縞鋼板
（建築工事）

縞鋼板

電気設備工事
切込み部分のケーブル保護材は
縞鋼板の切込みは建築工事、

施工方法２

（建築工事）

部分をかき込む
シンダーコンクリート

電力会社変圧器

（建築工事）

縞鋼板

（建築工事）
ピット

シンダーコンクリート

右図参照

施工方法３

≒
２

０
０
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EC-133

床下ピット内配線要領図

本図は一例を示し､細部につ

いては監督員と協議し､施工

する。

１）

27年度

床下ピット内の支持材は､溶

融亜鉛めっき又はステンレ

スとする。

１）

詳細図作成（新規追加)

30年度 図面内容一部変更

2,000以下

吊りフックボルト

EE-Fケーブルは７本以下で束ねる

躯体貫通部は､保護管等で
ケーブルを保護する

床下ピット内配線例(亜鉛めっきより線使用）

ハンガ・バインド線等

500以下

吊りフックボルト

亜鉛めっきより線

ターンバックルアイボルト

※ターンバックルはナットによる戻り止めをする

A部

Ａ部詳細図

15,000以下

床下ピット内配線例(吊フックボルト使用）

(単位㎜）

(単位㎜）
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図面内容修正
附記事項一部変更

発電設備燃料槽廻り
設置要領図

危険物取扱規則及び火災予

防条例による。

燃料槽と内燃機との間隔

イ．予熱する方式の内燃機

    関の場合  ２ｍ以上

ロ．その他の内燃機関の場

    合  ０．６ｍ以上

    但し、燃料槽と内燃機

    関との間に防火上有効

    な遮へい物を設けた場

    合この限りではない。

２）

１）

10年度
7年度

燃料槽には 火気厳禁 の表

示を示す。

３）

図面内容一部変更
21年度 番号一部変更

24年度 附記事項一部変更

EC-140-1-A

30年度 図面内容一部削除
図面内容一部変更

防油堤（建築工事）

防火網取付

通気管（鋼管）

燃料槽

オイルゲージ

防水モルタル

溜桝

Ｈ：燃料槽の容量以上
が保てる高さ

Ｈ

ＧＬ

２
.
０

ｍ
以

上
（
少

量
危
険

物
貯
蔵

の
場
合

）

１
.
０

ｍ
以

上

350以上500以上

3
5
0
以

上
5
0
0
以

上

ドレン

（Ａ）

燃料槽

周囲及び床防水モルタル仕上

防油堤（建築工事）

４
.
０

ｍ
以

上

溜桝
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EC-150

ダウンライト(バネ式）
取付要領図

ダウンライトに接続するケー

ブル以外の天井内のケーブル

類は､器具上部や近くに敷設

しない

１）

27年度

器具質量が1.5㎏以下のダウ

ンライトで以下の条件の場合

に適用する。

詳細図作成（新規追加)

・製造者が規定する天井材の厚

　さを満たしていない場合

・天井材が柔らかく天井材の損

　傷や器具のズレの恐れがある

　場合

端子台による送り配線の場合

は､製造者が規定する最大送

り容量以下とする。

２）

３）

取付バネ

支持材 (接着材等で天井材に取付）

天井材

端子台

器具に接触しないよう器具に近い箇所でケーブルを支持する

ケーブル

取付バネ

支持材 (接着材等で天井材に取付）

端子台


